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ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

June 18, 2024

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリはネイティブ Chromeパッケージアプリです。ユーザーはこれを使用
して、Citrixによりホストされたワークスペースのアプリケーションおよび仮想デスクトップに Chromeデバイス
からアクセスできます。アプリは Chromeウェブストアから入手できます。

機能、解決された問題、既知の問題について詳しくは、「このリリースについて」ページを参照してください。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールすると、Webブラウザー内のデスクトップやアプリケ
ーションにアクセスできます。StoreFrontで追加の構成または展開オプションは必要ありません。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの機能について詳しくは、Citrix Workspaceアプリの機能マトリック
スを参照してください。

廃止済みの項目については、「廃止済み」ページを参照してください。

言語サポート

ChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリは、英語以外の言語での使用に適応しています。ChromeOS向けCitrix
Workspaceアプリでサポートされている言語の一覧については、「言語サポート」を参照してください。

ChromeOS LTSの互換性

より少ない更新を希望する場合、Googleは ChromeOSで長期サポート（LTS）バージョンを提供しています。特
定の時点で、1つまたは複数のバージョンの Citrix Workspaceアプリが、最新バージョンの ChromeOS LTSと互
換性があります。

最新のバグ修正と新機能が有効になった Citrix Workspaceアプリのバージョンをお探しの場合は、以下をお勧めし
ます：

• 最新バージョンの Citrix Workspaceアプリを使用する
• Stableチャネルの最新の Google ChromeOSバージョンを使用する。

後方互換性、除外、および一般的な質問について詳しくは、「インストール」ページの「ChromeOS LTS互換性」セ
クションを参照してください。

参考記事

• Global App Configuration Service
• Microsoft Teamsの最適化
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• Citrix Virtual Apps and Desktops環境でのMicrosoft Teamsの最適化
• 技術概要：Workspaceのシングルサインオン
• 技術論文：Citrix Workspaceアプリクイックスタートガイド
• 技術概要：Citrix Workspace
• 開発者用のドキュメント ‑ Citrix Workspace app for Chrome HDX SDK
• 開発者用のドキュメント ‑ Citrix Virtual Channel SDK
• Citrix Workspaceアプリのリリーススケジュール

関連製品の新着情報

• Citrix DaaS
• Citrix Workspace
• StoreFront
• Windows向け Citrix Workspaceアプリ
• HTML5向け Citrix Workspaceアプリ
• ワークスペースユーザーインターフェイス（user interface：UI）

古いドキュメント

保守終了（EOL）に達した製品リリースについては、古いドキュメントを参照してください。

このリリースについて

June 19, 2024

新機能、機能強化、解決された問題、既知の問題について説明します。

注：

Technical Preview の機能をお探しの場合、1 か所で見つけられるように厳選した一覧を作成しまし
た。「Technical Previewの機能」ページをご覧いただき、記載されている Podioフォームリンクを使用して
フィードバックを共有してください。

2405の新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 125と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。
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Technical Preview

• セッション内ツールバーの機能が向上しました。

Technical Preview機能の完全な一覧については、「Technical Previewの機能」ページを参照してください。

2405で解決された問題

• マルチモニター環境では、公開されたアプリを開くと、アプリ画面の代わりに空白の画面が表示されます。
この問題は、全画面 H.264モードを使用するときに発生します。詳しくは、「制限」を参照してください。
[CVADHELP‑24883]

• 管理されていないデバイスでアプリまたはデスクトップセッションを開始すると、ChromeOS向け Citrix
Workspaceアプリから送信されるクライアント名が HTML5‑XXになります。修正後、クライアント名は
CrOS‑XXとして表示されるようになりました。[RFHTMCRM‑12155]

• サービス継続性機能を有効にしてセッションをオフラインで開始すると、Citrix Workspaceからサインアウ
トして再度サインインした後、リースファイルのダウンロードが断続的に失敗します。[RFHTMCRM‑12492]

• デスクトップセッションを開始し、テキストを入力するためにアプリを開き、入力を開始すると、テキストが
消えて再び表示されます。テキストの表示がちらついて見えます。この問題は、全画面H.264モードを使用す
るときに発生します。詳しくは、「制限」を参照してください。[CVADHELP‑24883]

2405の既知の問題

新しい既知の問題はありません。

注：

• 以前のリリースの問題については、「既知の問題」セクションを参照してください。

以前のリリース

このセクションでは、Citrix Workspaceアプリのライフサイクルマイルストーンに従ってサポートされている以前
のリリースの新機能と解決された問題に関する情報を提供します。

2402.1

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 121と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。
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Zoomの最適化のサポート 2402.1バージョン以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、セッション
内から最適化されたオーディオおよびビデオ会議エクスペリエンスを実現する、Zoom仮想デスクトップインフラス
トラクチャ（VDI）ソリューションとの統合をサポートします。

この機能に関連したサードパーティの依存関係に対処したため、すぐに構成して使用できるようになりました。ユー
ザーが最適化されたオーディオとビデオを活用できるほか、Citrixセッション内の Zoom会議中、VDAリソースの
消費量が減少することが確認されています。

この機能について詳しくは、「Zoomの最適化のサポート」を参照してください。

サービス継続性 2402.1バージョン以降、サービス継続性機能は無効になっています。

注：

以前にサービス継続性機能を有効にしていて、ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリの古いバージ
ョンを使用している場合は、サービス継続性機能を使用できない可能性があります。この機能を有効にす
るには、Citrix Workspaceアプリを最新バージョン（2402.1以降）に更新し、Knowledge Centerの記
事CTX632723の手順を実行することをお勧めします。

構成について詳しくは、「サービス継続性」のドキュメントを参照してください。

構成ユーティリティツール このリリースでは、構成ユーティリティツールに関する安定性が総合的に向上するよう
に対処しています。構成の設定 allowEditStoreNameは、このツールに含まれています。

ツールへのアクセス方法 以前は、構成ユーティリティツールはKnowledge Centerページで入手できました。

2402バージョン以降、Citrixダウンロードページから構成ユーティリティツールをダウンロードできます。

仮想チャネルSDK 2402リリース以降、Citrix Virtual Channel SDK（VCSDK）forChromeOSには、ChromeOS
向け Citrix Workspaceアプリとサードパーティのプラグインとの互換性を促進する機能が追加されました。サード
パーティのプラグインは VCSDKと統合する必要があります。この機能の処理により、すべてのバージョンと組み合
わせにわたってシームレスな下位互換性と上位互換性が確保されます。これらの機能のについて詳しくは、開発者ド
キュメントのページを参照してください。

さらに、マルチモニターシナリオをサポートする APIが追加されています。

Chromebookの HTTPプロキシ設定 Chromebookで HTTPプロキシ設定を行っている場合、セッションが
開始されない可能性があります。

問題の解決方法について詳しくは、「Chromebookの HTTPプロキシ設定」の記事を参照してください。
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ストア URLの短い名前 以前は、ストア URLを表示できましたが、ストア URLの短い名前を追加または変更する
機能はありませんでした。これは、管理者やユーザーがストア URLを覚える妨げになっていました。

2402リリース以降、管理対象ユーザーに対して、管理者は Google管理コンソールからストアURLとともにカスタ
ムストア名をプッシュできるようになりました。この機能により、ユーザーはさまざまなストアを簡単に識別できる
ようになります。

この機能について詳しくは、「ストア URLの短い名前」を参照してください。

解決された問題

• デリバリーグループ名にマルチバイト文字が含まれる仮想デスクトップがある場合、仮想デスクトップセッシ
ョンを開始できません。[CVADHELP‑24846]

• 最適化されたMicrosoft Teams通話中に画面の共有を停止すると、ビデオセクションの代わりに空白の四角
形が表示されることがあります。[RFHTMCRM‑11689]

• キオスクモードでは、StoreFrontで［デスクトップを自動的に起動する］設定が有効になっている場合でも、
セッションが自動的に開始されない場合があります。[CVADHELP‑23698] [RFHTMCRM‑11815]

• サービス継続性機能を有効にして ［Workspace に再接続］をクリックすると、サインイン画面に
［Workspaceをオフラインで使用する］バナーが表示されません。[RFHTMCRM‑11720]

• 実際のデスクトップセッションのアイコンではなく、Citrix Workspaceアプリのアイコンが Chromeシェ
ルフに表示されます。この問題は、サービス継続性機能を有効にし、クラウド環境の停止が発生した場合に発
生します。[RFHTMCRM‑11647]

• クライアントドライブマッピング機能を使用してローカルデバイスから VDAに 4KBを超えるファイルをコピ
ーして貼り付けると、データが破損する可能性があります。[RFHTMCRM‑12156]

• セッション中に、マウスのクリックが応答しなくなる場合があります。[RFHTMCRM‑11841] [CVADHELP‑
24210]

• ユーザーが（意図的に、または非アクティブであることによって）ストアページからサインアウトし、同じスト
アページに再度サインインすると、ストアページが空白になるか、読み込み中アイコンがいつまでも表示され
ることがあります。この問題は、サービス継続性が有効なクラウド展開で発生します。[RFHTMCRM ‑12212]

2312

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 119と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。
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セカンダリ呼び出しのサポート セカンダリ呼び出し機能を使用して、Microsoft Teamsが最適化されているとき
に受信通知を受け取るセカンダリデバイスを選択できます。

たとえば、スピーカーをセカンダリ呼び出し機器として設定し、エンドポイントがヘッドフォンに接続されていると
します。この場合、Microsoft Teamsは受信の呼び出し音をヘッドフォンとスピーカーの両方に送信します。次の
場合、セカンダリ呼び出しを設定することはできません：

• 複数のオーディオデバイスが接続されていない場合
• 周辺機器（Bluetoothヘッドセットなど）が利用できない場合

注

デフォルトでは、この機能は無効になっています。

この機能の既知の制限事項

• この機能を有効にすると、セカンダリ呼び出し音がわずかに遅れて 2回再生されることがあります。この問題
はMicrosoft Teamsのバグであり、今後のMicrosoft Teamsリリースで修正される予定です。

構成について詳しくは、「セカンダリ呼び出し音のサポート」を参照してください。

最適化されたMicrosoft Teamsビデオ会議通話でサイマルキャストの実装 2312リリース以降、最適化された
Microsoft Teamsビデオ会議通話に対して、デフォルトでサイマルキャストサポートが有効になっています。この
サポートにより、さまざまなエンドポイントでのビデオ会議通話の品質とエクスペリエンスが向上します。適切な解
像度に適応することによってすべての発信者に最適な通話エクスペリエンスを提供できます。

この向上したエクスペリエンスにより、各ユーザーは、エンドポイントの機能、ネットワークの状態などのいくつか
の要因に応じて、複数のビデオストリームを異なる解像度で配信できます。たとえば、720p、360pなどです。次に、
受信側のエンドポイントは、可能な範囲で最高品質の解像度を要求します。これにより、すべてのユーザーに最適な
ビデオ体験を提供できます。

HTTPSを使用せずに URLを保存する 2312リリース以降、URLにhttps://を明示的に指定せずにストア
URLを直接入力できるようになりました。

注：

まだhttpストアを使用している場合は、httpsストアに移行することを強くお勧めします。それまでは、ス
トア URLの先頭にhttpを明示的に追加することで、httpストアにアクセスできます。

解決された問題

• クラウド環境の停止が発生すると、セッションの開始に失敗する可能性があります。サービス継続性の構成に
ついて詳しくは、「サービス継続性」を参照してください。[RFHTMCRM‑11539]
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• セッション中、Microsoft Excelアプリを開いて Ctrl +スペースキーの組み合わせを使用すると、キーの組
み合わせが正常に機能しない可能性があります。[RFHTMCRM‑11718]

2311

2311の新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 119と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。

Technical Preview

• アダプティブトランスポート

Technical Preview機能の完全な一覧については、「Technical Previewの機能」ページを参照してください。

2311で解決された問題

• Desktop Delivery Controller マシンの Citrix Studio に設定された Desktop Delivery Controller V1
ポリシーが有効になっていない場合、USB リダイレクトが成功しない可能性があります。この問題は、
Desktop Delivery Controller V1ポリシーが VDAレジストリ設定のキー \HKEY_LOCAL_MACHINE\
SOFTWARE\Citrix\PortICA\GenericUSBよりも優先度が高く設定されていない場合に発生し
ます。[RFHTMCRM‑11072]

• デスクトップセッションを開始して Citrix Directorコンソールを確認すると、ICA往復時間値がゼロと表示
される場合があります。ICA往復時間値は、セッションの開始直後に確認すると、正の値になることがありま
す。ただし、しばらくすると、ゼロとして表示される場合があります。[CVADHELP‑23905]

2310

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 118と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。

2310で解決された問題

• Chromebookで ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのセッションを開始すると、Googleドライ
ブのファイルが開かない場合があります。[RFHTMCRM‑10540]

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 9
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• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリを開いて ［設定］>［一般］で ［高 DPI スケール］オプショ
ンを選択すると、デスクトップセッションの開始時に重複したカーソルが表示される場合があります。
[RFHTMCRM‑10839]

• デスクトップセッションで Microsoft Teams を使用する場合、ディスプレイ解像度を［デバイスのピク
セル縦横比でスケール］オプションに設定すると、参加者のビデオが正しく表示されない場合があります。
[RFHTMCRM‑5271]

• セッション中に、スピーカーとマイクの両方を含むオーディオデバイスが表示されない場合があります。この
問題は、ローカルマシンにマイクデバイスがない場合、またはユーザーがすべてのマイクデバイスを無効にし
た場合に発生します。[RFHTMCRM‑10900]

2309.5

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 117と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。

解決された問題

このリリースでは、仮想チャネル SDKに関するWindowManagement API関連の問題を解決しています。

2309

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 117と互換性があります。このリリースでは、パフォーマンスや安定性が総
合的に向上する分野に対処しています。

［Scan code］入力モード Citrix Workspaceアプリを使用すると、外部の物理キーボードを使用して、VDAの
サーバー側のキーボードレイアウトと連携できます。管理者が［Scan code］モードを有効にすると、エンドユーザ
ーはクライアントではなくサーバーのキーボードレイアウトを使用する可能性があります。

この機能により、特に東アジア言語の物理キーボードを使用する場合のユーザーエクスペリエンスが向上します。

メモ：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。
• タッチデバイスでは、［Scan code］が有効になっていると、Citrix Workspaceアプリでスクリーンキ
ーボードソフトウェアが機能しません。

構成について詳しくは、Scan code input modeを参照してください。
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カスタムキーボードマッピング バージョン 2309以降、VDAがWindows OSマシンで、ネイティブ入力デバイ
スが ChromeOSキーボードである場合、エンドユーザーはWindows固有のショートカットとキーの組み合わせを
使用できるようになります。カスタムマッピングを使用して、Ctrlキーと Altキーを割り当てることができるように
なりました。ユーザーは、右または左のコントロール（Ctrl）キーを選択して、Altキーとして機能させることができ
ます。

メモ：

• マッピングは全画面モードでのみ可能です。
• 設定を保存すると、マッピングはすべてのセッションで有効になります。
• この機能はデフォルトで有効にされています。

構成について詳しくは、Custom keyboard mappingを参照してください。

この機能の使用方法について詳しくは、ヘルプを参照してください。

VDAへの、全画面モードでのシステムショートカット ChromeOSデバイス向け Citrix Workspaceアプリのバ
ージョン 2309以降で、VDA（リモートデスクトップセッション）への、全画面モードでのシステムショートカット
を渡すことができるようになりました。ただし、クライアント OSでは機能しません。

以前では、これらのキー組み合わせはローカルでは機能していました。この機能が全画面モードで有効の場合、これ
らのキー組み合わせは VDAに送信されますが、ローカルでは作用しません。たとえば、更新キーは Chromebook
のシステムキーであり、Ctrl + Shift +更新キーの組み合わせは画面を回転するための、ChromeOSのシステムシ
ョートカットです。しかし、Windows OSにはそのようなショートカットがないため、Windows VDAでは何も起
こりません。

別の例として、Alt+[は ChromeOSウィンドウを左側にドッキングするのに使用されますが、同じショートカッ
トはWindows VDAでは作用しません。一部のアプリケーションでは、特定の機能に対してこのようなショートカ
ットを使用する場合があります。例えば、一部のバーコードスキャナーでは Alt+[がプレフィックスとして使用さ
れます。

注：

• この機能はデフォルトで有効になっています。

構成について詳しくは、System shortcuts to VDA in full screenmodeを参照してください。

2309で解決された問題

• マルチモニター設定のキオスクモードでは、2番目のモニターを接続してセッションを開始すると、両方のモ
ニターとも画面が黒くなる場合があります [RFHTMCRM‑10905]。

バージョン 2308を使用している場合は、2309にアップグレードすることをお勧めします。

ただし、2308での作業を続行する場合は、Google管理コンソールで次の JSONデータを追加します：
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1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "graphics": {
13
14 "graphicsWebWorker": {
15
16 "enabled":

false
17 }
18 ,
19 "graphicsWasmRender": false
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26 }
27
28 }
29
30 }
31
32 <!--NeedCopy-->

2308

2308の新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 115と互換性があります。このリリースでは、グラフィックス関連のパフォ
ーマンスが向上しています。

2308で解決された問題

• 管理対象ゲストセッションモードでセッションを開始すると、USBの自動リダイレクト機能が予期したとお
りに動作しない可能性があります。[RFHTMCRM‑10625]

• サービス継続性機能が動作しません。つまり、停止中に DaaSのアプリとデスクトップに接続できません。
[RFHTMCRM‑9261]
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2307

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 114と互換性があります。また、このリリースではいくつかの問題に対応し
ているため、パフォーマンスや安定性が総合的に向上しています。

Microsoft Teamsの機能強化 Microsoft Teamsの最適化では、Microsoft Teamsでライブキャプションが有
効になっているときにスピーカーが話す内容のリアルタイムの文字起こしがサポートされています。

USBデバイスの自動リダイレクト USBデバイスを自動的にリダイレクトするには、USBデバイス規則に従う必
要があります。
次の方法で USBデバイス規則を設定できます。

• Google管理ポリシー
• デバイス規則
• クライアント USBデバイスリダイレクト規則（バージョン 2）

HDXセッションのエクスペリエンスの強化 強化された圧縮技術により、ChromeOS向け Citrix Workspaceア
プリではネットワークリソースの消費量が減少し、セッションの応答性が向上しています。

DDCポリシーによる複合USBリダイレクトの強化 バージョン 2307以降では、特定の複合 USBインターフェイ
スまたはインターフェイスクラスがデフォルトで VDAにリダイレクトできるかどうかを判断できるようになりまし
た。ChromeOSデバイスに複合 USBが接続されている場合、enableDefaultAllowPolicy構成は、DDCポリ
シーによる USBリダイレクトをデフォルトで許可できるかどうかを決定するのに役立ちます。この機能は、VDAバ
ージョン 2212以降でサポートされています。

詳しくは、「DDCポリシーによる複合 USBリダイレクトの強化」ドキュメントを参照してください。

クライアントドライブマッピング 2307バージョン以降、クライアントドライブマッピング（CDM）機能によりロ
ーカルの ChromeOSデバイス上でフォルダーのマッピングがサポートされ、セッション内からアクセスできるよう
になります。ChromeOSデバイスから任意のフォルダーをマッピングできます。たとえば、フォルダーにシステム
ファイルが含まれていない場合、ダウンロード、Googleドライブ、USBドライブのフォルダーなどをマッピングで
きます。

エンドユーザーは次の操作を実行できます：

• ファイルとフォルダーをセッションからマップされたドライブに、および逆方向にコピーする。
• マップされたドライブでファイルとフォルダーの一覧を表示する。
• マップされたドライブでファイルの内容を開いて、読み取り、変更する。
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• マップされたドライブでファイルのプロパティ（変更時刻とファイルサイズのみ）を表示する。

この機能を使用すると、HDXセッション内のファイルエクスプローラーで、仮想デスクトップドライブとローカルマ
シンドライブの両方に同時にアクセスできるという利点があります。

既知の制限事項

• マップされたドライブ内のファイルとフォルダーの名前を変更することはできません。

• マッピングには完全なパスではなく、フォルダーの名前が含まれます。

• ローカルフォルダーに非表示のファイルがあり、そのフォルダーをマップした場合、非表示のファイルは、マ
ップされたドライブのセッション内で表示されます。

• マップされたドライブでファイルプロパティを読み取り専用アクセスに変更することはできません。

• HDX SDKを使用してセッションが埋め込みモードで開かれている場合、CDMはサポートされません。

• リムーバブルデバイスからフォルダーをマップし、アクティブなセッション中にそのデバイスを削除すると、
マップされたドライブをセッション内で使用できなくなります。マッピングを手動で削除するには、特定のマ
ッピングの［X］マークをクリックします。

詳しくは、「クライアントドライブマッピング」を参照してください。

Technical Preview

• アクセシビリティと TalkBack

Technical Preview機能の完全な一覧については、「Technical Previewの機能」ページを参照してください。

解決された問題

• エンドユーザーが公開アプリを開いて Citrix Workspaceアプリを更新すると、公開アプリの重複したイ
ンスタンスが表示されます。構成設定を適用するには、「ストアの更新」セクションを参照してください。
[CVADHELP‑22229]
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• マルチモニターモードでは、セカンダリモニターで公開アプリを開いたときに、マウスクリックが正常に動作
しない場合があります。[CVADHELP‑21916]

• セッションが開始されても、画面右下に表示されるセッション起動の進行状況通知ウィンドウが閉じない場合
があります。この問題は、VDAバージョンが 7.15の場合に発生します。[RFHTMCRM‑10161]

2306

このリリースは、Googleが長期サポート（LTS）バージョンとして選択した ChromeOSバージョン 114と互換性
があります。そのため、Citrixは、LTSライフサイクルが終了するまでこのリリースのサポートを継続します。詳細
と除外事項については、Citrixの互換性に関するステートメントを参照してください。

新機能

DDCポリシーによる複合 USBリダイレクトの構成 以前は、管理者は Google管理ポリシーを使用してクライア
ント側の USBリダイレクトを構成しました。

2306リリース以降は、DDCポリシーを通じて USBリダイレクトを構成することもできます。DDCポリシーによる
構成により、管理者がポリシーと動作を定義する場合に、統一的かつ一元的な方法を使用できます。これらのポリシ
ーは、オンプレミスおよびクラウド展開の管理対象デバイスおよびユーザーに適用できます。この機能は、VDAバー
ジョン 2212以降でサポートされています。

構成方法について詳しくは、「DDCポリシーによる複合 USBリダイレクトの構成」のドキュメントを参照してくだ
さい。

複合 USBデバイスの UIの機能強化 2306リリース以降、複合 USBデバイスの構成の「split」が trueに設定さ
れている場合、USBデバイスの UIにはインターフェイスクラスではなくインターフェイス番号に基づいてコンポー
ネントが表示されます。

詳しくは、「複合 USBリダイレクト」の記事を参照してください。

ユーザーインターフェイス 以下はその例です：
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仮想アプリとデスクトップの起動エクスペリエンスの向上 2306リリース以降、アプリとデスクトップの起動エク
スペリエンスが向上し、起動状態に関連した情報がタイムリーに提供されます。
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解決された問題

• 既にセッションが開始されている USB デバイスを接続解除して再接続すると、デバイスのリダイレクト
が再度失敗します。Citrix Workspaceアプリを再起動するまで、読み込み中のアイコンが表示されます。
[RFHTMCRM‑9715]

• 最適化されたMicrosoft Teams会議に参加していると、カメラのストリーミングが失敗します。ビデオがぼ
やけて見えたり、ビデオが応答しなくなることがあります。この問題は、画面共有機能が無効になっており、エ
ンドユーザーがMicrosoft Teams会議でカメラを有効にしている場合に発生します。[RFHTMCRM‑9968]

• Chromebookでは、セッションがタブレットモードのときに、Chromeシェルフからアプリアイコン（メモ
帳アイコンなど）を複数回タップして、シームレスアプリケーションにフォーカスを移動することが必要な場
合があります。[RFHTMCRM‑9803]

• セッションがタブレットモードの場合、Chromebookのスタイラスペンが機能しない可能性があります。
[RFHTMCRM‑9951]

• セッション中、エンドユーザーは断続的な音声の問題を経験することがあります。この問題は、ChromeOS
向け Citrix Workspaceアプリ 2304以降のバージョンにアップグレードすると発生します。[CVADHELP‑
22784]

2305

新機能

ネットワークプリンターのサポート 以前は、仮想デスクトップセッションから印刷する場合に Citrix PDFプリン
ターオプションが使用されていました。プリンタードライバーはファイルを PDFに変換し、その PDFをローカルデ
バイスに転送します。これによって、この PDFを新しいウィンドウで表示したり、印刷したりできました。

2305リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリはネットワーク印刷をサポートします。エンドユ
ーザーは、セッション内で Chromebookに接続されているプリンターの一覧を表示できます。ユーザーは、ローカ
ルデバイス上で中間 PDFファイルを生成せずに、プリンターを直接選択できます。この機能は以下でサポートされ
ています：

• VDAバージョン 2112以降。
• ChromeOSバージョン 112以降。

注：

• デフォルトでは、この機能は有効になっており、PDF形式のメタファイルの印刷のみがサポートされて
います。

構成方法について詳しくは、「ネットワークプリンターのサポート」のドキュメントを参照してください。

複数のストアをサポート 2305リリース以降、IT管理者はエンドユーザーに複数のストアを割り当てることができ
ます。エンドユーザーは、正確なストアURLを覚えていなくても、複数のストアを簡単に切り替えることができるよ
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うになりました。この機能により、複数のストアにアクセスするときのユーザーエクスペリエンスが向上します。

構成方法について詳しくは、「複数のストアのサポート」のドキュメントを参照してください。

URLリダイレクトの機能強化 以前は、ホストからクライアントへのリダイレクトを有効にすると、URLはサーバ
ー VDAでインターセプトされてからユーザーデバイスに送信されていました。ChromeOS向け Citrix Workspace
アプリが、URLをセッション内で開くかローカルデバイスで開くかを選択するようにユーザーに求めるダイアログボ
ックスを表示します。ダイアログボックスは、URLごとに表示されていました。

2305以降、管理者は、さらにダイアログボックスを表示することなく、ローカルデバイス内のリンクを開くよう
に URLリダイレクトを構成できるようになりました。この機能強化により、ユーザーエクスペリエンスが向上しま
す。

注：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。

構成方法については、「URLリダイレクトの機能強化」のドキュメントを参照してください。

SDKのManifest V3サポート 2305リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、manifest
version 3を含む Chrome拡張機能を使用する HDX SDKをサポートします。

詳しくは、開発者ガイドドキュメントの「Citrix Workspace app for ChromeOS HDX SDK」を参照してくださ
い。

仮想チャネル SDKの機能強化 2305リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、仮想チャネ
ル SDKのWindows Management APIをサポートします。Web APIを使用すると、IT管理者は対話型アプリケ
ーションを作成し、エンドユーザー向けにカスタマイズできます。

解決された問題

• HDX SDK for ChromeOSを使用して仮想アプリまたはデスクトップセッションを切断しようとすると、セ
ッションは Desktop Delivery Controllerでアクティブなままになります。ただし、セッションの状態は数
分後に非アクティブに変わります。[RFHTMCRM‑9181]

• セッションで 2人の参加者が最適化された Microsoft Teams会議に参加している場合、画面共有とオーデ
ィオが失敗することがあります。この問題は、通話中にカメラを数回有効または無効にすると発生します。
[CVADHELP‑22251]

• デバイスを ChromeOSバージョン 108にアップグレードすると、公開デスクトップ上のテキストがぼやけ
て表示される場合があります。この問題は、グラフィック処理装置（GPU）が中精度をサポートしていないデ
バイスで発生します。[CVADHELP‑22362]
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注：

– 一部のデバイスの表示設定は高精度をサポートしておらず、公開デスクトップ上のテキストが正し
く表示される場合があります。ただし、この修正により表示がおかしくなる場合があります。これ
を修復するには、管理者が Google管理ポリシーを通じてwebglHighPrecision属性を false
に設定します。
このような JSONデータの例を次に示します：

1 ```
2 "hardware" : {
3
4 "webglHighPrecision" : false
5 }
6 ,
7 <!--NeedCopy--> ```

2304

新機能

タッチデバイスでのジェスチャの機能強化 2304リリース以降、Citrix Workspaceアプリは、ジェスチャ、マル
チタッチ、およびソフトキーボード機能（タブレットモード）に関連したエンドユーザーエクスペリエンスを強化し
ます。Citrix Workspaceアプリセッションで、タップ、スワイプ、ドラッグなど、一般的なマルチタッチジェスチ
ャを使用できます。

ジェスチャガイドは次のとおりです：

これを行うには、以下の手順に従います： Citrix Workspaceアプリで次の操作をする：

クリック 1本指でタップ

右クリック タッチしたまま押さえて離す

キーボードを表示する 3本の指でタップ（またはツールバーのキーボードアイ
コンをタップ）

ドラッグ タッチしてそのままドラッグする方向に指を動かす

カーソルを有効にする 2本の指でタップ

2304で解決された問題

• このリリースで解決された問題はありません。
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2303

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 111と互換性があります。また、このリリースではいくつかの問題に対応し
ているため、パフォーマンスや安定性が総合的に向上しています。

オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート 以前は、単一のオーディオ再生および録音デバイスのみがサ
ポートされ、実際のデバイス名に関係なく「Citrix HDX Audio」として表示されていました。

2303リリース以降、複数のオーディオデバイスを接続し VDAにリダイレクトできます。USBオーディオデバイス
をリダイレクトするときに、VDAの［Sound］>［Playback］と［Sound］>［Recording］でオーディオデバ
イスの実際の名前が表示されるようになりました。VDA上のデバイス一覧は、オーディオデバイスをプラグインす
る、または取り外すたびに動的に更新されます。

注：

この機能は、デフォルトで有効になります。

詳しくは、「オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート」を参照してください。

Microsoft Teamsの最適化における背景のぼかしと効果 2303リリース以降、ChromeOS向け Citrix Work‑
spaceアプリで、Microsoft Teamsによるビデオ通話の最適化で背景のぼかしと効果が導入されました。これで、
背景をぼかしたり、Microsoft Teamsが提供する背景の効果に置き換えたりして、会話の最中シルエット（体と顔）
に集中できるようにすることで、突然集中力が乱されることを回避できます。この機能は、P2Pおよび電話会議で使
用できます。

メモ：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。
• この機能は、Microsoft TeamsのUIと統合されました。マルチウィンドウのサポートは、VDAを 2112
以降に更新するときに必要な前提条件です。詳しくは、「マルチウィンドウ会議とチャット」を参照して
ください。

詳しくは、「Microsoft Teamsの最適化における背景のぼかしと効果」を参照してください。

2303で解決された問題

• セッションで、2人の参加者が最適化されたMicrosoft Teams会議に参加している場合、カメラが無効にな
ると画面が黒くなります。さらに、画面共有、チャット、ユーザーのアイコンをクリックすると、アイコンが
クリック可能になります。ただし、その下のオプションは黒い画面の下に隠れてしまい、正常に表示されませ
ん。[CVADHELP‑22173]
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2301.1

新機能

このリリースでは問題に対応しているため、パフォーマンスや安定性が総合的に向上しています。

解決された問題

• セッションでテキストをコピーまたは貼り付けると、セッションが応答しなくなります。この問題は、
バージョン 2301 以降の ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリを使用している場合に発生します。
[CVADHELP‑21951]

• Citrix Virtual Apps and Desktopsセッションへのオーディオデバイスのリダイレクトが機能していません。
システムトレイの音量操作アイコンに赤い「X」マークが表示されます。この問題は、ChromeOS向け Citrix
Workspaceアプリを 2301バージョンに更新した後に発生します。[RFHTMCRM‑8799]

2301

新機能

このリリースは ChromeOSバージョン 109と互換性があります。また、このリリースではいくつかの問題に対応し
ているため、パフォーマンスや安定性が総合的に向上しています。

サービス継続性 サービス継続性により、接続プロセスに関与するコンポーネントの可用性に依存することがなくな
るか、依存が削減されます。クラウドサービスのヘルス状態に関係なく、Citrix Virtual Apps and Desktopsおよ
び Citrix DaaSを起動できます。つまり、サービス継続性により、停止中に DaaSアプリとデスクトップに接続でき
ます。前提条件として、デバイスはリソースの場所へのネットワーク接続を維持する必要があります。

詳しくは、Citrix Workspaceドキュメントの「サービス継続性」セクションを参照してください。

オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート 以前は、単一のオーディオ再生および録音デバイスのみがサ
ポートされ、実際のデバイス名に関係なく「Citrix HDX Audio」として表示されていました。

バージョン 2301以降、複数のオーディオデバイスがサポートされ、それらは VDAにリダイレクトされます。これで、
オーディオデバイスをリダイレクトするときに、VDAの［Sound］>［Playback］と［Sound］>［Recording］
でオーディオデバイスの実際の名前が表示されるようになりました。VDA上のデバイス一覧は、オーディオデバイス
を接続する、または取り外すたびに動的に更新されます。

既知の制限事項
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• VDAでは、内蔵オーディオデバイスの名前は英語のみで表示されます。この問題は、ChromeOSベースのデ
バイスを使用している場合に発生します。[RFHTMCRM‑8667]

詳しくは、「オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート」セクションを参照してください。

Microsoft Teamsのマルチウィンドウチャットと会議 バージョン 2301以降では、Microsoft Teamsでのチャ
ットと会議に複数のウィンドウを使用できます。会話や会議をさまざまな方法でポップアウトできます。

ポップアウトウィンドウ機能について詳しくは、「Pop out a chat in Teams」を参照してください。

トラブルシューティングについては、CTX253754を参照してください。

Microsoftでは、将来的に単一ウィンドウのサポートを廃止する予定です。古いバージョンの Citrix Workspaceア
プリまたは Virtual Delivery Agent（VDA）を実行している場合は、次のバージョンにアップグレードできます：

• Citrix Workspaceアプリ 2301以降
および

• VDA 2203以降

ブラウザーコンテンツリダイレクト ブラウザーコンテンツリダイレクト（BCR）は、リモートブラウザーのコンテ
ンツをユーザーのコンピューターデスクトップにリダイレクトします。BCRは、リモートデスクトップウィンドウ内
で実行されるフレームやフチのないWebブラウザーであり、リモート（VDA）ブラウザーのコンテンツ領域に重な
ります（オーバーレイ）。

BCRはブラウザーのコンテンツをクライアントデバイスにリダイレクトし、Citrix Workspaceアプリに埋め込まれ
た対応するWebブラウザーを作成します。この機能は、ネットワーク使用量、ページ処理、およびグラフィックレ
ンダリングをエンドポイントにオフロードします。そうすることで、要求の多いWebページ、特に HTML5または
WebRTCを組み込んだWebページを閲覧する際のユーザーエクスペリエンスが向上します。ビューポート（ユーザ
ーのWebページの表示領域）のみがエンドポイントにリダイレクトされます。ブラウザーコンテンツリダイレクト
は、VDAのブラウザーのユーザーインターフェイス（アドレスバー、ツールバーなど）はリダイレクトしません。

つまり、BCRは、クライアント側の許可リストにあるWebページをレンダリングする機能を提供します。この機
能は、Citrix Workspaceアプリを使用してクライアント側の対応するレンダリングエンジンをインスタンス化し、
URLから HTTPおよび HTTPSコンテンツを取得します。

注：

• BCRは、Citrix Virtual Apps and Desktopsバージョン 2212以降と互換性があります。

許可リストの設定方法について詳しくは、以下を参照してください：

• Chrome向けのWebブラウザーコンテンツリダイレクト拡張機能。

• ブラウザーコンテンツリダイレクトのポリシー設定。
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この機能の既知の問題

• BCR中、新しいタブでWebサイトのリンクを開くと、セッションブラウザーではなくクライアントブラウザ
ーで開きます。[HDX‑43206]

この機能の既知の制限事項

• この機能は、以下をサポートしていません：

– サーバー側でフェッチし、クライアント側でレンダリングするシナリオ。
– 統合Windows認証（IWA）Webサーバー。
– マルチモニター機能。

• BCRでリダイレクトされたWebサイトにファイルをアップロードまたはダウンロードする場合、VDAセッ
ションのファイルピッカーの代わりに ChromeOSのファイルピッカーが表示されます。[HDX‑43207]

• BCRでリダイレクトされたページからの印刷はサポートされていません。

ダブルホップ 2301バージョン以降、Citrix Workspaceアプリはダブルホップシナリオをサポートします。この
機能は、USBリダイレクトの拡張機能です。

詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「Citrix Virtual Apps and Desktopsでのダブル
ホップ」を参照してください。

USBの自動リダイレクト設定 以前は、USBの自動リダイレクト設定に関するエンドユーザーによる設定オプショ
ンがありませんでした。管理者がこれらのポリシーを制御するため、エンドユーザーはセッションを開始するたびに
必要な USBデバイスを手動でリダイレクトする必要があります。

2301バージョン以降、エンドユーザーは、仮想デスクトップセッション内の任意の USBデバイスの自動リダイレク
トの設定を選択できます。Citrix Workspaceアプリは、エンドユーザーが USBの自動リダイレクトを制御できる
アプリレベルの設定を提供するようになりました。エンドユーザーは設定を実行することができ、起動されるセッシ
ョン間でその設定を保持できます。

これには 2つのオプションがあります。1つはセッションの起動時、もう 1つはセッションの進行中です。
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注：

• この機能は、オンプレミスとクラウドの環境をサポートし、管理対象 Chromeユーザーのみが利用でき
ます。

2301で解決された問題

• クラウド展開では、強化された PDF印刷機能が正常に動作しません。印刷プレビューは、同じウィンドウで
はなく新しいウィンドウで開きます。[RFHTMCRM‑8672]

• Citrix Virtual Apps and Desktopsバージョン 2206以降を使用すると、Webカメラのリダイレクトが機
能しません。最新の修正プログラムにより、バージョン 2301以降の ChromeOS向け Citrix Workspaceア
プリからWebカメラのリダイレクトが正常に行われるようになりました。[RFHTMCRM‑8580]

• Citrix Virtual Apps and Desktopsバージョン 2203以降を使用すると、VDAセッションが乱れて表示され
ることがあります。[RFHTMCRM‑8657]

• Chromebookを使用して、最適化されたMicrosoft Teamsから通話しようとすると、通話が正常に機能し
ません。次のエラーメッセージが表示されます：
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「Sorry, itwasn’t possible to connect.（申し訳ありません。接続できませんでした。）」[CVADHELP‑21670]
[CVADHELP‑21500]

既知の問題

2402.1の既知の問題

• サービス継続性機能は、カスタムドメイン URLでは機能しない可能性があります。[RFHTMCRM‑12363]

• 一時ファイルに依存するアプリを使用してファイルをダウンロードしたり、VDAからマップされたドライブ内
のファイルを変更したりしようとすると、データが破損する可能性があります。たとえば、ブラウザー、Excel
などのMicrosoft Officeアプリなどの場合です。[RFHTMCRM‑12156] [RFHTMCRM‑11474]

• セッション中に、音質が低下する場合があります。オーディオストリームのピッチが自動的に変更される場合
があります。

この問題を回避するには、属性 AudioRedirectionV4を falseに設定します。AudioRedirectionV4を
無効にする方法の詳細な手順については、「オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート」セクショ
ンを参照してください。[CVADHELP‑24722]

2402の既知の問題

• 一時ファイルに依存するアプリを使用してファイルをダウンロードしたり、VDAからマップされたドライブ内
のファイルを変更したりしようとすると、データが破損する可能性があります。たとえば、ブラウザー、Excel
などのMicrosoft Officeアプリなどの場合です。[RFHTMCRM‑12156] [RFHTMCRM‑11474]

• ユーザーが（意図的に、または非アクティブであることによって）ストアページからサインアウトし、同じス
トアページに再度サインインすると、ストアページが空白になるか、読み込み中アイコンがいつまでも表示さ
れることがあります。この問題は、サービス継続性機能が有効なクラウド展開で発生します。

回避策として、ストアページの再読み込みアイコンをクリックします。[RFHTMCRM‑12212]

• セッション中に、音質が低下する場合があります。オーディオストリームのピッチが自動的に変更される場合
があります。

この問題を回避するには、属性 AudioRedirectionV4を falseに設定します。AudioRedirectionV4を
無効にする方法の詳細な手順については、「オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート」セクショ
ンを参照してください。[CVADHELP‑24722]

2312の既知の問題

• サービス継続性機能を有効にし、クラウド環境の停止が発生すると、実際のデスクトップアイコンまたはアプ
リセッションのアイコンではなく、Citrix Workspaceアプリのアイコンが Chromeシェルフに表示されま
す。[RFHTMCRM‑11647]
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2310の既知の問題

• Citrix Workspaceアプリを使用してデスクトップセッションを開始すると、UIをブロックする緑色の領域
が表示画面が現れます。この問題は、起動したデスクトップ内でアプリケーションウィンドウを移動すると発
生する可能性があります。[CVADHELP‑23377]

• キオスクモードでは、セッションが自動的に開始されない場合があります。[CVADHELP‑23698]

2309の既知の問題

• Chromebookデバイスでは、Citrix WorkspaceアプリはデュアルスタックWi‑Fiネットワーク上で IPv6
から IPv4にフォールバックしません。[CVADHELP‑22537]

2203の既知の問題

• 一部の Citrix Virtual Apps and Desktopsまたは XenDesktopでは、Webカメラのリダイレクトが機能
しない場合があります。[HDX‑39396]

制限事項

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、複数のモニターでの全画面 H.264モードをサポートしてい
ません。

• Microsoft Teams最適化を使用した画面共有中、共有ウィンドウの周囲の赤い枠線は表示されません。

• Citrix Studioで［UseHardware Encoding for Video Codec］が［Enabled］に設定されている場合、
Intel vGPU VDAを使用したセッション中に画面が緑色で表示されることがあります。[RFHTMCRM‑5521]

• MicrosoftWindows 7 VDAを介したマルチモニターセッションでは、拡張モニターが黒く表示されます。ま
た、マウスカーソルが正しくレンダリングされない場合があります。幅と高さが 4800ピクセル未満のディス
プレイ解像度を組み合わせて選択することをお勧めします。[RFHTMCRM‑5539]

• サーバーは、Graphics‑Thinwire YUV444設定が構成されている場合でも、YUV420にフォールバックしま
す。グラフィックが豊富なアプリケーションは、YUV420の範囲によって制限を受けます。[RFHTMCRM‑5520]

• Google IDプロバイダー（IDプロバイダー）でのシングルサインオン（SSO）はサポートされていません。

• Citrix Workspaceアプリにサインインしようとすると、サインインプロセス中に問題が発生する可能性があ
ります。エラーメッセージ「ERR_TOO_MANY_REDIRECTS」が表示されます。

この問題は、Google IDプロバイダーを使用しているときに発生します。[CVADHELP‑19362]

• 最適化されたMicrosoft Teamsビデオ通話で、3番目の参加者を追加すると、最初の参加者 2人のうちいず
れかのビデオ画面で何も表示されなくなります。この問題は、最初の 2人の参加者が ChromeOSを使用し、
3番目の参加者が別の OSを使用している場合に発生します。[RFHTMCRM‑7408]
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• セッション中に、複数のオーディオデバイスを接続すると、音声が 1つのデバイスからしか聞こえません。他
のオーディオデバイスに切り替えることができない場合があります。[HDX‑49312]

• セッション中に、ツールバーから切断してから以前のセッションに再接続すると、音声が聞こえない場合があ
ります。[HDX‑49313]

• エンドユーザーが Imprivataを使用して IDプロバイダー（IdP）として構成されたストアにサインインする
と、クライアント検出画面が表示されます。ただし、ユーザーが［Citrix Workspaceアプリを検出］をク
リックすると、次のエラーが表示されます：

「receiver links are blocked.」

回避策として、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを再読み込みします。[CVADHELP‑22026]

• ネットワークを切り替えたときに、Wi‑Fi接続の 1つがインターネットに接続できない場合、セッション画面
の保持機能は適切に機能しません。[RFHTMCRM‑12349]

• Citrix Workspace アプリの再読み込みボタンをクリックするたびに、リースファイルの同期タイマーが
リセットされます。このアクションは、エンドユーザーへのサービス継続性機能の提供に影響を与えます。
[RFHTMCRM‑12499]

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリからサインオフして再度サインインした後、リースファイルのダ
ウンロードに失敗します。[RFHTMCRM‑12492]

• キオスクモードではサービス継続性機能はサポートされません。[RFHTMCRM‑12518]

廃止

廃止済みの項目については、「廃止済み」ページを参照してください。

古いドキュメント

保守終了（EOL）に達した製品リリースについては、古いドキュメントを参照してください。

Technical Preview

Technical Previewの機能は、非実稼働環境または制限のある稼働環境で使用でき、お客様がフィードバックを共
有する機会を提供します。Technical Previewの機能のサポートは行っていませんが、改善に関するフィードバッ
クをお待ちしております。重要度と重大度により、フィードバックに対応する場合があります。

Technical Previewの機能

June 18, 2024
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Technical Previewの機能は、非実稼働環境または制限のある稼働環境で使用でき、お客様がフィードバックを共
有する機会を提供します。Technical Previewの機能のサポートは行っていませんが、改善に関するフィードバッ
クをお待ちしております。重要度と重大度により、フィードバックに対応する場合があります。

Technical Previewの機能の一覧

次の表に、Technical Previewの機能を示します。これらの機能は、リクエストベースで提供される Preview機能
です。これらの機能についてフィードバックを提供する場合は、対応するフォームにご記入ください。

タイトル 利用できる最小バージョン
有効化フォーム（アイコン
をクリック）

フィードバックフォーム
（アイコンをクリック）

セッション内ツールバーの
機能が向上しました

2405 機能を構成することができ
ます

アダプティブトランスポー
ト

2311

アクセシビリティと
TalkBack

2307 有効化は不要

セッション内ツールバーの機能が向上しました

これは、2405リリース以降の Technical Preview段階の機能です。

2405バージョン以降では、デスクトップセッションを開始すると、強化されたツールバー UIが表示されます。セッ
ション内ツールバー UIの外観と操作性が変更されました。ツールバー UIは、オプションをユーザーフレンドリーな
方法で整理することで、エンドユーザーのエクスペリエンスを向上させるように特別に設計されています。

古いツールバーUI
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新しいツールバーUI

注：

この機能はデフォルトでは無効になっています。この機能を有効にするには、構成手順を実行してください。こ
の機能に関するフィードバックを提供するには、Podioのフォームをクリックします。

構成

Google管理者ポリシーを使用して、新しいツールバー UIを有効にすることができます。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
して機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

注：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張
機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "engine_settings": {
4
5 "ui": {
6
7 "toolbar":
8 {
9 "switchToNewToolbar": true

10 }
11

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 29

https://podio.com/webforms/29623459/2442942


ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

12 }
13
14 }
15
16 }
17
18 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

アイコンと操作

エンドユーザーは次の操作を実行できます：

注：

アイコンは、組織の管理者がその機能を有効にしている場合にのみ、エンドユーザーに表示されます。

• ツールバーのノッチ ‑アプリまたはデスクトップセッションを開始すると、画面の上部にツールバーのノッチ
が表示されます。ノッチをクリックすると、ツールバーが固定されていない状態で表示されます。ツールバー
のノッチを画面の任意の側にドラッグして再配置します。マウスを放すと、ノッチは自動的に最も近い端に配
置されます。

• 固定–固定すると、ツールバーを画面の任意の側にドラッグして再配置できます。マウスを放すと、ノッチは
自動的に最も近い端に配置されます。ツールバーを固定するメリットは、ツールバーアイコンに関連する操作
を完了した後、ツールバーがノッチ内に最小化されないことです。

• 固定を解除–ツールバーの固定を解除すると、ツールバーアイコンに関連する操作を完了した後に、ツールバ
ーがノッチ内に最小化されます。

• ショートカットキー–ボタンをクリックするだけで、Ctrl + Alt + Delキーの機能を実行できます。このオプ
ションにより、ユーザーはサインアウト、ユーザーの切り替え、システムのロック、またはタスクマネージャ
ーへのアクセスが容易になります。

• ファイル転送 ‑ユーザーのデバイスとセッション間でファイルをアップロードまたはダウンロードできます。
詳しくは、「ファイルの処理」を参照してください。
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• クリップボード–クリップボードオプションを使用すると、プレーンテキストと HTMLデータを VDAからロ
ーカルデバイスにコピーして貼り付けたり、その逆方向の操作を実行したりできます。詳しくは、「クリップボ
ード」を参照してください。

• デバイス–クリックすると USBデバイスダイアログボックスが開きます。ローカルデバイスに接続されてい
る USBデバイスを表示するには、［追加］をクリックします。ダイアログボックスには、セッションにリダイ
レクトできるデバイスが一覧表示されます。USBデバイスをリダイレクトするには、適切なデバイスを選択
して［接続］をクリックします。詳しくは、「USBデバイスリダイレクト」を参照してください。

注：

IT管理者がポリシー設定を介して USBデバイスに接続するためのアクセスを提供している場合にのみ、
デバイスアイコンが表示されます。

• 基本設定–次のように基本設定を設定できます。次の 4つのオプションが表示されます：

– ドライブをマップする–クライアントドライブマッピング（CDM）機能を使用すると、CitrixWorkspace
アプリからローカルフォルダーやドライブにアクセスできます。詳しくは、「ファイルの処理」を参照し
てください。

– 画面解像度–セッション表示の解像度のサイズを選択します。デフォルトでは、画面の解像度は［全画
面‑自動］に設定されています。

– マルチタッチモード–クリックするとマルチタッチモードが使用されます。パンモードとマルチタッチ
モードを切り替えることができます。このオプションはタッチスクリーンデバイスに適用できます。詳
しくは、「タッチとモビリティのサポート」を参照してください。

– 詳細–ソフトキーボードボタンと Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）に関する
設定を表示します。

• ヘルプ–次の 3つのオプションが表示されます：
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– ジェスチャガイド–指のタップを使用する方法に関するジェスチャガイドが表示されます。このオプシ
ョンはタッチスクリーンデバイスに適用できます。

– バージョン情報–使用している Citrix Workspaceアプリの現在のバージョンを表示します。

• 最小化–セッションウィンドウを最小化できます。

• フルスクリーン ‑–画面をウィンドウ表示からフルスクリーン表示に切り替えることができます。マルチモニタ
ーのセットアップを使用している場合、フルスクリーンボタンはセットアップ全体に画面を拡張し、マルチモ
ニターボタンとしても機能します。

• 切断–切断操作により仮想デスクトップは実行を継続します。サインアウトして電力を節約する。詳しく
は、「Citrix Workspaceアプリでのサステナビリティに関する取り組み」を参照してください。

アダプティブトランスポート

これは、2311リリース以降の Technical Preview段階の機能です。

バージョン 2311以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリはアダプティブトランスポート機能をサポート
します。

アダプティブトランスポートは、サーバーのスケーラビリティを維持しながら、要求の厳しい長距離接続で優れたユ
ーザーエクスペリエンスを提供します。この機能は、Webベースのプラットフォームで高品質の HDXエクスペリエ
ンスを提供します。

詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「アダプティブトランスポート」を参照してくださ
い。
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メモ：

• この機能はデフォルトでは無効になっています。
• これは、リクエストベースで提供されるプレビュー機能です。ご使用の環境でこれを有効にするには、
Podioフォームに記入してください。

システム要件

アダプティブトランスポートと EDTを使用するための要件は次のとおりです：

• コントロールプレーン

� Citrix DaaS（旧称：Citrix Virtual Apps and Desktopsサービス）

� Citrix Virtual Apps and Desktops 1912以降

• Virtual Delivery Agent

�バージョン 1912以降（2203以降を推奨）

�バージョン 2012は、Citrix Gateway Serviceで EDTを使用するために必要な最小バージョンです

• StoreFront

�バージョン 3.12.x

�バージョン 1912.0.x

• Citrix Gateway（ADC）

� 13.1.17.42以降（推奨）

� 13.0.52.24以降

� 12.1.56.22以降

• ファイアウォール（VDAの観点から）

� UDP 1494受信–セッション画面の保持が無効になっている場合

� UDP 2598受信–セッション画面の保持が有効になっている場合

� UDP 443受信–ICA暗号化（DTLS）で VDA SSLを有効にしている場合

� UDP 443送信–Citrix Gatewayサービスを使用している場合。詳しくは、Citrix Gatewayサービスのド
キュメントを参照してください。

管理者の構成

• Citrix ポリシーで HDX アダプティブトランスポート設定を構成するには、Citrix Virtual Apps and
Desktopsドキュメントの「構成」セクションを参照してください。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 33

https://podio.com/webforms/29107539/2369706
https://docs.citrix.com/ja-jp/citrix-gateway-service/hdx-edt-support-for-gateway-service.html
https://docs.citrix.com/ja-jp/citrix-virtual-apps-desktops/hdx-transport/adaptive-transport.html#configuration


ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

• アダプティブトランスポート機能は次の方法で構成できます：

Google管理ポリシー

管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用して機能を有効にで
きます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2. この構成は以下に適用できます：

–［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張
機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

–［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

–［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "edt": {
13
14 "enabled": true
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。
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エンドユーザー構成

アダプティブトランスポート機能を有効にするには、Google Chromeブラウザーのアドレスバーに「chrome:
//flags」を入力します。次のスクリーンショットに示すように、［Enable Isolated Web Apps］オプション
を有効にします：

アクセシビリティと TalkBack

これは、2307リリース以降の Technical Preview段階の機能です。

Citrix Workspaceアプリは、TalkBack機能により強化されたユーザーエクスペリエンスを提供します。TalkBack
機能は、画面を見ることが困難なエンドユーザーをサポートします。UIの使用時に、ナレーターが画面要素を読み上
げます。

ChromeOSナレーター（ChromeVox）を使用する場合、エンドユーザーはキーボードのショートカット（Ctrl +
Alt +Z）でナレーターをオンにします。ナレーターをオフにするには、同じキーの組み合わせを使用します。

注：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。

構成

アクセシビリティ機能は次のいずれかの方法で実行できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー
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Configuration.js configuration.jsファイルを使用してアクセシビリティ機能を有効にするには、次の手順を
実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

2. configuration.jsファイルを編集し、accessibility属性を追加します。enable属性を trueに設定しま
す。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 'features' :
2 {
3
4 'accessibility': {
5
6 'enable': true
7 }
8 ,
9 }

10
11
12 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
して機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。
このような JSONデータの例を次に示します：

1 'features' :
2 {
3
4 'accessibility': {
5
6 'enable': true
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7 }
8 ,
9 }

10
11
12 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

インストールの前提条件

May 16, 2024

システム要件と互換性

要件

すべてのデバイスは、オペレーティングシステムのハードウェア要件を満たしている必要があります。

ユーザーのデバイスが Citrix Workspaceアプリを使用してデスクトップやアプリにアクセスするには、最新の
Google Chromeオペレーティングシステム（OS）が必要です。Citrixは、Google ChromeOSの Stableチャネ
ルの最新 Citrix Workspaceアプリを使用することをお勧めします。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは ChromeOS上でのみサポートされます。Citrix Workspaceアプリ
で、ChromeOS Flexオペレーティングシステムもサポートされるようになりました。

Chromeアプリを追加して開く ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは ChromeOS上でのみサポートさ
れます。Chromebookでは、Chromeウェブストアでアプリを追加して開くことができます。詳しくは、Google
のサポート記事を参照してください。

メモ：

• Chromeウェブストアの Chromeアプリは Chromebookでのみサポートされ、2022年 12月以降は
Windows、Mac、Linuxでは動作しなくなっています。

• 製品終了（EOL）した Chromebookデバイスは、Google ChromeOSの最新バージョンには更新さ
れません。EOLデバイスは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのすべての更新をサポートし
ているわけではありません。Citrixは、Google Chromeオペレーティングシステムの最新バージョン
を推奨しサポートします。
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サポートに関するマトリックス

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは StoreFrontの次のバージョンを介したデスクトップおよびアプリケ
ーションへのアクセスをサポートします。ストアには、Citrix Receiver for Webサイトを介してアクセスする必要
があります。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、ストア URLまたは XenApp Services URLのいずれ
かを使った StoreFrontストアへの直接アクセスはサポートしません。

• StoreFront 2.5以降

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを使って次の製品バージョンにより配信されるデスクトップやアプリケ
ーションにアクセスできます：

• XenAppおよび XenDesktop 7.6以降

ユーザー接続の保護

実稼働環境では、Citrix Workspace for Web サイトとユーザーのデバイス間の通信を Citrix Gateway および
HTTPSで保護することをお勧めします。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが展開される環境においては、
キーサイズが 1024ビット以上の SSL証明書を使用することを Citrixではお勧めします。ChromeOS向け Citrix
Workspaceアプリを次のバージョンの Citrix Gatewayと組み合わせると、ユーザーはパブリックネットワークか
らデスクトップおよびアプリケーションにアクセスできます。

• NetScaler Gateway 10.5以降

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、HDX Insight分析を使って CloudBridge Insight Centerで表示
することに加えて、圧縮およびプリンター圧縮を無効にする CloudBridgeをサポートするようになりました。

• CloudBridge 7.4以降

注：

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで SSL対応の VDAに接続できない場合は、「VDA上の TLS設定」
を参照してください。最適な暗号の組み合わせを構成します。

Microsoft Teamsの最適化要件

最小バージョン：

• Microsoft Teamsによる音声通話、ビデオ通話、画面共有の最適化は、リリース 2105.5以降で一般提供さ
れます。

最新バージョンの ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを使用することをお勧めします。デフォルト
では、画面共有は無効になっています。画面共有を有効にする手順については、「設定」を参照してください。

• VDAバージョン 1906以降。
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ハードウェア：

ピアツーピアのビデオ会議通話または画面共有の場合、最小要件は次のとおりです：

• 720p HD解像度をサポートする 2.4GHzクアッドコア CPUを搭載した Intel® Core™ i3プロセッサ。

インストール

May 16, 2024

エンドユーザーと IT管理者の両方が ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールできます。

Chromeウェブストアからインストールする

ユーザーは、次のように Chromeウェブストアから ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールで
きます：

1. リンク「https://chromewebstore.google.com/detail/citrix‑workspace/haiffjcadagjlijoggckpgfn
oeiflnem」をクリックします。

ChromeOS向け Citrix WorkspaceアプリのWebストアページが表示されます。

2.［Chromeに追加］をクリックします。

アプリがインストールされています。Chrome ブラウザーでchrome://extensionsに移動して、
Chromeアプリを表示します。

3. ChromeOSランチャーで「Citrix Workspaceアプリ」を検索して使用します。
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注

アプリの使用を開始するには、エンドユーザーは有効なストア URLまたはメールアドレスを入力します。通
常、IT管理者はストア URLアドレスを提供するか、関連するストア URLを使用してメールアドレスを設定し
ます。組織のガイドラインに従ってください。

手動インストール

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリには多くの展開オプションがあります。

• Google App 管理コンソールでは、Google ポリシーを使用して Citrix Workspace を構成できます。
ChromeOSの構成について詳しくは、Knowledge CenterのCTX141844を参照してください。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを再パッケージして、生成済みの Citrix Workspace構成（.cr）
ファイルをパッケージ内に含めることができます。.crファイルには、ユーザーのデスクトップおよびアプリ
ケーションを提供する Citrix Gatewayおよび Citrix Receiver for Webサイトに関する接続の詳細が含まれ
ています。ユーザーは chrome://extensionsを参照してから、再パッケージしたアプリ（.crx）ファイルを
Chromeウィンドウにドラッグして ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールします。ア
プリが事前構成されるため、ユーザーは Citrix Workspaceアプリをインストールした後、追加構成をするこ
となく使用を開始できます。

次の方法で、管理者がエンドユーザーにカスタム ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを配信できます：

• Google管理コンソールを使い、Google Apps for Businessを介してユーザー用に再パッケージしたアプ
リケーションを公開します。

• メールなどそのほかの方法で、ユーザーに.crxファイルを提供します。
• ユーザーは、Chromeウェブストアから ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールできま
す。詳しくは、「Chromeウェブストアからインストールする」を参照してください。

インストールしたら、ユーザーのデスクトップおよびアプリを提供する Citrix Gatewayおよび Citrix Receiver for
Webサイトに関する接続の詳細を、Chrome向け Citrix Workspaceアプリで構成する必要があります。この機能
は、2とおりの方法で実行できます：

• 適切な接続の詳細を含む.crファイルを生成し、このファイルをユーザーに配布します。ChromeOS向け
Citrix Workspaceアプリを構成するには、ユーザーが.crファイルをダブルクリックして、プロンプトが表
示されたら［追加］をクリックします。StoreFrontから.crファイルを生成する方法については、「ユーザー
用のストアプロビジョニングファイルのエクスポート」を参照してください。

• ユーザーが初めて ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを起動するときに、手動で入力する URLを指
示します。
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再パッケージ

ユーザーに対する展開処理を簡素化するには、新しい.crファイルで ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを
再パッケージして、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで環境に適した接続の詳細を再構成できます。ユー
ザーは ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールすると、追加構成を一切することなくすぐにその
使用を開始できます。

1. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのパッケージ化されていないバージョンを適切な場所にダウンロ
ードします。

2. サンプルの構成ファイルをダウンロードして、環境に適合するようにそれをカスタマイズします。

3. 修正した構成ファイルの名前を default.crと変更し、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのルート
ディレクトリにコピーします。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを再パッケージする場合、別の名前または別の場所にある構成フ
ァイルは含まれません。

4. デフォルトでは、セッション内でツールバーが有効になっています。セッション内ツールバーを無効にする場
合は、次の手順を実行します。

注： configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めします。

a) テキストエディターを使って Chrome 向け Citrix Workspace アプリルートディレクトリにある
configuration.jsファイルを開きます。

b) ファイル内で次のセクションを検索します。

pre codeblock 'appPrefs':{ 'chromeApp':{ 'ui': { 'toolbar': {
'menubar':true, 'clipboard': false <!--NeedCopy-->

c) menubar属性の設定を falseに変更します。

注：以前の構成を上書きするには、Google管理コンソールを使用してポリシーをプッシュすることを
お勧めします。

5. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、デフォルトで Chromebookのファイルアプリを使用して
あらゆる拡張子のファイルを開くことができます。Chromebookでは、Googleドライブでファイルを開く
ために VDAの FileAccessコンポーネントを使用できます。

管理者がこのオプションを無効にして Citrix Workspaceアプリのパッケージ化されてないファイルをダウ
ンロードする場合、manifest.jsonの”file handlers”セクションを次のように編集します：

1 "file handlers" : {
2
3         "text" :
4             "extensions" :  [
5                  "ica",
6                   "cr"
7               ]
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8           }
9

10     }
11  
12 <!--NeedCopy-->

6. Chromeで chrome://extensionsに移動し、ページ右上隅にある［デベロッパーモード］チェックボック
スをオンにして［拡張機能をパッケージ化］ボタンをクリックします。

セキュリティ上の理由により、StoreFrontは既知の ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリインスタン
スからの接続のみを受け入れます。再パッケージしたアプリケーションを許可リストに登録して、ユーザーが
Citrix Receiver for Webサイトに接続できるようにする必要があります。

7. StoreFrontサーバーで、テキストエディターを使って Citrix Receiver for Webサイトのweb.configファ
イルを開きます。このファイルは、Webディレクトリ「C:\inetpub\wwwroot\Citrix\storename」に
あります。ストア名はストアの作成時に指定した名前です。

8. ファイル内で次の要素を検索します。

pre codeblock <html5 ... chromeAppOrigins="chrome-extension://
haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem"... /> <!--NeedCopy-->

9. chromeAppOrigins 属性の値を chrome‑extension://packageid に変更します。ここで packageid
は、再パッケージしたアプリケーションに対して生成された IDです。

バックアップビルドおよび早期アクセスリリースビルド

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのバックアップビルドおよび早期アクセスリリースビルドを使用するオ
プションがあります。バックアップビルドオプションは、実稼働ビルドで進行中の問題がある場合にビジネスの継続
性を提供します。先に進む前に、次のビルド IDについて理解しておいてください。

• haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem：ChromeウェブストアにあるChromeOS向けCitrix
Workspaceアプリの公開バージョンの IDです。

• lbfgjakkeeccemhonnolnmglmfmccaag：ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの早期ア
クセスリリース（EAR）バージョンの IDです。

• anjihnbmjbbpofafpmklejenkgnjfcdiChromeOS 向け Citrix Workspace アプリのバック
アップビルドの IDです。バックアップビルドには、現在の製品リリースより前の異なるバージョン IDのリリ
ース内容が含まれています。

バックアップビルドにアクセスするには

バックアップビルドにアクセスするには、次の手順を実行します：

1. リンクhttps://chrome.google.com/webstore/detail/citrix‑workspace‑backup/anjihnbmjbbpo
fafpmklejenkgnjfcdiをクリックします。
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Citrix Workspaceアプリのバックアップ拡張機能ページが表示されます。

2.［Chromeに追加］をクリックします。

アプリがインストールされています。Chromeブラウザーでchrome://extensionsに移動して、拡
張機能を表示します。

3. ChromeOSランチャーで「Citrix Workspaceアプリ」を検索して使用します。

EARビルドにアクセスするには

EARビルドにアクセスするには、次の手順を実行します：

1. リンク「https://chrome.google.com/webstore/detail/citrix‑workspace‑backup/lbfgjakkeecce
mhonnolnmglmfmccaag」をクリックします。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの拡張機能ページが表示されます。

2.［Chromeに追加］をクリックします。

アプリがインストールされています。Chromeブラウザーでchrome://extensionsに移動して、拡
張機能を表示します。

3. ChromeOSランチャーで「Citrix Workspaceアプリ」を検索して使用します。

ChromeOS LTSの互換性

より少ない更新を希望する場合、Googleは ChromeOSで長期サポート（LTS）バージョンを提供しています。特
定の時点で、1つまたは複数のバージョンの Citrix Workspaceアプリが、最新バージョンの ChromeOS LTSと互
換性があります。

最新のバグ修正と新機能が有効になった Citrix Workspaceアプリのバージョンをお探しの場合は、以下をお勧めし
ます：

• 最新バージョンの Citrix Workspaceアプリを使用する
• Stableチャネルの最新の Google ChromeOSバージョンを使用する。

後方互換性

ChromeOSまたは Citrix Workspaceアプリのバグ修正は、ChromeOS LTSバージョンと後方互換性がない場合
があります。後方互換性を利用するには、ChromeOSの Stableチャネルへの切り替えが必要な場合があります。

Citrixまたは Googleが提供する新機能は、それぞれの新しいソフトウェアのバージョンによって異なることがあり
ます。新機能にアクセスするには、ChromeOSの Stableチャネルと最新バージョンの Citrix Workspaceアプリ
を使用してください。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 43

https://chrome.google.com/webstore/detail/citrix-workspace-backup/lbfgjakkeeccemhonnolnmglmfmccaag
https://chrome.google.com/webstore/detail/citrix-workspace-backup/lbfgjakkeeccemhonnolnmglmfmccaag


ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

除外

以下の機能は、ChromeOS LTSとの互換性の対象外です：

• Microsoft Teamsの最適化
• ブラウザーコンテンツリダイレクト

除外された機能の更新は、Stableチャネルの最新バージョンの ChromeOSと最新バージョンの CitrixWorkspace
アプリの組み合わせで利用できます。

一般的な質問

• 最新の ChromeOS LTSリリースと互換性のある Citrix Workspaceアプリのバージョンを確認するにはど
うすればよいですか?

– 最新バージョンは、「このリリースについて」ページで確認できます。
– 最新バージョンのインストール可能なファイルは、Citrixダウンロードページで見つけることができま
す。

• 管理者が、ChromeOS LTSチャネルでテストするにはどうすればよいですか?

– 詳しくは、Google ChromeOSの EducationページでLong‑term support releasesを参照してく
ださい。

• Citrix Workspaceアプリを使用する ChromeOS LTSで問題が発生した場合、管理者として何をする必要が
ありますか?

– Stableチャネルの最新バージョンの ChromeOSと最新バージョンの Citrix Workspaceアプリの組
み合わせで、同じ問題が発生しているかどうかを確認してください。発生している場合は、通常のサポ
ートを利用して問題を報告します。発生していない場合は、問題がないバージョンに更新します。

アンインストール

Citrix Workspaceアプリをインストールして構成した後、Chromeアプリ一覧で Citrix Workspaceアイコン
を選択します。次の画像に示すように、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが起動します。デバイスから
ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを削除するには、Chromeアプリ一覧で Citrix Workspaceアイコン
を右クリックし、［アンインストール］を選択します。
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アップグレード

新しい Citrix Workspaceアプリにアップグレードするには、次のいずれかの手順を実行します：

• Citrix のダウンロードページから Citrix Workspace アプリをダウンロードしてインストールし、Citrix
Receiverから Citrix Workspaceアプリにアップグレードします。

• お使いの OSのアプリストアを使用して Citrix Workspaceアプリをアップグレードします。
• WindowsおよびmacOSでは、Citrix Receiverの更新プログラムを使用して Citrix Receiverから Citrix
Workspaceアプリに自動更新します。

Citrix Receiver for Chromeのドキュメントについては、Citrix Receiverを参照してください。

開始

May 16, 2024

セットアップ

ログインすると、デスクトップおよびアプリケーションが表示されます。ユーザーはリソースを検索でき、アイコン
をクリックして新しいウィンドウでデスクトップやアプリケーションを起動できます。
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ユーザーが追加のアプリケーションを起動すると、セッションを作成する前に既存のセッション内でアプリケーショ
ンを起動できるかどうかが ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリによりチェックされます。この機能によっ
て、シングルセッションで多くのアプリケーションにアクセスできるようになります。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの機能は、次の方法で構成できます：

• Google管理ポリシー
• StoreFrontのWeb.config
• default.ica
• configuration.js

注：

バージョン 1901以降、スプラッシュスクリーンはユーザーに表示されません。スキーマ“splashScreen”:
false”は、将来のリリースではサポートされなくなりました。このスキーマが存在する場合は、Google管理
ポリシーまたは configuration.jsファイルから削除する必要があります。

Google管理ポリシーを使用する

注：

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、この方法を使用す
ることをお勧めします。

バージョン 2.1より前は、Google管理ポリシーを使ってストア/ビーコンに関連する構成のみをプッシュできまし
た。このポリシーについて詳しくは、Knowledge CenterのCTX141844とCTX229141を参照してください。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリバージョン 2.1では、他の Chrome構成も Google管理ポリシーから
プッシュできます。

Google管理コンソールでポリシーをプッシュする方法

Google管理コンソールでポリシーをプッシュするには、次の手順に従います：

1. Google管理コンソールで、［Devices］>［Chrome］>［Apps & extensions］>［Users & browsers］
を選択します。

2. CitrixWorkspaceアプリを検索します（Webストアアプリ ID、たとえばhaiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem
などを入力します）。

3. Citrix Workspaceアプリのアイコンをクリックします。
4. 拡張機能のポリシーが開きます。ポリシーをコピーして貼り付けるか、関連する JSONを含む policy.txtフ
ァイルをアップロードします。

5.［Save］をクリックします。
6. 必要に応じて、キオスクおよび管理対象ゲストセッションに対してこの手順を繰り返します。
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詳しくは、Googleサポートサイトを参照してください。

ポリシーの構成の確認

ポリシーが正しくプッシュされていることを確認するには、次の手順を実行します。

1. chrome://policy/にアクセスします。

2. Reload policiesをクリックします。

3. ChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリのウェブストア ID（haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem
）を検索します。

• ポリシーが Google 管理コンソールから正常にプッシュされている場合、ウェブストア ID
（haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem）の下に表示されます。表示されない場合は、
ポリシーが正しく構成されていることを確認します。ポリシーを作成または編集するには、
Configuration Utility Toolを使用してください。

• ポリシーがウェブストア IDの下に表示されていてもセッション中に有効にならない場合は、Citrixテ
クニカルサポートに問い合わせてください。

web.configファイルの使用

注：

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのストアバージョンを使用している場合、web.configファイル
による方法は構成目的でのみ使用することを Citrixではお勧めします。

Web.configファイルの方法を使用して構成を変更するには（オンプレミスの StoreFrontを使用している場合の
み）：
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1. CitrixReceiver forWebサイトのweb.configファイルを開きます。このファイルは、**C:\inetpub\wwwroot\Citrix\<
ストア名 >Web**フォルダーにあります（*ストア名 *はストア作成時に指定したストア名です）。ストア名 >

2. chromeAppPreferencesフィールドを見つけて、構成の値を JSON文字列として設定します。

例：

1 chromeAppPreferences = {
2
3 "ui": {
4
5 "toolbar": {
6
7 "menubar": false
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

以下は別のサンプル例です。

default.icaファイルの使用

注：

default.icaファイルの方法は、Web Interfaceユーザー向けに構成する場合のみ使用することを Citrixで
はお勧めします。
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ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、初期プログラム値なしでカスタム ICAファイルを使用できま
す。

default.icaファイルを使用して構成を変更するには：

1. default.ica ファイルを開きます。Web インターフェイスの顧客の場合、このファイルは、
**C:\inetpub\wwwroot\Citrix\< サイト名 >\conf\default.ica** ディレクトリにあります。ここ
で、**<サイト名 >**はストアの作成時に指定した名前です。
StoreFrontユーザーの場合、**default.ica**ファイルは、**C:\inetpub\wwwroot\Citrix\\\\\\<ストア
名\\>\App_Data\default.ica**にあります。ここで、**<ストア名 >**はストアの作成時に指定した名前で
す。ストア名 >サイト名 >サイト名 >

2. ファイルの末尾にキー chromeAppPreferencesを追加して、構成の値を JSONオブジェクトとして設定
します。

例：

1 chromeAppPreferences={
2
3 "ui":{
4
5 "toolbar": {
6
7 "menubar": false
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

サンプル default.icaファイルは、次のようになります：
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configuration.jsファイルを使用する

configuration.jsファイルは、ChromeAppルートフォルダーにあります。ChromeOS向け Citrix Workspace
アプリを変更する場合は、直接このファイルにアクセスします。

注：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。ファイルを編集した
後、ツールバー要素の変更をさらに行うには、アプリを再パッケージしてください。

• キオスクモードでは、ツールバーはデフォルトで非表示になっています。configuration.jsファイルを
編集してツールバーを有効にする場合、キオスクモードを無効になっていることを確認してください。ツ
ールバーを有効にするそのほかの方法（default.icaファイルなど）を使用することを Citrixではお勧め
します。
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ロゴとアイコンのカスタムブランド

必要に応じて、Citrix Workspaceアプリのロゴとアプリおよびデスクトップのアイコンをカスタマイズできます。
カスタマイズの手順は次のとおりです：

1. Chromeウェブストアから ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールします。
2. /chromeAppUI/resources/imagesフォルダーに移動します。
3. 次の画像を、同じサイズの必要な画像に置き換えます：

• icon_16x16.png
• icon_32x32.png
• icon_48x48.png
• icon_128x128.png
• icon_256x256.png

4. ChromeAppルートフォルダーに移動し、manifest.jsonファイルを開きます。
5. 名前と説明の値を必要な文字列に置き換えます。
6. 変更を保存します。
7. 拡張機能ページからアプリを再読み込みします。

構成

May 16, 2024

フィーチャーフラグ管理

実稼働環境のCitrixWorkspaceアプリで問題が発生した場合、機能が出荷された後でも、影響を受ける機能をCitrix
Workspaceアプリで動的に無効にすることができます。無効化するには、フィーチャーフラグと、LaunchDarkly
と呼ばれるサードパーティ製サービスを使用します。

構成方法

ファイアウォールまたはプロキシが送信トラフィックをブロックしている場合を除いて、LaunchDarklyへのトラ
フィックを有効にするために構成する必要はありません。送信トラフィックがブロックされている場合、ポリシー要
件に応じて、特定の URLまたは IPアドレス経由の LaunchDarklyへのトラフィックを有効にします。

LaunchDarklyへのトラフィックと通信は、次の方法で有効化できます：
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次のURLへのトラフィックを有効にする

• events.launchdarkly.com
• app.launchdarkly.com

IPアドレスの許可リストを作成する IPアドレスの許可リストを作成する必要がある場合、現在のすべての IPアド
レス範囲については、「LaunchDarklyのパブリック IP一覧」を参照してください。この一覧を使用すると、インフ
ラストラクチャの更新に合わせてファイアウォールの構成が自動的に更新されます。インフラストラクチャの変更の
状態について詳しくは、LaunchDarkly Statusのページを参照してください。

LaunchDarkly サービスを無効にするプロビジョニング オンプレミスストアとクラウドストアの両方で
LaunchDarklyサービスを無効にすることができます。

クラウド環境では、管理者は Global App Configuration Serviceで enableLaunchDarkly属性を Falseに設
定することにより、LaunchDarklyサービスを無効にすることができます。

詳しくは、Global App Configuration Serviceのドキュメントを参照してください。

オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用して LaunchDarklyサービスを無効にす
ることができます：

1. Google管理コンソールにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

1 "thirdPartyServices": {
2
3
4 "enableLaunchDarkly": false
5
6 }
7 ,
8
9 <!--NeedCopy-->

4.［Save］をクリックします。

注：

• デフォルトでは、enableLaunchDarkly属性が存在しない場合、LaunchDarklyサービスが有効に
なります。

オンプレミス環境では、管理者は次のように configuration.jsファイルを使用して LaunchDarklyサービスを無効
にすることができます：

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 52

https://app.launchdarkly.com/api/v2/public-ip-list
https://status.launchdarkly.com/
https://developer.cloud.com/citrixworkspace/server-integration/global-app-configuration-service/docs/overview


ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

注：

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。ファイルを編集した
後、アプリを再パッケージして変更を保存してください。

1. configuration.jsファイルを開きます。

2. enableLaunchDarkly属性を追加し、この属性を falseに設定します。

1 "thirdPartyServices": {
2
3
4 "enableLaunchDarkly": false
5
6 }
7 ,
8 <!--NeedCopy-->

3.［Save］をクリックします。

注：

• デフォルトでは、enableLaunchDarkly属性が存在しない場合、LaunchDarklyサービスが有効に
なります。

JSON構成に関する注意

バージョン 2202.1（22.2.1.8）以降、Citrix Workspaceアプリは、構成をプッシュするために使用できるのは有効
な JSONのみを優先します。JSONファイルを検証するには、次の手順を実行します：

1. JSONデータを確認します。リンク「https://jsonlint.com/」を使用して検証します。

2. 更新するには、「はじめに」ページに記載されている手順に従ってください：

• Googleポリシー
• web.config
• default.ica
• configuration.js

構成ユーティリティツールを使用して有効な JSON設定を生成し、以下を使用する ChromeOS向け Citrix
Workspaceアプリをカスタマイズすることをお勧めします：

• configuration.js
• web.config
• default.ica
• Googleポリシー
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注：

JSON構成が無効な場合、セッション起動に関する問題が発生する可能性があります。

ChromebookのHTTPプロキシ設定

Chromebookで HTTPプロキシ設定を行っている場合、セッションが開始されない可能性があります。

この問題を解決するには、Google 管理コンソールで nativeSocket 設定を無効にし、Desktop Delivery
ControllerでWebSocket接続ポリシーが有効になっていることを確認します。詳しくは、WebSocketに関する
記事を参照してください。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "transport":
11 {
12 "nativeSocket": false
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 <!--NeedCopy-->

警告：

nativeSocket属性を無効にするとWebSocket接続が有効になり、ネイティブソケットを使用する場合と
比較してパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

キオスクモード

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、キオスクモードで同じウィンドウ内にすべてのアプリを実行できま
す。この機能を使って、Citrix Workspaceをキオスクモードで実行し、同じモードで任意のWindowsアプリやデ
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スクトップを起動できます。さらにキオスクモードを使って、永続 URLを使用する専用 Chromeパッケージとして
リモートアプリやデスクトップを公開できます。

構成方法

Chrome管理パネルでキオスク設定を調節して、この機能を制御できます。この設定は、管理対象の Chromeデバ
イスにのみ適用されます。

管理されているおよび管理されていない Chromeデバイスでキオスクモードを実行するために Citrix Workspace
アプリを有効にする手順については、Googleサポートサイトを参照してください。

Citrix Workspaceアプリを展開中の場合は、Public/unlistedに設定した表示のオプションを使って公開
し、キオスクモードとの相互運用性を確保する必要があります。Chrome Web Store Developer Dashboardに
アクセスします。

キオスクモードがアクティブな場合、ストア URLは読み取り専用で、アカウント設定画面を使って編集できません。
ただし、この設定は次のいずれかの方法で変更できます：

• .crファイルを使用してアプリを再パッケージ化する、または
• Google管理コンソールを使用する。Googleポリシー管理を使用して Google管理コンソールにアクセスし
ます。

1 <Services version="1.0">
2 <Service>
3 <rfWeb>http://your_RfWebURL_or_persistenturl</rfWeb>
4 <Name>Mystore</Name>
5 <Gateways>
6 <Gateway>
7 <Location>https://yourcompany.gateway.com</Location>
8 </Gateway>
9 </Gateways>

10 <Beacons>
11 <Internal>
12 <Beacon>http://yourcompany.internalwebsite.net</Beacon>
13 </Internal>
14 <External>
15 <Beacon>http://www.yourcompany.externalwebsite.com</Beacon>
16 </External>
17 </Beacons>
18 </Service>
19 </Services>
20
21 <!--NeedCopy-->

Google 管理コンソールを使っている場合は、Citrix Workspace 構成を含む policy.txt ファイルを編集しま
す。“rf_web”の下の“url”の値を永続 URLと置き換えます。

1 {
2
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3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "store_settings": {
9

10 "beacons": {
11
12 "external": [
13 {
14
15 "url": "http://www.yourcompany.externalwebsite.com"
16 }
17
18 ],
19 "internal": [
20 {
21
22 "url": "http://yourcompany.internalwebsite.net"
23 }
24
25 ]
26 }
27 ,
28 "gateways": [
29 {
30
31 "is_default": true,
32 "url": "https://yourcompany.gateway.com"
33 }
34
35 ],
36 "name": "mystore",
37 "rf_web": {
38
39 "url": " http://your_RfWebURL_or_persistenturl "
40 }
41
42 }
43
44 }
45
46 }
47
48 }
49
50 <!--NeedCopy-->
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Global App Configuration Service

このリリース以降、管理者は Global App Configuration Serviceを使用して次のことができるようになります：

• 一元的にアプリ設定を管理および構成し、デフォルトを設定する。
• 管理対象デバイスと非管理（BYOD）デバイスの両方に設定を適用する
• クラウドユーザー（ドメイン要求）とオンプレミスユーザー（URL要求）の両方に設定を適用する。

詳しくは、Global App Configuration Serviceのドキュメントを参照してください。

メモ：

この機能は、ワークスペースおよび HTTPSベースのストアでのみ使用できます。
Global App Configuration Serviceが機能するためには、ユーザーが URL「https://discovery.
cem.cloud.us」、「https://gacs-discovery.cloud.com」、および「https://gacs
-config.cloud.com」にアクセスできることを確認してください。

カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）

May 16, 2024

構成方法

収集データ 説明 使用目的

構成および使用状況データ Citrixカスタマーエクスペリエンス
向上プログラム（CEIP）では、
Citrix Workspaceアプリの構成お
よび使用に関するデータが収集され、
そのデータが Citrixと Google
Analyticsに自動的に送信されます。

このデータは、Citrix Workspace
アプリの品質、信頼性、およびパフ
ォーマンスを向上させる目的で使用
させていただきます。

追加情報

Citrixは、お客様のデータをCitrixとの契約条件に従って処理します。また、Citrix Trust Centerで利用できるCitrix
Services Security Exhibitで指定されているとおりにお客様のデータを保護します。

Citrixは、CEIPの一環として、Google Analyticsを使用して Citrix Workspaceアプリから特定のデータを収集
します。CEIPデータを無効にするかブロックすることができます。Google Analyticsのために収集されたデータの
Googleでの取り扱い方法について確認してください。
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注：

欧州連合（EU）、欧州経済領域（EEA）、スイス、および英国（UK）のユーザーのデータは収集されません。

Citrixおよび Google Analyticsへの CEIPデータの送信

バージョン 2203から、エンドユーザーは次のことができるようになりました。

• 利用状況データを Citrixおよび Google Analyticsに送信するかどうかを決定する
• GUIを使用して CEIPをブロックする

CEIPの無効化

Citrixおよび Google Analyticsへの CEIPデータの送信を無効にすることができます。これを行うには、次のいず
れかの方法を使用します：

• Google Admin Policyを使用して CEIPを無効にする
• configuration.jsを使用して CEIPを無効にする

注：

2203以降のバージョンで CEIPを無効にすると、インストールされている Citrix Workspaceアプリのバー
ジョンを含む最小限の情報がアップロードされます。この最小限の情報は、顧客により使用されているさまざ
まなバージョンの分布状況を Citrixが把握する上で、大変に貴重です。

Google Admin Policyを使用して CEIPを無効にするには

注：

この手順を実行するには管理者レベルの資格情報が必要です。

1. Google管理コンソールにログオンします。
2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。
3. 手順 4の後ろに記載された文字列を、policy.txtファイルの engine_settingsキーの下に追加します。
4.［Save］をクリックします。

Googleポリシーについて詳しくは、Knowledge CenterのCTX141844を参照してください。

バージョン 1907以前では、ceipの enabled属性を falseに設定します。

1 "ceip":{
2
3 "enabled":false,
4 }
5
6 <!--NeedCopy-->
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バージョン 1908以降では、analyticsの enabled属性を falseに設定します。analyticsキーは、ceipキーと
後方互換性があります。

1 "analytics":{
2
3 "enabled":false,
4 }
5
6 <!--NeedCopy-->

configuration.jsを使用して CEIPを無効にするには

configuration.jsファイルは、ChromeAppルートフォルダーにあります。このファイルを編集して ChromeOS
向け Citrix Workspaceアプリを構成します。

1 > **Notes:**
2 >
3 > - Citrix recommends that you back up the **configuration.js** file

before making changes.
4 > - Citrix recommends editing the **configuration.js** file, only if

the Citrix Workspace app for ChromeOS is repackaged for users.
5 > - Administrator-level credentials are required to edit the **

configuration.js** file.

バージョン 1907以前では、configuration.jsファイルの ceipの enabled属性を falseに設定します。

1 "ceip":{
2
3 "enabled":false,
4 }
5
6 <!--NeedCopy-->

バージョン 1908以降では、configuration.jsファイルの analyticsの enabled属性を falseに設定します。

1 "analytics":{
2
3 "enabled":false,
4 }
5
6
7 <!--NeedCopy-->

CEIPのブロック

バージョン 2007以降の場合、管理者は configuration.jsファイルおよび Google管理ポリシーを使用して CEIP
をブロックできます。

バージョン 2203以降の場合、エンドユーザーは GUIを使用して CEIPをブロックできます。
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この構成は、GUIおよび Google管理ポリシーを使用して行われた構成よりも優先され、CEIPデータは Citrixに送
信されません。

Google Admin Policyを使用して CEIPをブロックにするには

注：

この手順を実行するには管理者レベルの資格情報が必要です。

1. Google管理コンソールにログオンします。
2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。
3. 手順 4の後ろに記載された文字列を、policy.txtファイルの engine_settingsキーの下に追加します。
4.［Save］をクリックします。

1 "analytics":{
2
3 "connectionEnabled":false,
4 }
5
6 <!--NeedCopy-->

configuration.jsを使用して CEIPをブロックするには

1. configuration.jsファイルを開きます。

2. connectionEnabled属性を追加し、この属性を falseに設定します：

1 "analytics":{
2
3 "connectionEnabled":false,
4 }
5
6
7 <!--NeedCopy-->

GUIを使用して CEIPをブロックするには

注：

GUIを使用して CEIP設定を変更できるのはエンドユーザーのみです。

1. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを起動します。
2.［設定］>［一般］を選択します。
3.［匿名の使用統計情報を送信して Citrix Workspaceの機能向上に協力する］オプションをオフにします。

Citrix Workspaceアプリのセッションを再起動して、この変更を適用します。
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特定の CEIPデータ

Google Analyticsが収集する特定の CEIPデータ要素は次のとおりです：

Citrix Workspaceアプリ
のバージョン

セッションモード（キオス
ク、パブリック/全般）

セッションの種類（デスク
トップ/アプリケーション）

XenDesktop情報
（Delivery Controllerお
よび VDAバージョン）

起動の種類（SDK/I‑
CAFile/FTA/Storeなど）

セッションのタイムゾーン セッションの言語 クライアントのキーボード
レイアウト

ネットワークソケットの種
類（HTTPS/HTTP）

機能の使用状況（クリップ
ボード、ファイル転送、ア
プリスイッチャー、印刷、
USB、スマートカードな
ど）

デバイスのピクセル縦横比 Secure ICA（使用/未使
用）

登録済みのエンタープライ
ズ Chromebookのアセ
ット ID

再接続のタイムアウト（!=
180の場合）

マルチモニター Global App
Configuration Service

クリップボード

May 16, 2024

画像クリップのコピーのサポート

標準のキーボードショートカットを使用して、ローカルデバイスと仮想デスクトップおよびアプリセッションの間で
画像クリップをコピーして貼り付けることができます。コピーと貼り付けには、標準のキーボードショートカットを
使用できます。例として、MicrosoftWord、Microsoft Paint、Adobe Photoshopなどのアプリを使用できます。
以前は、この機能はテキストでのみ使用できました。

注：

• ネットワーク帯域幅の制約により、2MBを超える画像クリップをコピーして貼り付けようとすると、セ
ッションが応答しなくなる場合があります。

• 対象を選択してから Ctrl+C、Ctrl+Vの順に押して、コピーして貼り付けることができます。右クリック
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によるコピーまたは貼り付けもサポートされています。
• この機能は、BMP、PNG、JPEG、および GIF形式でテスト済みです。

クリップボードを構成する

Chromeでリンクをコピーすると、HTMLコンテンツをコピーし、形式を保持できます。<img>タグがHTML形式
で追加され、画像とテキストをコピーできます。これは、プレーンテキストよりも豊富なデータを提供します。

この機能を有効にするには、VDAに次のレジストリエントリを追加する必要があります：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Citrix\wfshell\VirtualClipboard\Additional
Formats\HTML Format
“Name”=”HTML Format”

警告

レジストリエディターの使用を誤ると、深刻な問題が発生する可能性があり、Windowsのインストールが必
要になる場合もあります。レジストリエディターの誤用による障害に対して、Citrixでは一切責任を負いませ
ん。レジストリエディターは、お客様の責任と判断の範囲でご使用ください。また、レジストリファイルのバッ
クアップを作成してから、レジストリを編集してください。

クリップボード機能に関しては、多くの問題が解決されました。詳しくは Knowledge CenterのCTX086028を参
照してください。

HTMLデータ形式のサポート

バージョン 2207以降、仮想デスクトップとエンドポイントデバイス間のクリップボード操作に、HTML形式を使用
できるようになりました。HTMLデータをコピーして貼り付けると、ソースコンテンツ形式がコピーされます。デー
タを貼り付けると、貼り付け先のコンテンツにも書式設定が適用されます。また、HTML形式は外観が良くなりま
す。

ポリシーの設定方法について詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「クライアントクリッ
プボードに書き込みを許可する形式」を参照してください。

クリップボードがHTML形式をサポート

仮想デスクトップとエンドポイントデバイス間のクリップボード操作に、HTML形式を使用できるようになりまし
た。HTMLデータをコピーすると、ソースコンテンツの形式がコピーされ、データを貼り付けると、コピー先のコン
テンツにその形式が適用されます。また、HTML形式は外観が良くなります。

ポリシーの設定方法について詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「クライアントクリッ
プボードに書き込みを許可する形式」を参照してください。
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ファイルの処理

May 16, 2024

ファイル転送

Chrome向け Citrix Workspaceアプリでは、ユーザーデバイスとセッション間で安全なファイル転送を実行でき
ます。セッションの種類は、Citrix Virtual Apps and Desktopsセッションおよび DaaSが対象になります。この
機能は、クライアントドライブマッピングの代わりにファイル転送仮想チャネルを使用します。

デフォルトでは、ユーザーは次のことを実行できます：

• ローカルのダウンロードフォルダーまたは接続された周辺機器からファイルをアップロードし、
• Citrix Virtual Apps and Desktopsセッションおよび Citrix DaaSセッションからのデータにシームレスに
アクセスできます。

• Citrix Virtual Apps and Desktopsセッションおよび Citrix DaaSセッションからファイルをダウンロード
します。

• ユーザーデバイスのローカルフォルダーや周辺機器にファイルをダウンロードできます。

管理者は、Citrix Studioのポリシーを使用して、ファイルの転送、アップロード、またはダウンロードを有効または
無効にできます。

前提条件

• 以下を含む XenApp or XenDesktop 7.6以降：

– サーバーOSVDA（Windows2008R2またはWindows2012R2）上のHotfix ICATS760WX64022.msp
– クライアント OS VDA（Windows 7またはWindows 8.1）上の Hotfix ICAWS760WX86022.msp
または ICAWS760WX64022.msp

• ファイル転送ポリシーを変更するには：Citrix Studioを実行中のマシン上のグループポリシー管理（GPM）
Hotfix GPMx240WX64002.msiまたは GPMx240WX86002.msi

機能の制限事項：

• ユーザーが一度にアップロードまたはダウンロードできるのは、最大 10ファイルまでです。
• 最大ファイルサイズ：

– アップロード：2147483647バイト（2GB）
– ダウンロード：262144000バイト（250MB）

• デスクトップにファイルをアップロードまたはデスクトップからファイルをダウンロードポリシーのどちらか
が［無効］に設定された場合でも、ツールバーは［アップロード］および［ダウンロード］アイコンを両方表
示したままです。ただし、機能はポリシー設定に基づいて有効になります。両方のポリシーが［無効］に設定
されると、［アップロード］および［ダウンロード］アイコンはツールバーに表示されません。
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ファイル転送ポリシーを構成する

Citrix Studioポリシーを使ってファイル転送を構成するには

デフォルトでは、ファイル転送は有効になっています。

Citrix Studioを使って、［ユーザー設定］>［ICA］>［ファイルのリダイレクト］にあるこれらのポリシーを変更し
ます。

Citrix Studioポリシー 説明

デスクトップとクライアント間のファイル転送を許可す
る

ファイル転送機能を有効または無効にします

デスクトップにファイルをアップロード セッションでファイルのアップロードを有効または無効
にします。「デスクトップとクライアント間のファイル転
送を許可する」ポリシーを trueに設定する必要があり
ます。

デスクトップからファイルのダウンロード セッションでファイルのダウンロードを有効または無効
にします。「デスクトップとクライアント間のファイル転
送を許可する」ポリシーを trueに設定する必要があり
ます。

configuration.jsファイルを使用してファイル転送を構成するには

configuration.jsファイルは、ChromeAppルートフォルダーにあります。このファイルを直接編集し、要件に
応じて Citrix Workspaceアプリを変更します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configura‑
tion.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。ファイルを編集した
後、ツールバー要素にさらに変更を加え、アプリを再パッケージします。

configuration.jsファイルを使用してツールバーの構成を無効にするには

configuration.jsファイルを開き、以下のように設定します。
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ファイル転送クライアントの設定 説明

AllowUpload クライアント側からのアップロードを有効または無効に
します。デフォルトでは、true（有効）に設定されてい
ます。

AllowDownload クライアント側からのダウンロードを有効または無効に
します。デフォルトでは、true（有効）に設定されてい
ます。

MaxUploadSize アップロードできるファイルの最大サイズ（バイト）で
設定します。デフォルトでは、2147483648バイト
（2GB）に設定されています。

MaxDownloadSize ダウンロードできるファイルの最大サイズ（バイト）で
設定します。デフォルトでは、2147483648バイト
（2GB）に設定されています。

Citrix Studioとクライアントで設定されたポリシーが異なる場合、次のように動作します。

Citrix Studioポリシーアップロー
ド/ダウンロード

クライアント側の設定アップロー
ド/ダウンロード 動作

無効 有効 無効

無効 無効 無効

有効 無効 無効

有効 有効 有効

注：

レジストリおよびクライアント側の設定でアップロードまたはダウンロードの最大ファイルサイズに競合する
値が設定されている場合、どちらか小さいサイズが適用されます。

Google管理ポリシーを使ってファイル転送機能を構成するには

転送機能は、デフォルトで有効になっています。

無効にするには、enabled属性を falseに設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
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7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "features": {
13
14 "filetransfer" : {
15
16 "allowupload": true,
17 "allowdownload": true,
18 "maxuploadsize": 2147483647,
19 "maxdownloadsize": 2147483647
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26 }
27
28 }
29
30 }
31
32 }
33
34
35 <!--NeedCopy-->

ファイル転送オプションと説明の一覧：

• allowupload：デバイスからリモートセッションにファイルをアップロードできます。
• allowdownload：デバイスからリモートセッションにファイルをダウンロードできます。
• maxuploadsize：これは、アップロードできる最大ファイルサイズ（バイト単位）です。デフォルトで
は、2,147,483,648バイト（2GB）に設定されています。

• maxdownloadsize：これは、ダウンロードできる最大ファイルサイズ（バイト単位）です。デフォルト
では、2,147,483,648バイト（2GB）に設定されています。

クライアントドライブマッピング

2307バージョン以降、クライアントドライブマッピング（CDM）機能によりローカルの ChromeOSデバイス上で
フォルダーのマッピングがサポートされ、セッション内からアクセスできるようになります。このフォルダーにシス
テムファイルが含まれていない場合は、ChromeOSデバイスの任意のフォルダー（ダウンロード、Googleドライ
ブ、USBドライブのフォルダーなど）をマッピングできます。

エンドユーザーは次の操作を実行できます：

• ファイルとフォルダーを、セッションからマップされたドライブにコピーしたり、逆方向にコピーしたりする。
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• マップされたドライブでファイルとフォルダーの一覧を表示する。
• マップされたドライブでファイルの内容を開いて、読み取り、変更する。
• マップされたドライブでファイルのプロパティ（変更時刻とファイルサイズのみ）を表示する。

この機能を使用すると、HDXセッション内のファイルエクスプローラーで、仮想デスクトップドライブとローカルマ
シンドライブの両方に同時にアクセスできるという利点があります。

既知の制限事項

• マップされたドライブ内のファイルとフォルダーの名前を変更することはできません。

• マッピングには完全なパスではなく、フォルダーの名前が含まれます。

• ローカルフォルダーに非表示のファイルがあり、そのフォルダーをマップした場合、非表示のファイルは、マ
ップされたドライブのセッション内で表示されます。

• マップされたドライブでファイルプロパティを読み取り専用アクセスに変更することはできません。

• HDX SDKを使用してセッションが埋め込みモードで開かれている場合、CDMはサポートされません。

• リムーバブルデバイスからフォルダーをマップし、アクティブなセッション中にそのデバイスを削除すると、
マップされたドライブをセッション内で使用できなくなります。マッピングを手動で削除するには、特定のマ
ッピングの［X］マークをクリックします。

CDMの構成

CDM機能は次のいずれかの方法で構成できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

注：

• 前提条件として、管理者は Delivery Controller（DDC）でクライアントドライブリダイレクトポリシ
ーを有効にする必要があります。詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「クラ
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イアントドライブリダイレクト」を参照してください。

Configuration.js

configuration.jsファイルを使用して CDMサポートを無効にするには、次の手順を実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. このファイルを編集して CDM機能を構成します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. clientDriveMappingの値を falseに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 'features': {
2
3 'clientDriveMapping': {
4
5 'enabled': false,
6 'availableAccessLevels': ["Read-write","Read-only,No-access

"],
7 'accessLevel': "Read-write"
8 }
9

10 }
11
12 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Google管理ポリシー

管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用して CDM機能を無効にで
きます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsの下の policy.txtファイルに追加します。
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注：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "2.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "clientDriveMapping": {
13
14 "availableAccessLevels": ["Read-write", "Read-only

","No-access"],
15 "accessLevel": "Read-write"
16 }
17
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26 }
27
28 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

アクセスレベル この機能が有効な場合、フォルダーまたはドライブのアクセスレベルを設定できます。たとえば、
管理者が availableAccessLevelsを [**“No‑Access”,“Read‑only”**]に設定する場合、エンドユーザーは、
ドロップダウンリストで［読み取り専用アクセス］オプションと［アクセスなし］オプションを表示できます。
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CDM機能の使用方法

デスクトップセッションの場合：

1.［ツールバー］>その他（⋯）>［ドライブをマップする］に移動します。

CDMダイアログボックスが開きます。

2. 次の手順については、「CDM UIの使用方法」セクションを参照してください。

アプリとデスクトップのセッション:の場合：

1. Chromeシェルフで Citrix Workspaceアイコンを右クリックして、［コネクションセンター］を選択します。

［コネクションセンター］画面が開きます。

2. セッションとアプリを選択します。［ドライブをマップする］をクリックします。
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CDMダイアログボックスが開きます。

3. 次の手順については、「CDM UIの使用方法」セクションを参照してください。

CDMUIの使用方法

1. フォルダーまたはドライブの［アクセスレベル］を選択します。表示されるドロップダウンオプションは、組
織の IT管理者がプロファイルに対して設定したアクセスレベルによって異なります。

2. ドライブ文字を選択し、［参照］をクリックして、Chromebookのフォルダーまたはドライブに移動します。

3.［追加］をクリックします。

4. セッションを切断して再接続します。

セッションには、セッション内でマップされているドライブ文字が表示されます。
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ファイルタイプの関連付け

May 16, 2024

Googleドライブへのアクセス

Googleドライブにより、ユーザーは Citrix Workspaceを実行する ChromeデバイスからWindowsのファイル
タイプを開き、それを編集したり、保存したりできます。Google Chromeデバイスを実行中に、ユーザーは既存の
Windowsベースのアプリケーション（Microsoft Wordなど）をシームレスに使用して、Googleドライブに置か
れているファイルにアクセスできます。

ユーザーが Googleドライブでファイルを開いて編集し、ドライブに保存すると、Citrix Virtual Appsでホストさ
れているアプリケーションを使用して同じファイルにアクセスできます。たとえば、Gmailからダウンロードされ
た.docx添付ファイルなどです。そのファイルにアクセスして開き、編集して、Googleドライブに保存できま
す。

構成方法

前提条件

Google ドライブへのアクセスを有効にするには、ユーザーの VDA 上に Citrix File Access コンポーネント
（FileAccess.exe）をインストールして、Citrix Studioでファイルタイプの関連付けを有効にします。Citrix File
Accessは、Citrixのダウンロードページからダウンロードします。

Citrix Workspaceから Googleドライブへのアクセスを有効にするには

1. 各 Citrix Virtual Apps ま た は Citrix Virtual Apps and Desktops お よ び Citrix DaaS の VDA
にFileAccess.exeをインストールします。

2. Citrix Studioの公開アプリケーション用に適切な FTAを構成します。
3. Cookie を 有 効 に し て、 サ イ トhttps://accounts.google.comと<https://ssl.

gstatic.com>を信頼します。これは、Citrix Virtual Appsまたは Citrix Virtual Apps and Desktops
および Citrix DaaSの VDAで実行できます。

Citrix Workspaceを使って Googleドライブのファイルのみを開くことができます。Googleドライブからファイ
ルを開くには、ファイルを右クリックして Citrix Workspaceで開きます。

Citrixでは 1つのファイルタイプは 1つの公開アプリケーションに対してのみ割り当てることをお勧めします。
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プロキシ接続のサポート

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、認証されていないプロキシサーバー経由で、公開アプリケーション
を使用して Googleドライブのドキュメントを開くことができます。

構成方法：

プロキシ接続を有効にするには、インターネットオプションでプロキシ設定を構成します。

Citrix Workspaceから Googleドライブへのアクセスを無効にするには

manifest.jsonファイルで、次のように置換を実行します：

1 "file_handlers" : {
2
3       "all-file-types" : {
4
5          "extensions" : [
6             "*"
7          ]
8       }
9

10     }
11 ,
12 <!--NeedCopy-->

以下と置き換えます：

1 "file_handlers" : {
2
3       "cr-file-type" : {
4
5          "extensions" : [
6             "cr",
7            "ica"
8          ]
9       }

10
11    }
12 ,
13 <!--NeedCopy-->

グラフィック

June 18, 2024
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グラフィックとH.264

構成方法

グラフィックと H.264プロトコルのサポートを構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：
デフォルトでは、H.264プロトコルのサポートは有効になっています。無効にするには、enabled属性を falseに
設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "features": {
13
14 "graphics": {
15
16 "jpegSupport": true,
17 "h264Support" : {
18
19 "enabled": true,
20 "losslessOverlays": true,
21 "dirtyRegions": true,
22 "yuv444Support": false
23 }
24
25 }
26
27 }
28
29 }
30
31 }
32
33 }
34
35 }
36
37 }
38
39
40 <!--NeedCopy-->

グラフィックオプションと説明の一覧：

•“jpegSupport”：グラフィック（Thinwire）の JPEG機能です。
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•“h264Support”：H.264プロトコルのサポートです。
•“enabled”：Thinwireの H.264サポート機能です。
•“losslessOverlays”：Thinwireの無損失オーバーレイ機能です。
•“dirtyRegions”：Thinwireのダーティリージョン機能です。
•“yuv444Support”：Thinwireの Yuv444サポート機能です。

注：

［従来のグラフィックモード］を［無効］に設定することをお勧めします。

機能の制限事項

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、複数のモニターでの全画面 H.264モードをサポートしてい
ません。

• デスクトップセッションを開始し、テキストを入力するためにアプリを開き、入力を開始すると、テキストが
消えて再び表示されます。テキストの表示がちらついて見えます。この問題は、全画面H.264モードを使用す
るときに発生します。

• マルチモニター環境では、公開されたアプリを開くと、アプリ画面の代わりに空白の画面が表示されます。こ
の問題は、全画面 H.264モードを使用するときに発生します。

選択的なH.264

構成方法

StoreFrontのweb.configファイルを使用して選択的な H.264を構成する web.configファイルを使用して
選択的な H.264の構成を変更するには：

1. Citrix Receiver for Webサイトのweb.configファイルを開きます。
このファイルは、通常 C:\inetpub\wwwroot\Citrix\<Storename>Webフォルダーにあります（Store‑
nameはストア作成時に指定したストア名）。

2. chromeAppPreferencesフィールドを見つけて、構成の値を JSON文字列として設定します。例：
chromeAppPreferences=’{“graphics”:{“selectiveH264”:false}}

configuration.js ファイルを使用して選択的な H.264 を構成する configuration.js ファイルは、
ChromeAppルートフォルダーにあります。このファイルを編集し、要件に応じて Citrix Workspaceアプリを変
更します。

デフォルトでは、選択的 H.264は trueに設定されています。

configuration.jsファイルを使用して選択的な H.264の構成を無効にするには：

1. configuration.jsファイルを開いて、selectiveH264属性を falseに設定します。
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メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

その他（H.264）

構成方法

H.264を構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：デフォルトでは、otherセクションの
オプションは無効になっています。有効にするには、無効になっている属性 h264nonworkerを trueに設定しま
す。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "other": {
11
12 "h264nonworker" : false
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23
24 <!--NeedCopy-->

オプションと説明の一覧：
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•“h264nonworker”：メインスレッドで H.264フレームをデコードするオプションを有効にします。

補助カーソル

デスクトップセッション内でカーソルが表示されない場合は、補助カーソルを有効にすることができます。セッショ
ンの再起動が必要です。

構成方法

補助カーソル機能はデフォルトでは無効になっています。補助カーソル機能を有効にするには、Google管理ポリシ
ーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9
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10 "ui": {
11
12 "assistiveCursor": true
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23
24 <!--NeedCopy-->

注：

• 管理者が前述のように補助カーソルを有効にすると、クライアント側の設定で関連チェックボックスがデ
フォルトで選択されます。この機能を無効にするには、チェックボックスをオフにします。

• 管理者が前述のように補助カーソルを無効にすると、チェックボックスはオフになり、機能は無効になり
ます。

DPIスケール機能

この機能について

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、オペレーティングシステムでアプリセッションおよびデスクトップ
セッションの解像度を制御でき、単一モニター上のアプリセッションに対する DPIクライアントスケールをサポート
します。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、DPIスケールをサポートしているため、高いピクセル縦横比のモニ
ター上で VDAの解像度を設定できます。

高DPIスケール機能は、アプリおよびデスクトップセッションではデフォルトで無効になっています。高DPI対応デ
バイスの解像度を向上させるには、［設定］にアクセスして［高 DPIスケール］チェックボックスをオンにします。

構成方法

［高 DPIスケール］設定は、Google Admin Policyのみで構成できます。
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DPIスケール機能［モニターのセッションを高いデバイスピクセル縦横比でスケール］は、デフォルトで有効になっ
ています。

デスクトップセッションの解像度を設定するには、セッションツールバーにアクセスします。［基本設定］>［解像度
を表示する］>［デバイスのピクセル縦横比を使用する］を選択して VDAで正しい解像度を設定します。VDAで解像
度を適切に設定すると、ぼやけたテキストが鮮明に表示されます。

この機能を有効または無効にするには、Google管理コンソールポリシーを編集し、scaleToDPIの値を trueまた
は falseに設定します。

たとえば、機能を無効にするには、scaleToDPIプロパティを falseに設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features" : {
11
12 "graphics" : {
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13
14 "dpiSetting": {
15
16 "scaleToDPI": false
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27 }
28
29 }
30
31
32
33 <!--NeedCopy-->

キーボード

May 16, 2024

東アジア言語の汎用クライアント IME

汎用クライアント IME機能は、中国語、日本語、および韓国語（CJK）の文字の入力および表示エクスペリエン
スを強化します。セッション中にこの機能を使用すると、カーソル位置に CJK文字を入力できます。この機能は、
Windows VDAおよび Linux VDA環境で使用できます。

IMEは通常、候補ウィンドウ、テキスト作成ウィンドウなどのユーザーインターフェイス（UI）コンポーネントを表
示します。テキスト作成ウィンドウには、作成に使用する文字とテキスト作成 UI要素が含まれます。テキスト作成
UI要素には、下線、背景色などがあります。候補ウィンドウには、候補リストが表示されます。
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テキスト作成ウィンドウでは、確定済みの文字と作成中の文字を選択できます。作成ウィンドウと候補ウィンドウは、
入力カーソルに沿って移動します。結果として、この機能により、テキスト作成ウィンドウでのカーソル位置での文字
入力機能が強化されています。また、テキスト作成ウィンドウと候補ウィンドウでの表示機能も改善されています。

前提条件：

• Linux VDAの場合、クライアントキーボードレイアウトの同期と IMEの改善ポリシーを有効にします。
• Windows VDAの場合、Unicodeキーボードレイアウトのマッピングポリシー、クライアントキーボードレ
イアウトの同期および IMEの改善ポリシーを有効にします。

• Citrix Linux VDAバージョン 2012以降を使用します。Citrix Windows VDAの場合は、現在利用可能なす
べてのWindows VDAバージョンが、汎用クライアント IME機能をサポートしています。

• ブラウザーの言語は、日本語、中国語（簡体字）、中国語（繁体字）、または韓国語である必要があります。
• Google ChromeまたはMozilla Firefoxを使用してください。

機能の制限事項：

• Microsoft Excelのセル内での文字入力が失敗します。この問題は、マウスクリックを使用してセルを選択し
た場合に発生します。[RFHTMCRM‑6086]

• 拡張画面を使用する場合に、汎用クライアント IMEがサポートされるようになりました。ただし、マルチモニ
ターセッションはまだサポート対象外であるため、代わりにサーバー IMEを使用できます。

サーバー IMEを有効にするには、次の操作を実行します：
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1. 必要に応じて、VDAまたはサーバーのキーボード言語を中国語、日本語、または韓国語（CJK）に変更
します。

2. Chromebookのキーボード言語を英語に変更します。

この機能の既知の問題：

• Citrix IMEが VDAデスクトップセッションに追加されていない場合、IME文字を入力できない場合がありま
す。この問題は、VDAバージョン 2202以前で断続的に発生します。[HDX‑36748]

構成：

バージョン 2209以降、汎用クライアント IME機能はデフォルトで有効になっています。

管理者は、StoreFront サーバー（通常、%ProgramFiles%\Citrix\Receiver StoreFront\HTML5Client）に
ある configuration.js ファイルを使用して機能を有無効にできます。この機能を無効にするには、app‑
Prefs>chromeApp>feature>imeに移動し、genericIMEを falseに設定します。

例：

1 "appPrefs":{
2
3 "chromeApp":{
4
5 "features" : {
6
7 "ime" : {
8
9 "genericIME": false

10 }
11
12 }
13
14 }
15
16 }
17
18 <!--NeedCopy-->

• 管理者は、genericIMEを falseに設定することにより、Google管理ポリシーコンソールを使用してこの
機能を無効にすることができます。
例：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9
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10 "features": {
11
12 "ime": {
13
14 "genericIME": false
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27 <!--NeedCopy-->

ショートカット

ユーザーは標準的なWindowsショートカットキーを使用して、ホストされるアプリケーション間で、文字、表、画
像などのデータをコピーできます。このホストされるアプリケーションは次のとおりです：

• 同じセッション内
• 異なるセッション内

ホストされているアプリケーションとデバイスのローカルクリップボード間では、Unicodeのプレーンテキストの
みをコピーして貼り付けることができます。

ユーザーは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで標準のWindowsキーボードを使うことができます。こ
れは、ショートカットが ChromeOSからホストされるアプリケーションに渡されるためです。同様に、いずれの
ChromeOSショートカットとも競合することなく、特定のアプリケーションに特有のショートカットも使用するこ
とができます。

ただし、ファンクションキーを認識させるためにはWindowsキーも押す必要があります。そのため、外付けキー
ボードが必要です。ChromeOSでのWindowsキーボードの使用について詳しくは、https://support.google
.com/chromebook/answer/1047364を参照してください。セッションとウィンドウ間の切り替えに使用する
Citrix特定のショートカットについては、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは使用できません。

Excelのショートカット

構成方法

キーボードショートカットは sendAllKeys属性で構成されます：
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すべてのショートカットが Excel で機能するようにするには、次のように構成します：HTML5_CONFIG >
features > sendAllKeys

sendAllKeys属性は、デフォルトで trueに設定されています。デフォルトを変更するには、configuration.js
ファイルを開き、sendAllKeys属性を追加して、その値を falseに設定します。

詳しくは、「Google管理コンソールでポリシーをプッシュする方法」を参照してください。

MicrosoftWindowsロゴキーとショートカットキーのサポート

注：

• Chromebookで、検索キーを使用してMicrosoftWindowsロゴキーをマッピングします。

バージョン 2108リリース以降、ChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリのセッションで、MicrosoftWindows
ロゴキーとショートカットキーがサポートされています。

次のキーの組み合わせのサポートが追加されました：

• Windows + R
• Windows + D
• Windows + E
• Windows + M
• Windows + S
• Windows + CTRL + S
• Windows + T
• Windows + U
• Windows +数字
• Windows + X
• Windows + K

仮想キーボードの自動表示

バージョン 2211以降、編集可能なフィールドにカーソルを置くと、仮想キーボードが自動的に表示されます。この
機能は、仮想キーボードを表示するためにキーボードアイコンをクリックする必要があった以前の動作とは異なり、
タッチスクリーンデバイスでのユーザーエクスペリエンスを向上させます。

［Scan code］入力モード

Citrix Workspaceアプリを使用すると、外部の物理キーボードを使用して、VDAのサーバー側のキーボードレイア
ウトと連携できます。管理者が［Scan code］モードを有効にすると、エンドユーザーはクライアントではなくサー
バーのキーボードレイアウトを使用する可能性があります。

この機能により、特に東アジア言語の物理キーボードを使用する場合のユーザーエクスペリエンスが向上します。
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メモ：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。
• タッチデバイスでは、［Scan code］が有効になっていると、Citrix Workspaceアプリでスクリーンキ
ーボードソフトウェアが機能しません。

構成

［Scan code］での入力方法は次のいずれかの手段で設定できます。

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configura‑
tion.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

configuration.jsファイルを使用して［Scan code］サポート機能を有効にするには、次の手順を実行します。

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. 同ファイルを編集し、scancodeの値を trueに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "ime": {
4
5 "scancode": true,
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
して［Scan code］サポート機能を有効にできます：
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1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

注：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "ime": {
5
6 "scancode": true
7 }
8
9 }

10
11 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

カスタムキーボードマッピング

バージョン 2309以降、VDAがWindows OSマシンで、ネイティブ入力デバイスが ChromeOSキーボードである
場合、エンドユーザーはWindows固有のショートカットとキーの組み合わせを使用できるようになります。カスタ
ムマッピングを使用して、Ctrlキーと Altキーを割り当てることができるようになりました。ユーザーは、右または
左のコントロール（Ctrl）キーを選択して、Altキーとして機能させることができます。

メモ：

• マッピングは全画面モードでのみ可能です。
• 設定を保存すると、マッピングはすべてのセッションで有効になります。
• この機能はデフォルトで有効にされています。

構成

カスタムキーボードマッピングは、次のいずれかの方法で構成できます。
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• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configura‑
tion.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

configuration.jsファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行します。

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. 同ファイルを編集し、CustomKeyboardMappingの値を falseに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "ime": {
4
5 "CustomKeyboardMapping": false,
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
して機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

メモ：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。
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•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "ime": {
5
6 "CustomKeyboardMapping": false
7 }
8
9 }

10
11 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

この機能の使用方法について詳しくは、ヘルプドキュメントの記事を参照してください。

VDAへの、全画面モードでのシステムショートカット

ChromeOSデバイス向け Citrix Workspaceアプリのバージョン 2309以降で、VDA（リモートデスクトップセッ
ション）への、全画面モードでのシステムショートカットを渡すことができるようになりました。ただし、クライア
ント OSでは機能しません。

以前では、これらのキー組み合わせはローカルでは機能していました。この機能が全画面モードで有効の場合、これ
らのキー組み合わせは VDAに送信されますが、ローカルでは作用しません。たとえば、更新キーは Chromebook
のシステムキーであり、Ctrl + Shift +更新キーの組み合わせは画面を回転するための、ChromeOSのシステムシ
ョートカットです。しかし、Windows OSにはそのようなショートカットがないため、Windows VDAでは何も起
こりません。

別の例として、Alt+[は ChromeOSウィンドウを左側にドッキングするのに使用されますが、同じショートカッ
トはWindows VDAでは作用しません。一部のアプリケーションでは、特定の機能に対してこのようなショートカ
ットを使用する場合があります。例えば、一部のバーコードスキャナーでは Alt+[がプレフィックスとして使用さ
れます。

注：

• この機能はデフォルトで有効になっています。

キーの組み合わせは次のとおりです。
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ショートカットキーの組み合わせ ChromeOSでのアクション

ChromeOSでのアクション サインアウトする

Ctrl+Shift+更新 画面を 90度回転する

Ctrl+Shift+L Chromebookをロックする

Alt+[ ウィンドウを左サイドにドッキングする

Alt+] ウィンドウを右サイドにドッキングする。ウィンドウを
右サイドにドッキングしたり、ウィンドウをスナップし
て復元したりするためのキー。

Alt+”‑“ ウィンドウを最小化する

Alt+”+” ウィンドウを最大化する

注：

• これらのキーの組み合わせはChromeOSのシステムショートカットであるため、VDAではChromeOS
とは同じアクションを行わない場合があります。

構成

この機能は次のいずれかの手段で構成できます。

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configura‑
tion.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

configuration.jsファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行します。

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. 同ファイルを編集し、sendSysShortcutForFullscreenの値を falseに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：
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1 "features" : {
2
3 "ime": {
4
5 "sendSysShortcutForFullscreen": false,
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスおよびユーザーに対し、管理者は、次のように Google管理ポリシーを
使用してこの機能を無効にできます。

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

メモ：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "ime": {
5
6 "sendSysShortcutForFullscreen": false
7 }
8
9 }

10
11 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。
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ライセンス

May 16, 2024

資産 ID

この機能について

Citrix Workspaceアプリは、登録された Chromebookから起動したセッションで管理者が Google管理コンソ
ールを使用して設定するクライアント名に、資産 IDを使用します。

構成方法

デフォルトでは以前のバージョンと同様、Citrix Workspaceアプリは登録された Chromebookに固有のクライ
アント IDを生成します。この機能を使用するには、Citrix Workspaceアプリのポリシーを設定する必要がありま
す。

入力するデータ値は、15文字以下にする必要があります。これを超えると、15文字に省略されます。

資産 IDの設定

1. Google管理コンソールにログオンします。

2.［Device Management］>［Chrome］>［Devices Console］に移動して、デバイスに Asset
IDを入力します。

3. Google Admin Consoleポリシーを編集して、useAssetIDの値をtrueに設定します。デフォ
ルトでは、useAssetIDはfalseに設定されています。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "uniqueID": {
11
12 "useAssetID": true
13 }
14
15 }
16
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17 }
18
19 }
20
21 }
22
23
24 <!--NeedCopy-->

機能の制限事項：

• プッシュできるGoogle管理ポリシーが必要です。これがない場合、現在使用している管理対象Chromebook
固有のクライアント IDを生成する方法は変更されません。

• 入力する値は、15文字以下にする必要があります。これを超えると、15文字に省略されます。

一意の IDと資産 ID

一意の IDはクライアント名のプレフィックスとして適用されます。

Citrix Workspaceアプリは、登録された Chromebookから起動したセッションで管理者が Google管理コンソ
ールを使用して設定するクライアント名に資産 IDを使用します。

構成方法

GUIを使用して資産 IDを構成するには、［Device Management］>［Chrome］>［Devices Console］に移動
して［Asset ID］を追加します。

資産 IDと一意の IDを構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "uniqueID" : {
11
12 "prefixKey" : "CR-",
13 "restrictNameLength" : true,
14 "useAssetID": false
15 }
16
17 }
18
19 }
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20
21 }
22
23 }
24
25
26 <!--NeedCopy-->

uniqueIDオプションと説明の一覧：

•“prefixKey”：クライアント名の前に使用されるプレフィックスです。デフォルト値は CRです。
•“restrictNameLength”：prefixKeyの名前の長さを有効または無効にします。
•“useAssetID”：登録済みの Chromebookから起動されるセッションのクライアント名として設定される資
産 IDです。

機能の制限事項：

• プッシュできるGoogle管理ポリシーが必要です。これがない場合、現在使用している管理対象Chromebook
固有のクライアント IDを生成する方法は変更されません。

• 入力する値は、15文字以下にする必要があります。これを超えると、15文字に省略されます。

マルチメディア

May 16, 2024

オーディオ

セッション内で USBヘッドセットを使用して、話したり聞いたりすることができます。USBヘッドセットのボタン
を使用することもできます（ミュートやスキップなど）。スムーズなオーディオ出力を提供することで、ユーザーエク
スペリエンスが向上します。

アダプティブオーディオ

アダプティブオーディオを使用すれば、VDAでオーディオ品質ポリシーを構成する必要はありません。アダプティブ
オーディオは環境の設定を最適化します。従来のオーディオ圧縮形式を置き換え、優れたユーザーエクスペリエンス
を提供します。

詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「アダプティブオーディオ」を参照してください。
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機能の属性

次の 2つの機能の属性があります：

• EnableAdaptiveAudio：値を trueに設定すると、アダプティブオーディオ機能が有効になります。この
機能を無効にするには、値を falseに設定します。

• EnableStereoRecording：ステレオ録音はオプションの機能です。デフォルトでは、この機能は無効にな
っています。EnableStereoRecording属性の値を trueに設定してステレオ録音を有効にするか、値を
falseに設定してこの機能を無効にします。この機能は、アダプティブオーディオ機能が有効になっている場
合にのみサポートされます。EnableStereoRecording属性を trueに設定すると、エコーキャンセルを無
効にしたステレオ録音がサポートされます。

構成方法

アダプティブオーディオ機能は次の方法で構成できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js configuration.jsファイルを使用してアダプティブオーディオを構成するには、次の手順を
実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. このファイルを編集してアダプティブオーディオ機能を構成します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. EnableAdaptiveAudioのデフォルト値を trueに設定します。EnableStereoRecordingのデフォルト
値を falseに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "audio" : {
4
5 "EnableAdaptiveAudio": true
6 }
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7
8 }
9

10
11 "features" : {
12
13 "audio" : {
14
15 "EnableStereoRecording": false
16 }
17
18 }
19
20 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

注：

• この機能を無効にするには、EnableAdaptiveAudio属性を falseに設定します。

Google管理ポリシー オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用してアダプティ
ブオーディオ機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "audio" : {
4
5 "EnableAdaptiveAudio": {
6
7 "type": "boolean" }
8
9 }

10
11 }
12
13
14 "features" : {
15
16 "audio" : {
17
18 "EnableStereoRecording": {
19
20 "type": "boolean" }
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21
22 }
23
24 }
25
26 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート

以前は、単一のオーディオ再生および録音デバイスのみがサポートされ、実際のデバイス名に関係なく「Citrix HDX
Audio」として表示されていました。

バージョン 2301以降、複数のオーディオデバイスがサポートされ、それらは VDAにリダイレクトされます。これで、
オーディオデバイスをリダイレクトするときに、VDAの［Sound］>［Playback］と［Sound］>［Recording］
でオーディオデバイスの実際の名前が表示されるようになりました。VDA上のデバイス一覧は、オーディオデバイス
を接続する、または取り外すたびに動的に更新されます。

注：

この機能は、デフォルトで有効になります。

構成

この機能は次のいずれかの方法で実行できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js configuration.jsファイルを使用してオーディオデバイスのプラグアンドプレイを無効に
するには、次の手順を実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. ファイルを編集して、オーディオデバイスのプラグアンドプレイのサポート機能を構成します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。
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3. AudioRedirectionV4の値を falseに設定します。このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "audio" : {
4
5 "AudioRedirectionV4": false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Google管理ポリシー オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用してオーディオ
デバイスのプラグアンドプレイ機能を無効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の.txtファイルに追加します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "audio" : {
4
5 "AudioRedirectionV4": false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

既知の制限事項

• VDAでは、内蔵オーディオデバイスの名前は英語のみで表示されます。この問題は、ChromeOSベースのデ
バイスを使用している場合に発生します。[RFHTMCRM‑8667]

Webカメラ

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、強化されたWebカメラリダイレクト機能を提供します。Webカメ
ラ入力の H.264ハードウェアエンコードにより、CPU負荷を減らし、Chromebookデバイスのバッテリーを長持
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ちさせます。これらのデバイスの H.264エンコーダーは、PPB_VideoEncoder APIを介して Intel機能を使用し
ます。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、32ビットと 64ビットの両方のアプリケーションでWebカメラリ
ダイレクトをサポートしています。

Webカメラリダイレクト

Webカメラリダイレクトが 32ビットと 64ビットの両方のアプリケーションで利用できます。32ビット版と 64ビ
ット版のアプリケーションの両方でWebカメラリダイレクトがサポートされているのは、内蔵Webカメラのみで
す。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの仮想デスクトップおよびアプリで外部Webカメラを使用できるよう
になりました。Citrix Workspaceアプリは、新しく接続された外部Webカメラを検出し、動的に使用可能にしま
す。

構成方法

64ビットのWebカメラリダイレクトは、次のように構成します：

configuration.jsファイルと Google管理コンソールを使用したWebカメラの構成 バージョン 2101以降の
場合：

次のパスを使用してWebカメラリダイレクトを構成します：HTML5_CONFIG > features > video

注：

Webカメラリダイレクトを構成するには、HTML5_CONFIG > features > videoのパスを使用することを
お勧めします。他方のパスは当面の間機能しますが、将来のリリースで削除される予定です。

Webカメラリダイレクトの推奨事項

• Citrix Delivery Controllerの音質ポリシーを「低」または「中」に設定してください。低電力のChromebook
を使用している場合、音質ポリシーを設定しないとオーディオの遅延が発生する可能性があります。

• パフォーマンスを最適化するため、上位の Chromebookを使用し、帯域幅が十分で遅延が少ないネットワー
クに接続することをお勧めします。

• VDAで次のレジストリキーを設定します：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Citrix\HdxRealTime

名前：OfferH264ToApp

種類：REG_DWORD

値：1
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注：

この設定は、現在のユーザー設定に適用されます。新しいユーザーの場合は、Windowsグループポリシーオブ
ジェクト（GPO）エディターを使用してレジストリキーを設定します。

免責事項：注意。レジストリエディターの使用を誤ると、深刻な問題が発生する可能性があり、オペレーティングシ
ステムの再インストールが必要になる場合もあります。レジストリエディターの誤用による障害に対して、Citrixは
一切責任を負いません。レジストリエディターは、お客様の責任と判断の範囲でご使用ください。また、レジストリ
ファイルのバックアップを作成してから、レジストリを編集してください。

Microsoft Teamsの最適化

May 16, 2024

仮想デスクトップセッションおよび仮想アプリセッションにMicrosoft Teamsの次の機能を使用できるようになり
ました。

• 最適化された音声通話

• 最適化されたビデオ通話

• 最適化された画面共有

VDAバージョン 1906以降でのみサポートされます。

メモ：

• デフォルトでは、画面共有により画面全体の共有が許可されます。ただし、画面共有を制限できるのは、
Citrix Workspaceアプリコンテンツのみです。詳しくは、「Citrix Workspaceアプリコンテンツの画面
共有の制限」を参照してください。Google管理ポリシーで画面共有機能を有効にするには、「Microsoft
Teamsの最適化設定」を参照してください。

• トラブルシューティングを行い、クライアントセッション内でMicrosoft Teamsを非最適化から最適化
に変更するには、「Microsoft Teams最適化のトラブルシューティング」を参照してください。

• Microsoft Teams最適化を使用した画面共有中、共有ウィンドウの周囲の赤い枠線は表示されません。

• アプリの共有はサポートされていません。

• Microsoft Teamsによる音声通話、ビデオ通話、画面共有の最適化は、リリース 2105.5以降で一般提
供されます。最新バージョンの ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリに更新することをお勧めし
ます。
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外部モニターでのビデオ通話と画面共有

外部モニターで、通話中にMicrosoft Teamsの次の機能を使用できるようになりました。

• 最適化されたビデオ
• 最適化された画面共有

これらの機能は、仮想デスクトップ内のMicrosoft Teams通話で使用できます。また、Microsoft Teamsウィン
ドウを外部モニターに配置したときに、Microsoft Teams仮想アプリ経由で行われた通話でも使用できます。

メモ（ChromeOSバージョン 96アップデート）

• ChromeOS バージョン 96 の更新プログラムが Microsoft Teams の機能に与える影響を回避するには、
ChromeOSを更新する前に次の手順を実行してください：

• 再パッケージ化されたバージョンの Citrix Workspaceアプリを使用しているユーザーの場合は、Knowl‑
edge Centerの記事CTX331648を参照して、手順を実行してください。

• バージョン2110以前のChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリの他のすべてのユーザーは、Knowledge
Centerの記事CTX331653を参照してください。

Microsoft Teamsの最適化設定

画面共有を有効にするには

Google管理ポリシーを使用して画面共有を有効にするには、次のようにmsTeamsOptimizationの画面共有の
値を trueに変更します。

詳しくは、「Google管理コンソールでポリシーをプッシュする方法」の記事を参照してください。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features":{
11
12 "msTeamsOptimization":{
13
14 "screenSharing" : true
15 }
16
17 }
18
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19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27
28 <!--NeedCopy-->

個人所有のデバイス（BYOD）のユーザーの画面共有を有効にするには（オンプレミスの StoreFrontを使用してい
る場合のみ）：

「web.configファイルの使用」記事の手順に従い、次のように chromeAppPreferences値を追加します：

例：

1 chromeAppPreferences = {
2
3 "features":{
4
5 "msTeamsOptimization":{
6
7 "screenSharing":true
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

Google管理コンソールの設定

画面共有の最適化が機能するように、Google管理コンソールで次の設定が許可されていることを確認してくださ
い。

Google管理コンソールで［デバイス］>［Chrome］>［設定］の 3つのカテゴリすべてで［Screen Video
Capture］から［Allow sites to prompt the user to share a video stream of their screen］を選択しま
す：

• ユーザーとブラウザの設定
• デバイスの設定
• 管理対象ゲストセッションの設定（または適切なカテゴリ）。
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Citrix Workspaceアプリコンテンツの画面共有の制限

Microsoft Teamsを最適化するために、管理者は、管理対象 Chromeデバイスの Citrix Workspaceアプリでの
み開かれているアプリとデスクトップの画面共有を制限できます。
管理者がこの機能をオンにすると、エンドユーザーは Citrix Workspaceアプリのみから開かれているリソースを共
有できます。

この機能は、ChromeバージョンM98以降で利用できます。

設定を構成するには、次のように Googleポリシーを使用します：

1. Google管理コンソールから、［Settings］>［User & browser settings］に移動します。
2.［Screenvideo captureallowedby sites］>［Allowtabvideo capture (samesiteonly) by these

sites］に移動して、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのアプリ ID（haiffjcadagjlijoggckpgf‑
noeiflnem）を入力します。
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これで、エンドユーザーはタブを選択し、Citrix Workspaceアプリでのみ表示されるコンテンツを共有できます。

Microsoft Teams最適化のトラブルシューティング

クライアントセッション内でMicrosoft Teamsを非最適化の状態から最適化に変更するには、以下を実行してくだ
さい：

• Microsoft Teamsアイコンを右クリックして［終了］をクリックし、終了します。Microsoft Teamsを再
起動します。

• 終了が機能しない場合は、セッションからログオフしてから再度ログオンします。
• ログオフして再ログオンが機能しない場合、VDAのディレクトリC:\Users\Administrator\AppData\Roaming\Microsoft\Teams
でキャッシュをクリアし、Microsoft Teamsを再起動します。

詳しくは、「トラブルシューティング」を参照してください。

shimライブラリバージョンのトラブルシューティングについては、「Microsoft Teamsの最適化ログ」のセクショ
ンを参照してください。
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動的緊急通報（Dynamic e911）のサポート

CitrixWorkspaceアプリは、動的緊急通報をサポートしています。MicrosoftCalling Plans、Operator Connect、
および Direct Routingで使用すると、次の機能が提供されます：

• 緊急通報の構成とルーティング
• セキュリティ担当者に通知する

通知は、VDA上のMicrosoft Teamsクライアントではなく、エンドポイントで実行されている Citrix Workspace
アプリの現在の場所に基づいて送信されます。

Ray Baum法では、緊急車両を派遣可能な 911発信者の位置情報を、適切な公衆安全応答ポイント（PSAP）に送信
する必要があります。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ 2112以降、HDXを使用したMicrosoft Teams
の最適化は Ray Baum法に準拠しています。

Microsoft Teamsの最適化における背景のぼかしと効果

2303リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで、Microsoft Teamsによるビデオ通話の最適
化で背景のぼかしと効果が導入されました。Microsoft Teamsが提供する背景効果をぼかしたり置き換えたりでき
ます。この機能は、話の最中シルエット（体と顔）に集中できるようにすることで、突然集中力が乱されることを回
避できます。この機能は、P2Pおよび電話会議で使用できます。

メモ：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。
• この機能は、Microsoft TeamsのUIと統合されました。マルチウィンドウのサポートは、VDAを 2112
以降に更新するときに必要な前提条件です。詳しくは、「マルチウィンドウ会議とチャット」を参照して
ください。

制限事項

• 管理者およびユーザーが定義したバックグラウンドの置換はサポートされていません。
• この機能を有効にすると、パフォーマンスの問題が発生する場合があります。
• ICAセッションが再接続された後、効果はオフになります。ただし、Microsoft Teams UIは、前の効果がま
だオンになっていることをチェックマークで示しています。CitrixとMicrosoftは、この問題を解決するため
に協力しています。

構成方法 背景の効果機能は、次のいずれかの方法で有効にできます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー
• Global App Configuration Service
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Configuration.js configuration.jsファイルを使用して背景のぼかしと効果を構成するには、次の手順を実行
します。

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

2. configuration.jsファイルを編集し、backgroundEffectsのデフォルト値を trueに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "msTeamsOptimization" : {
5
6 "backgroundEffects" : true
7 }
8
9 }

10
11 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用して背景の効果
機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。
このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "msTeamsOptimization" : {
5
6 "backgroundEffects" : true
7 }
8
9 }
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10
11 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Global App Configuration Service クラウド環境では、管理者は Global App Configuration Serviceで
backgroundEffects属性を Trueに設定することで、背景の効果機能を有効にできます。

詳しくは、Global App Configuration Serviceのドキュメントを参照してください。

Microsoft Teamsでのデュアルトーンマルチ周波数（DTMF）のサポート

Citrix Workspaceアプリで、テレフォニーシステム（PSTNなど）およびMicrosoft Teamsの電話会議でのデュ
アルトーンマルチ周波数（DTMF）シグナリングの使用がサポートされるようになりました。この機能はデフォルト
で有効になっています。

Microsoft Teamsのライブキャプション

Microsoft Teamsの最適化では、Microsoft Teamsでライブキャプションが有効になっているときにスピーカー
が話す内容のリアルタイムの文字起こしがサポートされています。

セカンダリ呼び出しのサポート

2312リリース以降、セカンダリ呼び出し機能を使用して、受信通知を受け取るセカンダリデバイスを選択できます。
この機能は、Microsoft Teamsが最適化されている場合にのみ適用されます。

たとえば、スピーカーをセカンダリ呼び出し機器として設定し、エンドポイントがヘッドフォンに接続されていると
します。この場合、Microsoft Teamsは受信の呼び出し音をヘッドフォンとスピーカーの両方に送信します。次の
場合、セカンダリ呼び出しを設定することはできません：

• 複数のオーディオデバイスが接続されていない場合
• 周辺機器（Bluetoothヘッドセットなど）が利用できない場合

注

デフォルトでは、この機能は無効になっています。

この機能の既知の制限事項

• この機能を有効にすると、セカンダリ呼び出し音がわずかに遅れて 2回再生されることがあります。この問題
はMicrosoft Teamsのバグであり、今後のMicrosoft Teamsリリースで修正される予定です。
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構成

セカンダリ呼び出し音機能は次のいずれかの手段で構成できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

メモ：

Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めします。
ChromeOS向け CitrixWorkspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configuration.js
ファイルを編集することをお勧めします。
configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

configuration.jsファイルを使用してこの機能を有効にするには、次の手順を実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. このファイルを編集し、secondaryRingtoneの値を trueに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "features":{
4
5 "msTeamsOptimization":{
6
7 "secondaryRingtone" : true
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
して機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2. この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］ >［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張機能
を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。
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•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、拡張
機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡張機
能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features":{
11
12 "msTeamsOptimization":{
13
14 "secondaryRingtone" :

true }
15
16 }
17
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

最適化されたMicrosoft Teamsビデオ会議通話でサイマルキャストの実装

2312リリース以降、最適化されたMicrosoft Teamsビデオ会議通話に対して、デフォルトでサイマルキャストサ
ポートが有効になっています。このサポートにより、さまざまなエンドポイントでのビデオ会議通話の品質とエクス
ペリエンスが向上します。適切な解像度に適応することによってすべての発信者に最適な通話エクスペリエンスを提
供できます。

この向上したエクスペリエンスにより、各ユーザーは、複数のビデオストリームを異なる解像度（720p、360pな
ど）で配信できます。解像度は、エンドポイントの機能、ネットワークの状態などのいくつかの要因によって異なり
ます。次に、受信側のエンドポイントは、可能な範囲で最高品質の解像度を要求します。これにより、すべてのユー
ザーに最適なビデオ体験を提供できます。
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Zoomの最適化のサポート

May 16, 2024

2402.1バージョン以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、セッション内から最適化されたオーディ
オおよびビデオ会議エクスペリエンスを実現する、Zoom仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）ソリュー
ションとの統合をサポートします。

注：

この機能はデフォルトで有効になっていますが、管理者が構成する必要があります。VDAバージョン 1906以
降でのみサポートされます。

前提条件

管理者は以下を構成する必要があります：

• Zoom仮想チャネルを使用する DDCポリシー VirtualChannelWhiteList。詳しくは、ドキュメントの
「仮想チャネルの許可リストポリシー設定」を参照してください。

• ChromeOS用 Zoom VDIを構成する前提条件。

機能の制限事項

• Zoom会議の表示ウィンドウは、プライマリモニターのみに制限されます。
• HIDデバイスはサポートされていません
• その他の制限については、「Limitations of using Zoom VDI for ChromeOS」を参照してください。

構成方法

この機能は次のいずれかの手段で構成できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお勧めし
ます。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、configura‑
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tion.jsファイルを編集することをお勧めします。
• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

configuration.jsファイルを使用してこの機能を構成するには、次の手順を実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. configuration.jsファイルを編集し、必要に応じて ZoomURLを追加します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" :
2 {
3
4 "customVC": [
5 {
6
7 "streamName": "ZOOMHDX",
8 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
9 }

10 ,
11 {
12
13 "streamName": "ZOOMHDC",
14 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
15 }
16 ,
17 {
18
19 "streamName": "ZOOMPHX",
20 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
21 }
22
23 ],
24 "customVCWhitelistURL": [
25 {
26
27 "url": "https://zoom.us/vdi/plugin",
28 "permissions": [
29 "media"
30 ]
31 }
32 ,
33 {
34
35 "url": "https://zoom.us/vdi/webview",
36 "permissions": [
37 "media"
38 ]
39 }
40
41 ]
42

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 110



ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

43 }
44
45 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー

管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のようにGoogle管理ポリシーを使用して機能を構成できます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

注：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張
機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8
9 "customVC": [

10 {
11
12 "streamName": "ZOOMHDX",
13 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
14 }
15 ,
16 {
17
18 "streamName": "ZOOMHDC",
19 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
20 }
21 ,

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 111



ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

22 {
23
24 "streamName": "ZOOMPHX",
25 "appId": "html=https://zoom.us/vdi/plugin"
26 }
27
28 ],
29 "customVCWhitelistURL": [
30 {
31
32 "url": "https://zoom.us/vdi/plugin",
33 "permissions": [
34 "media"
35 ]
36 }
37 ,
38 {
39
40 "url": "https://zoom.us/vdi/webview",
41 "permissions": [
42 "media"
43 ]
44 }
45
46 ]
47 }
48
49 }
50
51 }
52
53 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

構成ユーティリティツール

機能をカスタマイズするには、以下の手順を実行します：

1. ［Downloads］をクリックします。

2. 構成ユーティリティツールセクションまでスクロールし、要素を展開します。

3. ファイルをダウンロードして展開します。

4. 構成ユーティリティツールのドキュメントリンクをクリックして、ツールの使用方法を確認します。

5. Googleポリシー構成を作成します。

6. 水平方向にスクロールして、［Zoom］タブを選択します。続行するには機能を有効にしてください。
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7.［Download］をクリックして、policy.txtファイルを生成して保存します。

8. 適切な URLを指定して、必要に応じてこの機能をカスタマイズします。

9. Google管理コンソール内で Citrix Workspaceアプリを開きます。

10. 生成された policy.txtファイルをアップロードするか、内容をコピーして貼り付けます。

ChromeOS用 Zoom VDIの構成

詳しくは、Zoomのサポート記事「ChromeOS用 Zoom VDIの構成」を参照してください。

マルチモニター

May 16, 2024

マルチモニター表示

マルチモニター表示機能は、最大 2台の外部モニターをサポートします（デバイスの内臓モニター 1台 +外部モニタ
ー 2台）。デフォルトでは、マルチモニター機能は［有効］に設定されています。

UIダイアログとツールバーは、プライマリモニターでのみ表示されます。一方、USBおよびスマートカード認証ダ
イアログはすべてのモニターに表示されます。

構成方法

デフォルトでは、マルチモニター機能は［有効］に設定されています。
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注：

• XenApp 6.5で実行される Citrix Workspaceアプリを使用する場合、マルチモニター機能を使用する
にはシャドウポリシーを［無効］に設定します。

• デスクトップセッションで画面が全画面に設定されていると、設定の表示解像度オプションが非アクティ
ブになります。

• UIダイアログとツールバーは、プライマリモニターでのみ表示されます。一方、USBおよびスマートカ
ード認証ダイアログはすべてのモニターに表示されます。

キオスクモードで拡張マルチモニター表示を無効にするには

キオスクモードでの拡張マルチモニター表示は、デフォルトで有効になっています。

キオスクモードを無効にするには、configuration.jsファイルまたは Google管理コンソールポリシーを編集し、
kioskMultimonitorの値を falseに設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "graphics": {
13
14 "multiMonitor": true,
15 "kioskMultimonitor": true
16 }
17
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26 }
27
28
29 <!--NeedCopy-->
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注：

キオスクモードでセッションを起動するには、デスクトップ統合モードを有効にする必要があります。

1. Webブラウザーを起動して次のコマンドを入力します：chrome://flags
2. フラグ一覧から UnifiedDesktopModeを検索して、これを［有効］に設定します。

統合デスクトップモードを構成するには

1. Google管理コンソールにログオンします。
2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。
3. 統合デスクトップポリシーを［Make Unified Desktopmode available to user］に設定します。
4.［Save］をクリックします。

マルチモニターのパフォーマンス

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、マルチモニター環境でのセッションの全体的なパフォーマンスと
安定性が改善されました。以前のバージョンでは、複数のモニターでセッションが実行されていると、パフォーマン
スが低下しました。

構成方法

キオスクモードでのマルチモニター表示 キオスクモードでの拡張マルチモニター表示は、デフォルトで有効になっ
ています。

キオスクモードを無効にするには、configuration.jsファイルまたは Google管理コンソールポリシーを編集し、
kioskMultimonitorの値を falseに設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "graphics": {
13
14 "kioskMultimonitor": false
15 }
16
17 }
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18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27
28 <!--NeedCopy-->

注：

キオスクモードでセッションを起動するには、デスクトップ統合モードを有効にする必要があります。

1. Webブラウザーを起動して次のコマンドを入力します：chrome://flags

2. フラグ一覧から UnifiedDesktopModeを検索して、これを［有効］に設定します。

Google管理ポリシーを使用して統合デスクトップモードを構成するには

1. Google管理コンソールにログオンします。
2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。
3. 統合デスクトップポリシーを［Make Unified Desktopmode available to user］に設定します。
4.［Save］をクリックします。

マルチモニター機能を無効にするには デフォルトでは、マルチモニター機能は［有効］に設定されています。

1. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを起動します。

2.［設定］>［一般］を選択します。

3.［すべてのモニターにまたがって表示する］をオフにします。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 116



ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ

デスクトップとアプリケーションの両方で、マルチモニター表示を使用できます。

マルチモニター表示を使用すると、デスクトップセッションは以下の 2とおりの方法ですべてのモニターに表
示されます：

4. ウィドウモード：デスクトップセッションが単一モニターモードで表示されます。

5. 全画面モード：デスクトップセッションが全画面モードに切り替えられると、［すべてのモニターにまたがっ
て表示する］が選択されている場合のみ、セッションはマルチモニターモードで表示されます。

2台のモニターが接続されている場合、デスクトップセッションのモニターにまたがって表示するには、［すべ
てのモニターにまたがって表示する］オプションを選択して全画面モードを選択します。

アプリケーションセッションで、2台のモニターが接続され、［すべてのモニターにまたがって表示する］オプ
ションが選択されていると、セッションは自動的にマルチモニターモードで表示されます。

Citrix Virtual Desktopsをデュアルモニターで使用する：

1. ツールバーで［マルチモニター］をクリックします。

画面が両方のモニターに拡張されます。

機能の制限事項：

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、複数のモニターでの全画面 H.264モードをサポートしてい
ません。
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• モニター数の制限はハードコードされていません。管理およびレンダリングされる合計解像度が制限数に影響
します。

– この機能は、最大 2台の外部モニターをサポートします（デバイスの内臓モニター 1台 +外部モニター
2台）。画面の合計解像度が 2 x（1920x1080）ピクセルを超えるセッションを起動すると、画面の表示
に遅延が発生することがあります。この遅延は、モニターの解像度の制限により発生する場合がありま
す。

– 最新の Chromebookの組み込み画面は、（1920x1080）ピクセルを超える解像度をサポートしていま
す。この機能は、このようなデバイスではテストされていません。

• マルチモニターモードでは全画面H264は無効になっています。これは、テスト中に問題が発生したためです。

– 大型の外部モニターを 1台使用した場合には問題は発生せず、H264は引き続き動作します。このシナ
リオでは、選択的 H264も動作します。

• 解像度の異なる画面を使用すると、パフォーマンスの問題が発生する可能性があります。

• 高解像度の内蔵モニターと低解像度の外部モニターを一緒に使用すると、パフォーマンスの問題が発生する可
能性があります。

マルチモニター設定での仮想デスクトップのサポート

使用可能なモニターのサブセットすべてで、仮想デスクトップを全画面モードで使用できるようになりました。以前
は、ツールバーからマルチモニターモードを選択すると、仮想デスクトップは使用可能なすべてのモニターにまたが
っていました。これで、仮想デスクトップをドラッグして 2台のモニター（3台以上の場合）にまたがるようにして
から、マルチモニターモードを選択できます。このシナリオの一般的な使用例は、ネイティブデバイスのモニターで
ビデオ会議アプリを実行することを選択し、通話中に仮想デスクトップのコンテンツを他の 2台のモニターにまたが
って全画面で表示したい場合です。

注：

• この機能を使用するには、［一般］設定の［マルチモニター設定］で［すべてのモニターにまたがって表
示する］オプションを選択します。

周辺機器

May 20, 2024
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USBデバイスリダイレクト

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、より幅広い USB周辺機器がサポートされています。この機能の
追加により、Googleポリシーを作成して、Citrix Workspaceでの使用を有効にするデバイスの PID/VIDを特定で
きます。これは新しい USBデバイスでもサポートされます。

構成方法

USBデバイスの構成については、Knowledge CenterでCTX200825を参照してください。

キオスクモードでのUSBデバイスの自動リダイレクト

キオスクモードでは、USBデバイスは手動で操作することなくセッション内で自動的にリダイレクトされます。ユー
ザーモードとパブリックモードでは、最初にツールバーまたはコネクションセンターから USBデバイスをセッショ
ンに手動でリダイレクトする必要があります。この操作は、Chromeオペレーティングシステムに USBデバイスへ
のアクセスを許可するために必要です。その後 USBデバイスが挿入されると、自動的にセッションにリダイレクト
されます。

重要：

• 多くのセッションを実行しているときに USBデバイスを挿入すると、USBはフォーカスされているセ
ッションにリダイレクトされます。

• セッションにフォーカスがない場合、USBデバイスはどのセッションにもリダイレクトされません。
• 1つのセッションが実行中で、USBデバイスを挿入したときにフォーカスされていない場合、USBデバ
イスがリダイレクトされないことがあります。

USBデバイスを新しいセッションにリダイレクトするには

注：

USBデバイスを新しいセッションにリダイレクトするには、前のセッションから USBデバイスを削除する必
要があります。

1. Citrix Workspaceアイコンを右クリックして、［コネクションセンター］を選択します。［コネクションセン
ター］ウィンドウが開きます。

2. セッションまたはアプリケーションを選択します。
3.［デバイス］をクリックします。
4.［USB］セクションに移動します。
5.［ユーザーを解放］をクリックします。
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ダブルホップ

2301バージョン以降、Citrix Workspaceアプリはダブルホップシナリオをサポートします。この機能は、USBリ
ダイレクトの拡張機能です。

詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「Citrix Virtual Apps and Desktopsでのダブル
ホップ」を参照してください。

複合USBリダイレクト

以前は、複合 USBデバイスがローカルデバイスに接続されていた場合、USBリダイレクトによって単一のデバイス
としてのみリダイレクトされていました。デメリットは、最適化されたチャネルがあるにもかかわらず、オーディオ
やビデオなどのインターフェイスも USBでリダイレクトされることでした。インターフェイスが分離されていない
ことが原因で、管理者は USBでリダイレクトするコンポーネントと、最適なパフォーマンスを得るために最適化さ
れた仮想チャネルでリダイレクトするコンポーネントを判別できませんでした。

2211リリース以降、管理者は、デバイスの特定のインターフェイスが USBリダイレクトを介してセッションにリ
ダイレクトされるかどうかを構成できます。エンドユーザーは複合 USBデバイスの特定の構成インターフェイスを
Citrix Workspaceアプリのセッションにリダイレクトする場合、USBリダイレクトを使用することを選択してから
リダイレクトできます。

複合USBリダイレクトについて

USB 2.1以降は、多くの子デバイスが同じ USBバスで単一の接続を共有する USB複合デバイスの概念をサポート
しています。このようなデバイスは、単一の構成スペースと共有バス接続を採用しており、一意のインターフェイス
番号 00‑ffを使用して各子デバイスを識別します。また、このようなデバイスは USBハブとは異なります。USBハ
ブは、ほかの個別にアドレス指定された USBデバイスが接続する USBバスの新しい起点を提供します。

クライアントエンドポイントで検出された複合デバイスは、次のいずれかとして仮想ホストに転送できます：

• 単一の複合 USBデバイス、または
• 独立した子デバイスのセット（分割デバイス）

複合 USBデバイスが転送されると、デバイス全体がローカルデバイスで使用できなくなります。転送により、Citrix
Workspaceアプリを含むローカルデバイス上のすべてのアプリケーションについて、デバイスのローカル使用が禁
止されます。

オーディオデバイスとミュートとボリュームコントロール用の HIDボタンの両方を備えた USBヘッドセットデバイ
スを検討してください。デバイス全体が汎用 USBチャネルを使用して転送される場合、デバイスは最適化された
HDXオーディオチャネルを介したリダイレクトで使用できなくなります。ただし、汎用チャネルと比較すると、最適
化された HDXオーディオチャネルでオーディオが送信される場合の方がパフォーマンスは向上します。

これらの問題を解決するために、複合デバイスを分割し、汎用 USBチャネルを使用する子インターフェイスのみを
転送することを Citrixではお勧めします。このようなメカニズムにより、最適化された HDXエクスペリエンスを提
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供する Citrix Workspaceアプリなど、ローカルデバイス上のアプリケーションで他の子デバイスを使用できるよう
になります。この方法では、必要なデバイスを転送してリモートセッションで使用できます。

この機能を有効にする方法

この機能は、次の方法で有効にできます：

• Configuration.js
• Global App Configuration Service
• Google管理ポリシー

Configuration.js configuration.jsファイルを使用して複合 USBリダイレクトを構成するには、次の手順を
実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. configuration.jsファイルを編集して、複合 USBリダイレクト機能を構成します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. enableCompositeDeviceSplitを trueに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 ```
2 {
3
4 "features": {
5
6 "usb": {
7
8 "enableCompositeDeviceSplit": true
9 }

10
11 }
12
13 }
14
15 <!--NeedCopy--> ```

1. 変更を保存します。
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注：

• この機能を無効にするには、enableCompositeDeviceSplit属性を falseに設定します。

Global App Configuration Service クラウド環境では、管理者は Global App Configuration Serviceで
enableCompositeDeviceSplit属性を Trueに設定することで、複合 USBリダイレクト機能を有効にできま
す。

詳しくは、Global App Configuration Serviceのドキュメントを参照してください。

Google管理ポリシー オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用して複合 USBリ
ダイレクト機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。このような JSONデータの
例を次に示します：

1 {
2
3 "features": {
4
5 "usb": {
6
7 "enableCompositeDeviceSplit": true
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

構成

前提条件：

• USBデバイスを VID:PID値とともに許可リストに登録、および Delivery Controllerでの USBデバイスリ
ダイレクトのポリシーを有効化。詳しくは、Knowledge Centerの記事CTX200825を参照してください。

• この機能は、管理対象デバイスで機能し、BYODでは機能しません。

USBの自動検出を有効にするには：
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1. Google Admin Policy設定に移動します。

2.［WebUSB API allowed devices］オプションを選択します。

3. ChromeOS 拡張機能 ID に Citrix Workspace アプリを入力します。例：chrome‑extension://
haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem。

4. 次のように、デバイスの VIDと PIDを追加します：

VIDおよび PIDの値を追加すると、Citrix Workspaceアプリがセッション内のデバイスを自動的に検出でき
るようになりました。

5. Google Admin Policyを適用します。デバイス規則とサンプル JSONデータの詳細については、次のセク
ションを参照してください。

6. 変更を保存します。

デバイス規則

Citrix Workspaceアプリは、デバイスの規則を使用して、リモートセッションへの転送を許可または禁止する USB
デバイスを決定します。

キーワードについては、以下を参照してください：

• allow：このセクションには、セッションにリダイレクトできるデバイスと、その子インターフェイスの一覧
が含まれます。

• deny：このセクションには、セッションにリダイレクトできないデバイスと、その子インターフェイスの一
覧が含まれます。

• autoRedirect：このセクションには、USBリダイレクトでセッションに自動リダイレクトできるデバイス
と、その子インターフェイスの一覧が含まれます。
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注：

– 各オブジェクトは、USB デバイスの必須の「vid」値と「pid」値を持つデバイスを表しま
す。「split」値と「interfaceClass」の値は任意です。

• vid, pid（必須）： USBデバイスのベンダー ID（VID）と製品 ID（PID）を表します。10進数形式で値を入
力します。

• split（任意）：デバイスが子インターフェイスに分割されるかどうかを示すブール値を入力します。

• interfaceClass（任意）： USBインターフェイスのクラスを表します。使用できる値は、audio（オーディ
オ）、video（ビデオ）、hid（ヒューマンインターフェイスデバイス）、printer（プリンター）、storage（スト
レージ）などです。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "device_settings": {
9

10 "deviceRules": {
11
12
13 "allow": [
14 {
15 "vid": "11","pid": "22", "split":true, "interfaceClass":["audio","

video"] }
16 //split device and allow redirection of 'audio' & 'video' interfaces.
17 ],
18
19 "deny": [
20 {
21 "vid": "33","pid": "44" }
22 , //deny redirection of this whole device with vid= 33 & pid = 44,

including all of its interfaces.
23 {
24 "vid": "77","pid": "88","split":true,"interfaceClass":["audio"] }
25 //split device and deny the redirection of 'audio' interface only;

remaining interfaces(if any) are redirected through USB.
26 ],
27
28 "autoRedirect": [
29 {
30 "vid": "55","pid": "66" }
31 , //auto redirect the device when it's connected.
32 {
33 "vid": "55","pid": "66","split":true,"interfaceClass":["hid"] }
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34 //split device and auto redirect only the 'hid' interface when the
device is connected.

35 ]
36 }
37
38 }
39
40 }
41
42 }
43
44 }
45
46 <!--NeedCopy-->

この機能の使用方法

複合 USBリダイレクト機能を使用するには：

1. ツールバーの USBアイコンをクリックします。

USBデバイスが接続されていない場合は、次のポップアップが表示されます：

2. USBデバイスをローカルマシンに接続します。
次のポップアップが表示されることがあります：

3.［USB デバイス］をクリックして、USB 構成を表示してリダイレクトします。接続に成功すると、Citrix
WorkspaceアプリがUSBを検出します。各USB構成インターフェイスについて、ドロップダウンメニュー
が表示されます。2つのオプションは次のとおりです：

• セッション内およびローカルマシンアクセス（最適化）：デバイス上およびセッション内の USBにアク
セスする場合は、このオプションを選択します。

• セッション内アクセス（一般）：セッション内でのみ USBにアクセスする場合は、このオプションを選
択します。
より高いパフォーマンスを得るには、［セッション内およびローカルマシンアクセス（最適化）］オプシ
ョンを選択します。
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4. インターフェイスをリダイレクトするには、［接続］を選択します。

リダイレクトに成功すると、ステータスが［接続済み］に変わります。

メモ：

• USBデバイスを手動で追加するには、［デバイスの追加］をクリックします。USBデバイスの一覧が
Chromeピッカーダイアログボックスに表示されます。一覧からデバイスを選択できます。

• USBデバイスの接続が拒否される場合は、次のエラーメッセージが表示されます：
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「新しく挿入されたデバイスを管理者がブロックしました。
組織の管理者に問い合わせてください。」

セッション間でUSBインターフェイスを転送する方法

ツールバーの USBアイコンをクリックすると、セッションに接続している USBデバイスの一覧が表示されます。
USBデバイスが別のセッションで既に使用されている場合は、USB構成が［別のセッションに接続済み］と表示さ
れていることを確認できます。

現在のセッションにリダイレクトするには、USB構成の反対側にある［接続］を選択します。それに応じて状態が変
化します。

複合USB自動リダイレクト設定

以前は、USBの自動リダイレクト設定に関するエンドユーザーによる設定オプションがありませんでした。管理者が
これらのポリシーを制御するため、エンドユーザーはセッションを開始するたびに必要な USBデバイスを手動でリ
ダイレクトする必要があります。

2301バージョン以降、エンドユーザーは、仮想デスクトップセッション内の任意の USBデバイスの自動リダイレク
トの設定を選択できます。Citrix Workspaceアプリは、エンドユーザーが USBの自動リダイレクトを制御できる
アプリレベルの設定を提供するようになりました。エンドユーザーは設定を実行することができ、起動されるセッシ
ョン間でその設定を保持できます。

これには 2つのオプションがあります。1つはセッションの起動時、もう 1つはセッションの進行中です。
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注：

• この機能は、オンプレミスとクラウドの環境をサポートし、管理対象 Chromeユーザーのみが利用でき
ます。

DDCポリシーによる複合USBリダイレクトの構成

以前は、管理者は Google管理ポリシーを使用してクライアント側の USBリダイレクトを構成しました。

2306リリース以降は、DDCポリシーを通じて USBリダイレクトを構成することもできます。DDCポリシーによる
構成により、管理者がポリシーと動作を定義する場合に、統一的かつ一元的な方法を使用できます。これらのポリシ
ーは、オンプレミスおよびクラウド展開の管理対象デバイスおよびユーザーに適用できます。この機能は、VDAバー
ジョン 2212以降でサポートされています。

構成

この機能は次のいずれかの方法で実行できます：
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• Configuration.js
• Google管理ポリシー

注：

• ポリシー enableDDCUSBPolicyはデフォルトで trueに設定されています。

Configuration.js configuration.js ファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行しま
す：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. ファイルを編集します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. enableDDCUSBPolicyの値を falseに設定します。このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "usb" : {
4
5 "enableDDCUSBPolicy": false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
してこの機能を無効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。
このような JSONデータの例を次に示します：
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1     "features" : {
2
3     "usb" : {
4
5        "enableDDCUSBPolicy": false
6      }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

DDCポリシー 以下のスクリーンショットは、USBリダイレクトに関連する DDCポリシーです。この機能は、
VDAバージョン 2212以降でサポートされています。

USBリダイレクトに関連した DDCポリシーについて詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメント
の次の記事を参照してください：

• クライアント USBデバイスリダイレクト規則

• 既存の USBデバイスの自動接続を許可する

• 新しく受信した USBデバイスの自動接続を許可する

• クライアント USBデバイスリダイレクト規則（バージョン 2）
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USBデバイスの自動リダイレクト

USBデバイスを自動的にリダイレクトするには、USBデバイス規則に従う必要があります。
次の方法で USBデバイス規則を設定できます。

• Google管理ポリシー
• クライアント USBデバイスリダイレクト規則（バージョン 2）

複合USBデバイスのUIの機能強化

2306リリース以降、複合 USBデバイスの構成の「split」が trueに設定されている場合、USBデバイスの UIには
インターフェイスクラスではなくインターフェイス番号に基づいてコンポーネントが表示されます。

詳しくは、「複合 USBリダイレクト」の記事を参照してください。

ユーザーインターフェイス

以下はその例です：

DDCポリシーによる複合USBリダイレクトの強化

バージョン 2307以降では、特定の複合 USBインターフェイスまたはインターフェイスクラスがデフォルトで VDA
にリダイレクトできるかどうかを判断できるようになりました。ChromeOSデバイスに複合 USBが接続されてい
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る場合、enableDefaultAllowPolicy構成は、DDCポリシーによる USBリダイレクトをデフォルトで許可でき
るかどうかを決定するのに役立ちます。この機能は、VDAバージョン 2212以降でサポートされています。

使用方法

属性 enableDefaultAllowPolicyを trueに設定し、特定のインターフェイスクラスまたはインターフェイス番
号を VDAにリダイレクトする場合は、他のインターフェイスクラスまたは番号のリダイレクトを拒否するポリシー
規則を追加する必要があります。この機能は、DDCポリシーのクライアント USBデバイスリダイレクト規則（バー
ジョン 2）を使用して構成できます。

詳しくは、「クライアントUSBデバイスリダイレクト規則（バージョン 2）」を参照してください。さらに、Google
管理ポリシーを使用して拒否された部分を構成できますが、これはインターフェイスクラスレベルに対してのみで
す。

詳しくは、「複合 USBデバイスの UIの機能強化」を参照してください。

ここでは、DDCポリシーのクライアント USBデバイスリダイレクト規則（バージョン 2）を使用した構成例を示し
ます。この場合、インターフェイス番号 03のリダイレクトを許可しています。

1 ```
2 "DENY: vid=1188 pid=A301 split=01 intf=00,01,02"
3 <!--NeedCopy--> ```

ここでは、Google管理ポリシー規則を使用した構成例を示します。この場合、HIDインターフェイスによるリダイ
レクトを許可し audioインターフェイスクラスを拒否します。

1 ```
2 "deny": [
3 {
4 "vid":"05e9", "pid":"0428", "split":true, "interfaceClass":["audio"]
5 }
6
7 ]
8 <!--NeedCopy--> ```

構成 この機能は次のいずれかの方法で実行できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

注：

• デフォルトでは、ポリシー enableDefaultAllowPolicyは trueに設定されています。

Configuration.js configuration.js ファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行しま
す：
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1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. ファイルを編集します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. EnableDefaultAllowPolicyの値を falseに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 "features" : {
2
3 "usb" : {
4
5 "enableDefaultAllowPolicy": false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
してこの機能を無効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 'features' : {
2
3 'usb' : {
4
5 'enableDefaultAllowPolicy': {
6 "type": "false" }
7
8 }
9

10 }
11
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12 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

シリアル COMポートリダイレクト

デフォルトでは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、COM5をリダイレクトで優先するシリアル COM
ポートとしてマッピングします。

構成方法

シリアル COMポートリダイレクトを構成するには、Citrix Virtual Apps and Desktopsおよび Citric DaaSのポ
ートリダイレクト設定を適用して、機能を有効にします。ポートリダイレクトについて詳しくは、「ポートリダイレク
トのポリシー設定」を参照してください。

注：

デフォルトでは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、COM5をリダイレクトで優先するシリアル
COMポートとしてマッピングします。

VDAでポリシーのシリアル COMポートリダイレクト設定を有効にするには、次の方法のうちの 1つを使用して
ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを構成します：

• Google管理ポリシー
• configuration.jsファイル
• アクティブな ICAセッションでコマンドを発行して、デフォルトのマッピングを変更する。

Google管理ポリシーを使用して COMポートリダイレクトを構成する この方法では、ポリシーファイルを編集し
てシリアル COMポートをリダイレクトします。

ヒント：

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが再パッケージされる時のみ、ポリシーファイルを使用して COM
ポートを構成することをお勧めします。

Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3   "settings": {
4
5            "Value": {
6
7             "settings_version": "1.0",
8             "store_settings": {
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9
10             "rf_web": {
11
12             "url": "<http://YourStoreWebURL>"
13              }
14
15              }
16 ,
17              "engine_settings":{
18
19             "features" : {
20
21              "com" : {
22
23    "portname" : "<COM4>", where COM4 indicates the port number that

is set by the administrator.                
                                   }

24
25                                   }
26
27                                   }
28
29                                   }
30
31                  }
32
33 }
34
35
36 <!--NeedCopy-->

シリアル COMポート名オプションと説明の一覧：

•“portname”：COM（シリアル）仮想チャネルのポート番号です。デフォルトでは、値は COM5です。

configuration.jsファイルを使用して、COMポートリダイレクトを構成する この方法では、configuration.js
ファイルを編集して、シリアル COMポートをリダイレクトします。configuration.jsファイルで portnameフィ
ールドを見つけて、ポート番号を変更することで値を編集します。

例：

1 "com" :{
2
3
4 "portname" : "COM4"
5
6 }
7
8 <!--NeedCopy-->
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注：

ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリが再パッケージされ、StoreFront に再公開された場合のみ、
configuration.jsファイルを使用した方法でシリアルポートリダイレクトを構成することをお勧めします。

ICAセッションでコマンドを発行して、COMポートリダイレクトを構成する この方法を使用して、シリアル COM
ポートをリダイレクトします。アクティブな ICAセッションで次のコマンドを実行します：

1 net use COM4 : \Client\COM5
2 <!--NeedCopy-->

ヒント：

上記の例では、COM4がリダイレクトで優先して使用されるシリアルポートです。

電源設定

May 16, 2024

スリープしない設定

ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリでは、ユーザーがアクティブ状態でない場合でも、管理対象の
Chromebookデバイスはスリープ状態になりません。

スリープしない設定機能はデフォルトでは無効になっています。

構成方法

この機能を 有効 にする には、Google 管 理 コンソ ールでポリ シーを編 集し、power_settings の
keep_awake_level プロパティを「system」または「display」に設定してから、セッションを再起
動します。

「system」レベルに設定すると、システムはスリープ状態に入りませんが、画面が暗くなるか消えます。「display」
レベルに設定すると、システムはスリープ状態に入らず、アクティブなままになります。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
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8 "power_settings": {
9

10 "keep_awake_level": ” system” or “ display”
11 }
12
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 <!--NeedCopy-->

電源設定オプションと説明の一覧：

•“keep_awake_level”：ユーザーがアクティブでない場合でもデバイスをスリープにならない状態に保ちま
す。次の 2つの値のいずれかを選択できます：

–“system”：システムはスリープ状態になりませんが、画面が暗くなるか消えます。
–“display”：システムはスリープ状態にならずアクティブなままです。

注：

キオスクモードの場合は、Google管理コンソールの［Allow app tomanage power］設定が無効になっ
ていることを確認します。

印刷

May 16, 2024

PDF印刷

Citrix PDFユニバーサルプリンタードライバーによりユーザーは、XenDesktop 7.6および XenApp 7.6以降で配
信された、ホストされているアプリケーション、または仮想デスクトップ上で実行しているアプリケーションで使用
されているドキュメントを印刷できます。ユーザーが［Citrix PDFプリンター］オプションを選択すると、ドライバ
ーがファイルを PDFに変換して、これをローカルデバイスに転送します。PDFは新しいウィンドウで表示したり、
印刷したりできます。

ホストされるアプリケーションまたは仮想デスクトップで実行中のアプリケーションで開いているドキュメントを印
刷する場合、そのドキュメントを PDFで印刷できます。PDFをローカルデバイス上に転送して、そこで表示したり
ローカルプリンターで印刷したりできます。ファイルは ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリに保存されませ
ん。
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重要

ローカル PDF出力は、XenApp/XenDesktop 7.6以降でのみサポートされています。

構成方法

要件 ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのダウンロードページにアクセスするには、My Citrixアカウン
トが必要です。

ホストされたデスクトップおよびアプリケーションで開いたドキュメントをユーザーが印刷できるようにするに
は：

1. Citrix PDFプリンターをダウロードして、Citrix Workspaceアプリユーザーにデスクトップまたはアプリ
を配信する各 VDAマシンに Citrix PDFユニバーサルプリンタードライバーをインストールします。プリンタ
ードライバーをインストール後、マシンを再起動します。

2. Citrix Studioの左側のペインで［ポリシー］ノードを選択し、ポリシーを作成するか、既存のポリシーを編
集します。

Citrix Virtual Apps and Desktopsポリシーの構成について詳しくは、「ポリシー」を参照してください。

3. ポリシーの［PDFユニバーサルプリンターを自動作成する］設定を［有効］にします。

ネットワークプリンターのサポート

以前は、仮想デスクトップセッションから印刷する場合に Citrix PDFプリンターオプションが使用されていました。
プリンタードライバーはファイルを PDFに変換し、その PDFをローカルデバイスに転送します。これによって、こ
の PDFを新しいウィンドウで表示したり、印刷したりできました。

2305リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリはネットワーク印刷をサポートします。エンドユ
ーザーは、セッション内で Chromebookに接続されているプリンターの一覧を表示できます。ユーザーは、ローカ
ルデバイス上で中間 PDFファイルを生成せずに、プリンターを直接選択できます。この機能は以下でサポートされ
ています：

• VDAバージョン 2112以降。
• ChromeOSバージョン 112以降。

注：

• デフォルトでは、この機能は有効になっており、PDF形式のメタファイルの印刷のみがサポートされて
います。

詳しくは、次の記事を参照してください：

• Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの環境内のプリンターとプリンタードライバーの管理。
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• Citrix ポリシーを使用してデフォルトのセッションプリンターを設定する方法についての Knowledge
Centerの記事（How to use Citrix Policy to Set a Default Session Printer ‑ CTX232031）。

• Citrixの印刷に関するクイックスタートガイドとデフォルトの設定についての Knowledge Centerの記事
（Citrix Printing Quick Start Guide and Default configuration ‑ CTX227534）。

構成

この機能は次のいずれかの方法で無効にできます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

注：

• 前提条件として、IT管理者は Delivery Controller（DDC）で［汎用ユニバーサルプリンターを自動作
成する］を有効にする必要があります。詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの
「クライアントプリンターのポリシー設定」を参照してください。

Configuration.js configuration.js ファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行しま
す：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

2. configuration.jsファイルを編集し、networkPrintingのデフォルト値を falseに設定します。このよ
うな JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3   "features": {
4
5    " networkPrinting ": {
6
7           "enable": false
8                      }
9

10     }
11
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12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー IT管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用してこの機能を無効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。このような JSONデータ
の例を次に示します：

1 {
2
3 "features": {
4
5 " networkPrinting ": {
6
7 "enable": false
8 }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

シームレスなエクスペリエンス

May 16, 2024

コネクションセンター

コネクションセンターは、開かれているすべてのアプリケーションを一覧表示するタスクバーを提供することにより、
シームレスなセッションを使用するときのアプリケーション管理を行いやすくするものです。

コネクションセンターを起動するには、Citrix Workspaceアイコンを右クリックして、［コネクションセンター］を
選択します。
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コネクションセンターでは、アプリケーションを選択してから、以下の操作を実行できます：

1. デバイスを表示します。
2. Ctrl+Alt+Delコマンドを送信します。
3. セッションから切断します。
4. セッションからログオフします。

また、［コネクションセンター］ウィンドウで、対応するアプリケーションのラジオボタンを選択して［終了］をクリ
ックすると、アプリを終了できます。

シームレスウィンドウ統合

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、アクティブなセッション内で別のウィンドウでホストされている
複数のアプリのシームレスな統合を追加することで、ユーザーエクスペリエンスを向上します。ChromeOS向け
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Citrix Workspaceアプリのこの機能を使用すると、単一のウィンドウのセッションですべてのアプリを起動するの
ではなく、独立したユーザーインターフェイスでアプリを起動できます。

シームレスアプリケーションを個別のウィンドウでホストできます。この機能により、リモートアプリケーションは
クライアントデバイス上でネイティブに実行されます。

機能の制限事項：

• Chromeタスクバーに追加の項目が表示されます。いずれかのエントリーをクリックすると、選択したセッシ
ョンが前面に表示されます。

• アクティブなセッションで開いているすべてのアプリが単一のウィンドウで実行されます。アクティブなセッ
ションの 1つのアプリにフォーカスすると、そのセッションに含まれるほかのすべてのアプリとともに、その
ウィンドウがフォーカスされます。

タスクバーのシームレスなアプリアイコンを使用して、アプリをすばやく切り替えることができます：
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ヒント：

1つのセッションのすべてのアプリが単一のウィンドウで実行されます。アプリを第 2のモニターへ移動する
と、そのセッションに含まれるすべてのアプリが第 2のモニターへ移動します。

アプリの切り替え

セッション内で開かれているアプリを表示します。

注：

このオプションは、キオスクモード専用です。

アプリスイッチャーを使うと、ユーザーは同じセッションで実行中の複数のアプリ間で切り替えることができます。
フォーカスのあるアプリが強調表示されます。

構成方法

構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
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4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "appSwitcher": {
13
14 "showTaskbar": true,
15 "showIconsOnly": false,
16 "autoHide": false
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27 }
28
29
30 <!--NeedCopy-->

アプリの切り替えオプションと説明の一覧：

• showTaskbar：trueに設定すると、タスクバーがセッションの下部に表示されます。タスクバーを非表示
にするには、このオプションを falseに設定します。

• showIconsOnly：trueに設定すると、タスクバーアイコンが表示されます。このオプションのデフォルト
値は falseです。

• autoHide：trueに設定すると、タスクバーは自動的に非表示になります。このオプションのデフォルト値
は falseです。

タスクバーのアイコン

アクティブなセッションで Citrix Virtual Apps and Desktopsおよび Citrix DaaSを使用して構成されたアプリケ
ーションおよびデスクトップは、個別のアプリとして表示されます。これらのアプリは、ChromeOSデバイスのタ
スクバー（シェルフ）に表示されます。この機能は、公開アプリケーションおよびデスクトップに適用できます。こ
れは、Windowsオペレーティングシステムでのタスクバーと同様の機能と動作を提供します。

この機能は、デフォルトで有効になります。

構成方法
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Google Admin Policyを使ったタスクバーアイコンの構成

注：

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、この方法を使用す
ることをお勧めします。

1. Google管理コンソールにログオンします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. policy.txtファイルに以下の文字列を追加します。

4.［保存］をクリックして、ファイルを閉じます。

StoreFrontの web.configファイルを使用したタスクバーアイコンの構成

注：

web.configファイルの方法は、構成目的でのみ使用することを Citrixではお勧めします。この方法を使用
できるのは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのストアバージョンが使用されている場合です。

1. Citrix Receiver for Webサイトのweb.configファイルを開きます。このファイルはC:\inetpub\
wwwroot\Citrix\\\\<Storename>Webにあります。Storenameは、ストアの作成時に指定
した名前です。

2. chromeAppPreferencesフィールドを見つけて、構成の値を JSON文字列として設定します。

例：

1 chromeAppPreferences='{
2
3 "seamless":{
4
5 "showInShelf":false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

configuration.jsファイルを使用したタスクバーアイコンの構成 configuration.jsファイルは、ChromeApp
ルートフォルダーにあります。Citrix Workspaceアプリを変更する場合は、直接このファイルにアクセスします。
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注：

configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。ファイルを編集した後、ア
プリを再パッケージして変更を保存してください。

configuration.jsファイルを使用して ChromeOSタスクバーを変更するには、以下のようにします：

1. configuration.jsファイルを開いて、showInShelf属性を trueに設定します。

例：

機能の制限事項：

1. 同じアプリケーションの複数のインスタンスが起動されると、アイコンでスタックが作成されることなく別々
のアイコンとして表示されます。たとえば、メモ帳の 2つのインスタンスがあると、タスクバーに 2つのメモ
帳アイコンが表示されます。

2. アプリのピン留めはサポートされていません。

セッションエクスペリエンス

June 18, 2024

全画面モード

構成方法

デスクトップセッションを常に全画面モードで開くように構成するには、Google管理ポリシーを編集して以下を含
めます：

注：

• デフォルトでは、”window state”の値は”maximized”に設定されているため、デスクトップセッシ
ョンは最大化されたウィンドウで開きます。
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1 {
2
3
4       "settings": {
5
6
7                      "Value": {
8
9                      "settings_version": "1.0",

10                     "engine_settings": {
11
12                      "ui": {
13
14                      "sessionsize": {
15
16                   "windowstate": "fullscreen"
17                               }
18
19                                       }
20
21                                                }
22
23                           }
24
25                 }
26
27 }
28
29 <!--NeedCopy-->

セッションサイズ

構成方法

セッションサイズ設定では、セッションの解像度をカスタマイズできます。Google管理ポリシーを編集して、以下
を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "sessionsize" : {
13
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14 "minwidth" : 240,
15 "minheigh" : 120,
16 "available" : {
17
18 "default" : "Fit_To_Window",
19 "values" : [
20 "Fit_To_Window",
21 "Use_Device_Pixel_Ratio",
22 "1280x800",
23 "1440x900",
24 "1600x1200"
25 ]
26 }
27
28 }
29
30 }
31
32 }
33
34 }
35
36 }
37
38 }
39
40
41 <!--NeedCopy-->

さまざまな解像度オプションと説明の一覧：

• minwidth: 240：セッション幅の最小値です。
• minheight: 120：セッションの高さの最小値です。
• available：セッションの解像度を設定するオプションです。

– default：設定した値はデフォルトの解像度に適用されます。デフォルトでは、この値は
“Fit_To_Window”に設定されています。次のように、デフォルト値を変更できます：

* values：以下は、他の解像度の値です：
· Fit_To_Window：利用可能なデフォルトの解像度の値です。ウィンドウサイズと一致する
ため、さまざまな画面解像度をエミュレートできます。

· Use_Device_Pixel_Ratio：デバイスの DPIに一致するようにセッションを拡大縮小しま
す。

· 1280x800：セッションサイズを 1280*800ピクセルに設定します。
· 1440x900：セッションサイズを 1440*900ピクセルに設定します。
· 1600x1200：セッションサイズを 1600*1200ピクセルに設定します。
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ネットプロモータースコア

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、ネットプロモータースコア（NPS）フィードバックを定期的に表示
します。表示されるのは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの使用体験を評価するよう求めるメッセージ
です。NPSフィードバックは、顧客満足度を測定することで、アプリの操作性をさらに向上させるためのツールとし
て導入されました。

1～5の段階で使用体験を評価することができ、5は満足していることを示します。

構成方法

NPSを構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：オプションが trueに設定されている場
合、ユーザーは評価を提供できます。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "netPromoters": true
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23
24 <!--NeedCopy-->

ICAセッションの自動起動

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、Googleの管理対象デバイスまたはユーザーで ICA（Independent
computing architecture）セッションの自動起動をサポートします。

この機能を使用すると、Webの Citrix Workspaceからリモートでリソースにアクセスできます。ダウンロードさ
れた ICAファイルは、デバイスにインストールされた場合、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで自動的に
起動します。以前は、リソースを開始するために、ICAファイルをダウンロードして手動で開くことしかできません
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でした。また、ICAファイルは開かれても削除されず、デバイスに残り続けました。このリリースでは、ICAファイ
ルがセッションの自動起動に使用されると、デバイスから自動的に削除されるようになりました。

構成方法

ICAセッションの自動起動を構成するには、管理者としてログインし、次の手順を実行します：

1. Google管理コンソールにログオンします。
2. Google管理コンソールで、［Devices］>［Chrome］>［Settings］を選択します。
3.［Settings］で（必要に応じて）［Users &Browsers］、［Device］、［ManagedGuest Session Settings］
を選択し、［Auto‑open downloaded files］を設定し、icaを（管理対象ユーザーと管理対象デバイス
の）必要に応じて［User & Browser Settings］、［Device Settings］、［Managed Guest Session
Settings］の［Auto‑open file types］に追加します。

次にユーザーに、以下の手順で ICAファイルを ChromeOSデバイス上で ChromeOS向け Citrix Workspaceア
プリに関連付けるよう依頼します：

1. ファイルマネージャーを開き、以前にダウンロードした ICAファイルに移動します。
2. ICAファイルをクリックします。
3. ナビゲーションバーの右側にある［Open］をクリックして、その横にある矢印を選択します。
4. 次に、［Change default］を選択します。
5. 利用可能なアプリの一覧が表示されます。
6. Citrix Workspaceを選択します。
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セッション内ツールバーとダイアログ

セッション内ツールバーは、画面上の任意の場所に移動できるフローティングツールバーです。ツールバーには、
Citrix Workspaceアプリのアイコンが埋め込まれています。カスタマイズされたツールバーにより、ユーザーエク
スペリエンスが向上します。この強化により、ツールバーから新しいオプションにアクセスできるようになり、次の
ような一般的なタスクを実行しやすくなりました：

• 全画面モードへの切り替え
• ファイルのアップロードまたはダウンロード
• アクティブなセッションからクリップボードへのコンテンツのコピーによってセッション間の共有を実現
• より多くのオプションへのアクセス
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注：

タッチ操作可能なデバイスでは、Citrix Workspaceアプリアイコンが上部中央に表示され、デスクトップセ
ッション中のフローティングツールバーを示します。カーソルを Citrix Workspaceに移動すると、フローテ
ィングツールバーを示すメニューボタンがワークスペースアイコンに変わります。

構成方法

ツールバーはデフォルトで有効になっています。

個々のツールバー項目を非表示にまたはカスタマイズするには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めま
す：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui" : {
11
12 "toolbar" : {
13
14 "menubar" :true,
15 "usb": true,
16 "fileTransfer":true,
17 "about":true,
18 "lock":true,
19 "disconnect":true,
20 "logoff":true,
21 "fullscreen":true,
22 "multitouch":true,
23 "preferences":true,
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24 "gestureGuide":true
25 }
26
27 }
28
29 }
30
31 }
32
33 }
34
35 }
36
37
38 <!--NeedCopy-->

セッション内ツールバーのオプションと説明の一覧：

• menubar：trueに設定するとツールバーが表示され、falseに設定すると非表示になります。
• usb：USBデバイスダイアログボックスを開きます。セッションにリダイレクトできるデバイス一覧が含ま
れています。USBデバイスをリダイレクトするには、適切なデバイスを選択して［接続］クリックします。

• fileTransfer：ユーザーデバイスと Citrix Virtual Apps and Desktopsセッションおよび Citrix DaaSセ
ッション間でのセキュアなファイル転送機能です。セッションに対してファイルをアップロードおよびダウン
ロードし、データにシームレスにアクセスできます。

• about：サードパーティのライセンスページを表示し、バージョン番号を指定します。
• lock：「Ctrl+Alt+Del」をセッションに送信します。
• disconnect：セッションを切断します。
• logoff：セッションからログオフします。
• fullscreen：セッションを全画面モードに調整します。セッションが複数のモニターに接続されている場合、
全画面アイコンではなく、マルチモニターアイコンがメニューバーに表示されます。全画面モードのときは、
メニューバーに［Restore］アイコンが表示されます。最大化モードを復元するには、ツールバーの UIで
［Restore］をクリックします。
• multitouch：すべてのジェスチャを仮想セッションにリモート処理します。アプリはサポートされるジェス
チャをベースにして動作します。

• preferences：CEIPおよびディスプレイの解像度設定をカスタマイズするオプションを提供します。
• gestureGuide：タッチモードでのジェスチャのガイドを提供します。

configuration.jsファイルを使用してツールバーの構成を無効にするには、以下の手順を実行します：

configuration.jsファイルは、ChromeApp ルートフォルダーにあります。ChromeOS 向け Citrix
Workspaceアプリに変更を加える場合は、直接このファイルを編集します。

1. configuration.jsファイルを開いて、menubar属性を falseに設定します。

個別のアイコンを非表示にして、ツールバーに表示されないようにすることもできます。たとえば、ツールバーの
［Ctrl+Alt+Del］ボタンを非表示にするには、次の手順に従います：
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1. configuration.jsファイルを開いて、lock属性を falseに設定します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

セッション共有

このセッション共有機能を使用するには、アプリケーションが同じマシン上でホストされており、ウィンドウのサイ
ズ、色深度、暗号化などのパラメーター設定が同じシームレスウィンドウモードで構成されている必要があります。
ホストされているアプリケーションを使用できる場合は、デフォルトでセッション共有が有効になっています。

バッテリー状態インジケーター

デバイスのバッテリー状態が、仮想デスクトップセッションのシステムトレイに表示されます。以前は、セッション
でバッテリー状態インジケーターが表示されなかったため、バッテリー残量がなくなった後にノートブックがシャッ
トダウンし、生産性が低下することがありました。

この機能は、VDAバージョン 7.18以降でのみサポートされています。

注：

• Microsoft Windows 10 VDAでは、バッテリー状態インジケーターが表示されるまでに約 1～2分かか
る場合があります。

サービス継続性

サービス継続性により、接続プロセスに関与するコンポーネントの可用性に依存することがなくなるか、依存が削減
されます。クラウドサービスのヘルス状態に関係なく、Citrix Virtual Apps and Desktopsおよび Citrix DaaSを
起動できます。つまり、サービス継続性により、停止中に DaaSアプリとデスクトップに接続できます。前提条件と
して、デバイスはリソースの場所へのネットワーク接続を維持する必要があります。

詳しくは、Citrix Workspaceドキュメントの「サービス継続性」セクションを参照してください。

メモ：

• サービス継続性機能は無効になっています。
• 以前にサービス継続性機能を有効にしていて、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの古いバー
ジョンを使用している場合は、サービス継続性機能を使用できない可能性があります。この機能を有効に
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するには、Citrix Workspaceアプリを最新バージョン（2402.1以降）に更新し、Knowledge Center
の記事CTX632723の手順を実行することをお勧めします。

構成

次の方法でサービス継続性機能を有効にできます：

• Google管理ポリシー

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
してサービス継続性機能を有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2. この構成は以下に適用できます：

•［Device］>［Chrome］ >［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張機能
を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、拡張
機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡張機
能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "features": {
11
12 "serviceContinuity":{
13
14 "enable": true
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
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24
25 }
26
27
28 <!--NeedCopy-->

ブラウザーコンテンツリダイレクト

ブラウザーコンテンツリダイレクト（BCR）は、リモートブラウザーのコンテンツをクライアントのデバイスにリダ
イレクトします。BCRは、リモートデスクトップウィンドウ内で実行されるフレームやフチのないWebブラウザー
であり、リモート（VDA）ブラウザーのコンテンツ領域に重なります（オーバーレイ）。

BCRはブラウザーのコンテンツをクライアントデバイスにリダイレクトし、Citrix Workspaceアプリに埋め込まれ
た対応するWebブラウザーを作成します。この機能は、ネットワーク使用量、ページ処理、およびグラフィックレ
ンダリングをエンドポイントにオフロードします。そうすることで、要求の多いWebページ、特に HTML5または
WebRTCを組み込んだWebページを閲覧する際のユーザーエクスペリエンスが向上します。ビューポート（ユーザ
ーのWebページの表示領域）のみがエンドポイントにリダイレクトされます。ブラウザーコンテンツリダイレクト
は、VDAのブラウザーのユーザーインターフェイス（アドレスバー、ツールバーなど）はリダイレクトしません。

つまり、BCRは、クライアント側の許可リストにあるWebページをレンダリングする機能を提供します。この機
能は、Citrix Workspaceアプリを使用してクライアント側の対応するレンダリングエンジンをインスタンス化し、
URLから HTTPおよび HTTPSコンテンツを取得します。

許可リストの設定方法について詳しくは、以下を参照してください：

• Chrome向けのWebブラウザーコンテンツリダイレクト拡張機能
• ブラウザーコンテンツリダイレクトのポリシー設定

この機能の既知の問題

• BCRオーバーレイの際、新しいタブでWebサイトのリンクを開くと、セッションブラウザーではなくクライ
アントブラウザーで開きます。[HDX‑43206]

この機能の既知の制限事項

• この機能は、以下をサポートしていません：

– サーバー側でフェッチし、クライアント側でレンダリングするシナリオ。
– 統合Windows認証（IWA）Webサーバー。
– マルチモニター機能。

• BCRでリダイレクトされたWebサイトにファイルをアップロードまたはダウンロードする場合、VDAセッ
ションのファイルピッカーの代わりに ChromeOSのファイルピッカーが表示されます。[HDX‑43207]
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• BCRでリダイレクトされたページからの印刷はサポートされていません。

仮想アプリとデスクトップの起動エクスペリエンスの向上

2306リリース以降、アプリとデスクトップの起動エクスペリエンスが向上し、起動状態に関連した情報がタイムリ
ーに提供されます。

セッション起動通知の表示を構成する

2307以降、管理者は次の設定を使用して起動の進行状況通知の表示を有効または無効にできます。

この構成が有効になっている場合、画面の右下にセッション起動の進行状況通知が表示されます。この構成が無効に
なっている場合、セッション起動の進行状況通知は表示されません。

注：

• デフォルトでは、この構成は有効になっています。

通知が無効になっていると、エンドユーザーは起動状態に関する関連情報をタイムリーに得ることができなくなりま
す。
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通知が有効になっている場合、エンドユーザーには画面の右下に起動の進行状況が表示されます。

構成 この機能は次のいずれかの方法で実行できます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js configuration.js ファイルを使用してこの機能を無効にするには、次の手順を実行しま
す：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

2. ファイルを編集します。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

3. 起動の進行状況通知の表示を無効にするには、CTXTUIの値を falseに設定します。
このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "vc_channel":{
4
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5 "CTXTUI": false
6 }
7
8 }
9

10 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

Google管理ポリシー 管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用
してこの機能を無効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "vc_channel":
11
12 {
13 "CTXTUI": false }
14
15
16 }
17
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。
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Citrix Workspaceアプリでのサステナビリティに関する取り組み

以前は、ユーザーが「X」ボタンをタップして仮想デスクトップを閉じると、仮想デスクトップは切断された状態のま
までした。これにより、不必要な電力とリソースが消費されていました。

バージョン 2405以降、未使用の仮想デスクトップの実行によって使用される可能性のある電力を節約することをユ
ーザーに奨励する、サステナビリティに関する取り組みが導入されました。

この機能を有効にすると、ユーザーが Xアイコンをタップしてセッションを切断すると、デスクトップセッションか
らサインアウトするように求めるメッセージが表示されます。Windows OSポリシーを使用して、ユーザーがログ
インしていないときに仮想マシンをシャットダウンしている企業の場合、この機能は電力の節約に役立つ可能性があ
ります。

エンドユーザーは次の 2つの方法でセッションを終了できます：

省エネのためにサインアウトする ‑このサステナビリティアクションにより、仮想マシンがシャットダウンされ、電
力が節約されます。エンドユーザーは、サインアウトする前に作業内容を必ず保存してください。

切断して、仮想デスクトップセッションウィンドウを閉じる。ただし、仮想セッションは次回サインインするまでア
クティブなままです。エンドユーザーは簡単に作業を再開できます。

ストアエクスペリエンス

May 16, 2024
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ストアの設定

構成方法

ストアを作成するには、サーバーとの通信を特定して構成します。ストアで利用可能にするリソースを指定できま
す。次に、Citrix Gateway経由でのストアへのリモートアクセスを設定します（任意）。ストア設定を構成するには、
Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "store_settings": {
9

10 "name": "SampleStore",
11 "gateways": [{
12
13 "url": "https: //yourcompany.gateway.com",
14 "is_default": true
15 }
16 ],
17 "beacons": {
18
19 "internal": [{
20
21 "url": "http: //yourcompany.internalwebsite.net

"
22 }
23 ],
24 "external": [{
25
26 "url": "http: //www.yourcompany.externalwebsite

.com"
27 }
28 ]
29 }
30 ,
31 "rf_web": {
32
33 "url": "http: //yourcompany.storefrontstoreweb.net"
34 }
35
36 }
37
38 }
39
40 }
41
42 }
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43
44
45 <!--NeedCopy-->

ストア設定オプションと説明の一覧：

•“name”：ストア名を入力します。

•“gateways”：ゲートウェイ URLです。

ゲートウェイ URL をhttps://gateway.domain.comまたはhttps://yourcompany.
gateway.comの形式で追加して、ユーティリティページで［追加］をクリックします。

2つ以上のゲートウェイ URLが追加されている場合、デフォルトのゲートウェイを設定できます。

ゲートウェイをデフォルトにするには、”is_default”フラグに trueを設定します。デフォルトを指定しない
場合は、フラグを falseに設定します。

例：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "store_settings": {
9

10 "name": "RTST",
11 "gateways": [{
12
13 "url": "https: //yourcompany.gateway.com"

,
14 "is_default": true
15 }
16 ,
17 {
18
19 "url": "https://gateway2.domain.com",
20 "is_default": false
21 }
22 ]
23 }
24
25 }
26
27 }
28
29 }
30
31
32 <!--NeedCopy-->
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•“internal”：Citrix Workspaceアプリが StoreFrontに直接接続するか、ゲートウェイ経由で接続するかを
指定します。例：https://storefront.domain.com。

•“external”：指定されたネットワークインターフェイスが利用可能で、トラフィックを許可するかを指定しま
す。例：https://citrix.com。

•“rf_web”：ストア URLです。

複数のストアをサポート

2305リリース以降、IT管理者はエンドユーザーに複数のストアを割り当てることができます。エンドユーザーは、
正確なストア URLを覚えていなくても、複数のストアを簡単に切り替えることができるようになりました。この機
能により、複数のストアにアクセスするときのユーザーエクスペリエンスが向上します。

構成方法

複数のストアを構成するために、IT管理者は Google管理ポリシーを編集できます。このような JSONデータの例
を次に示します：

1 {
2
3       "settings_version": "1.0",
4       "store_settings": {
5
6             "name": "SampleStore",
7             "gateways": [{
8
9                   "url": " https: //yourcompany.gateway.com",

10                   "is_default": true
11             }
12 ],
13             "beacons": {
14
15                   "internal": [{
16
17                         "url": " http: //yourcompany.internalwebsite.

net"
18                   }
19 ],
20                   "external": [{
21
22                   "url": " http: //www.yourcompany.externalwebsite.com"
23                   }
24 ]
25             }
26 ,
27             "rf_web": {
28
29                   "url": " http: //yourcompany.storefrontstoreweb.net"
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30             }
31 ,
32             "secondary_stores": [{
33
34                   "name": " SampleStore",
35                   "gateways": [{
36
37                         "url": " https: //yourcompany.gateway.com ",
38                         "is_default": true
39                   }
40 ],
41                   "beacons": {
42
43                        "internal": [{
44
45                         "url": " http: //yourcompany.internalwebsite.

net "
46                         }
47 ],
48                         "external": [{
49
50                     "url": " http: //www.yourcompany.externalwebsite.

com "
51                         }
52 ]
53                   }
54 ,
55                   "rf_web": {
56
57                   "url": " http: //yourcompany.storefrontstoreweb.net "
58                   }
59
60             }
61 , {
62
63                   "rf_web": {
64
65                   "url": " http: //yourcompany.storefrontstoreweb.net "
66                   }
67
68             }
69 ]
70       }
71
72 }
73
74 <!--NeedCopy-->

secondary_stores 属性では、複数のストアを構成できます。管理者は JSON 構造を複数回使用できます。
ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのカスタマイズ方法について詳しくは、「構成ユーティリティツール」を
参照してください。
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複数の StoreFront

Citrix Workspaceを再起動せずにストアアドレスを変更できます。既存の Citrix Workspaceセッションが実行中
であれば、中断せずに続行します。

ストアを追加するには、以下の手順を実行します：

1. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリで［設定］をクリックし、［アカウント］タブをクリックします。

2.［ストアURLまたはメールアドレス］フィールドに StoreFront URLまたはメールアドレスを入力します。

3.［適用］をクリックして新しいストアを保存します。

ストアを切り替えるには、［ストアURLを選択してください］一覧からストアを選択します。
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一覧からストアを削除するには、削除するストアアドレスの横の削除アイコンをクリックし、削除を確定します。
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ストアを再読み込み

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリウィンドウでは、再読み込み操作のボタンが追加されました。ボタンを
クリックすると、ストアの Cookieがクリアされ、ストアページが再度読み込まれます。

Refresh store

2307リリース以降、次の構成を適用することで、公開アプリのインスタンスの重複を回避できるようになりまし
た。

注：

• デフォルトでは、この構成は無効になっています。この構成を有効にすると、公開されたアプリの重複し
たインスタンスが表示されなくなります。 アイコンをクリックしてストアを更新します。

この機能は次のいずれかの方法で実行できます：
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• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js

configuration.jsファイルを使用してこの機能を有効にするには、次の手順を実行します：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。

メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

2. ファイルを編集し、refreshStoreを trueに設定します。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 'ui' :{
2
3 'refreshStore': true
4 }
5
6 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー

管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、次のように Google管理ポリシーを使用してこの機能を有効にでき
ます。

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsの下の policy.txtファイルに追加します。

注：

この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、
拡張機能のポリシーを見つけます。
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•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡
張機能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "refreshStore": true
13 }
14
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

メールアドレスによるストア検出

これで、ストアの URLを記憶しなくても、メール IDを使用して Citrix Workspaceアプリにアクセスできます。ア
カウントに割り当てられたストアは自動的に入力されます。［アカウント］ >［メールアドレスまたはストア URL］
ドロップダウンメニューに移動して、メールに関連付けられているストアの一覧を表示します。

注：

ストア URLを使用してサインインすることもできます。
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管理者として、ストアアカウントを維持および自動入力するには、前提条件として「Citrix Cloud APIの概要」を参
照してください。

詳しくは、「Global App Configuration Service」を参照してください。

ストアURLの短い名前

以前は、ストア URLを表示できましたが、ストア URLの短い名前を追加または変更する機能はありませんでした。
これは、管理者やユーザーがストア URLを覚える妨げになっていました。

2402リリース以降、管理対象ユーザーに対して、管理者は Google管理コンソールからストアURLとともにカスタ
ムストア名をプッシュできるようになりました。この機能により、ユーザーはさまざまなストアを簡単に識別できる
ようになります。また、管理者は属性 allowEditStoreNameを trueまたは falseに設定することで、ユーザー
がストア名を編集できるかどうかを決定できます。詳しくは、後述の構成セクションを参照してください。

BYODユーザーの場合、ストア名は自動生成されます。たとえば、Store、Store 1、Store 2などです。ストアは、メ
ールアドレスによるストア検出機能を使用して設定されます。ユーザーは必要に応じてストア名を編集できます。

構成

デフォルトでは、BYODユーザーはストア名を編集できます。

管理対象デバイスとユーザーの場合、管理者は、属性 allowEditStoreNameを trueに設定することで、次のよ
うに Google管理ポリシーを使用してこの機能を有効できます。
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注：

• デフォルトでは、属性 allowEditStoreNameは falseに設定されています。

Google管理ポリシー このポリシーを有効にするには、次の手順を実行します：

1. Google管理コンソールにサインインします。

2. この構成は以下にも適用できます：

•［Device］>［Chrome］ >［Apps and extensions］>［Users and browsers］から、拡張機能
を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

•［Device］>［Chrome］>［Apps and extensions］>［Kiosks］から、拡張機能を検索して、拡張
機能のポリシーを見つけます。

•［Device >［Chrome］>［Apps and extensions］>［Managed guest sessions］から、拡張機
能を検索して、拡張機能のポリシーを見つけます。

このような JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "store_settings": {
9

10 "name": "Citrix store",
11 "allowEditStoreName": true,
12 "rf_web":
13 {
14
15 "url": "https://xyz.cloud.com"

}
16
17 }
18 ,
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。
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注：

コードスニペットでは、属性 nameはストアの短い名前を使用します。

機能の使用方法 デフォルトでは、BYODユーザーはストア名を編集できます。管理対象ユーザーの場合は、組織の
管理者がストア名を編集する権限を付与していると編集することができます。詳しくは、「ストア URLの短い名前」
を参照してください。

タッチとモビリティのサポート

May 16, 2024

マルチタッチモード

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、Google管理コンソールからマルチタッチをデフォルトモードと
して設定できます。マルチタッチモードでは、マルチタッチジェスチャを有効にするかどうかを制御します。

パンモードとマルチタッチモードを切り替えることができます。以前は、パンモードがデフォルトモードとして設定
されていました。

タッチデバイスでセッションを起動すると、デフォルトでは、ジェスチャはパンモードで処理されます。ツールバー
を使用してマルチタッチモードに切り替えることができます。この機能により、ユーザーエクスペリエンスが向上し
ます。

構成方法

この機能をデフォルトとして設定するには、Google管理コンソールでポリシーを編集し、［defaultMode］の値を
「multitouch」に設定します。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "ui": {
11
12 "touch" : {
13
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14 "defaultMode" : "multitouch"
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25 }
26
27
28 <!--NeedCopy-->

タッチのサポート

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、タッチ対応の Chromeデバイスでタブレットモードでセッショ
ンを実行できるようになり、タッチのサポートが強化されました。現在、ジェスチャ、マルチタッチ、およびソフト
キーボード機能がサポートされています。

Chromeデバイスがタブレットモードのときに、［キーボードを開く］アイコンがセッションツールバーに表示され
るようになりました。この機能を使用するか、3本指でタップすると、ソフトキーボードが表示されます。

タッチデバイスでのジェスチャの機能強化

23.4.0リリース以降、Citrix Workspaceアプリは、ジェスチャ、マルチタッチ、およびソフトキーボード機能（タ
ブレットモード）に関連したエンドユーザーエクスペリエンスを強化します。Citrix Workspaceアプリセッション
で、タップ、スワイプ、ドラッグなど、一般的なマルチタッチジェスチャを使用できます。

ジェスチャガイドは次のとおりです：

これを行うには、以下の手順に従います： Citrix Workspaceアプリで次の操作をする：

クリック 1本指でタップ

右クリック タッチしたまま押さえて離す

キーボードを表示する 3本の指でタップ（またはツールバーのキーボードアイ
コンをタップ）

ドラッグ タッチしてそのままドラッグする方向に指を動かす

カーソルを有効にする 2本の指でタップ
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キーボードの自動表示

入力フィールドに表示されるフローティングキーボードボタンを使用して、サーバーでキーボードの自動表示を有効
にできます。キーボードの自動表示機能を使用するには、サーバー側の設定が有効になっていることを確認します。

機能の制限事項：

• マルチタッチモードでは、3本の指でタップしてもソフトキーボードは取得できません。機能するのはパンモ
ードのみです。

• ソフトキーボードが正しく機能するためには、常にシステムのソフトキーボードではなく、セッションツール
バーのキーボードを開くアイコンを使用して、閉じてください。システムのソフトキーボードを使用してソフ
トキーボードを閉じると、ソフトキーボードが予期しない動作をする場合があります。

構成方法

サーバー側の設定を有効にするには、次の手順を実行します：

1. Delivery Controllerで、Citrix Studioを開きます。
2.［ポリシー］を選択します。
3.［ポリシーの作成］をクリックします。
4.［キーボードの自動表示］を検索し、［許可］を選択します。

URLのリダイレクト

May 16, 2024

ホストからクライアントへのリダイレクト

コンテンツのリダイレクトを使用すると、ユーザーが次のいずれの方法で情報にアクセスするかを制御できます：

• サーバー上で公開されているアプリケーションを使用する、または
• ユーザーデバイス上でローカルにアプリケーションを実行する。

ホストからクライアントへのリダイレクトは、コンテンツのリダイレクト機能の一種です。これは、Citrix XenApp
および XenDesktopバージョン 7.15 LTSR以降を搭載したサーバーOS VDA（デスクトップOS VDAではない）で
のみサポートされます。

詳しくは、XenAppおよび XenDesktopドキュメントの「ホストからクライアントへのリダイレクト ‑ XenAppお
よび XenDesktop」を参照してください。
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ホストからクライアントへのリダイレクト機能を有効にすると、URLはサーバー VDAでインターセプトされてから
ユーザーデバイスに送信されます。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが、URLをセッション内で開くかロ
ーカルデバイスで開くかを選択するようにユーザーに求めるダイアログボックスを表示します。このダイアログは、
すべての URLに対して表示されます。

ホストからクライアントへのリダイレクト機能が無効な場合、URLはサーバー VDA上のWebブラウザーまたはマ
ルチメディアプレーヤーで開きます。ホストからクライアントへのリダイレクト機能を有効な場合、ユーザーがこの
機能を無効にすることはできません。

ホストからクライアントへのリダイレクトは、以前はサーバーからクライアントへのリダイレクトと呼ばれていまし
た。

詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメントの「一般コンテンツリダイレクト」を参照してくださ
い。

URLリダイレクトの機能強化

以前は、ホストからクライアントへのリダイレクト機能を有効にすると、URLはサーバー VDAでインターセプトさ
れてからユーザーデバイスに送信されていました。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが、URLをセッショ
ン内で開くかローカルデバイスで開くかを選択するようにユーザーに求めるダイアログボックスを表示します。ダイ
アログボックスは、URLごとに表示されていました。

2305以降、管理者は、さらにダイアログボックスを表示することなく、ローカルデバイス内のリンクを開くよう
に URLリダイレクトを構成できるようになりました。この機能強化により、ユーザーエクスペリエンスが向上しま
す。

注：

• デフォルトでは、この機能は無効になっています。

構成方法

この機能は次のいずれかの方法で有効にできます：

• Configuration.js
• Google管理ポリシー

Configuration.js configuration.js ファイルを使用してこの機能を有効にするには、次の手順を実行しま
す：

1. configuration.jsファイルを、ChromeAppルートフォルダーで見つけます。
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メモ：

• Citrixでは、configuration.jsファイルに変更を加える前に、バックアップを作成することをお
勧めします。

• ChromeOS 向け Citrix Workspace アプリをユーザー向けに再パッケージする場合のみ、
configuration.jsファイルを編集することをお勧めします。

• configuration.jsファイルを編集するには、管理者レベルの資格情報が必要です。

2. configuration.jsファイルを編集し、forceOpenInClientのデフォルト値を trueに設定します。このよ
うな JSONデータの例を次に示します：

1 {
2
3 "features": {
4
5         "UrlRedirection": {
6
7         "forceOpenInClient": true
8         }
9

10 }
11
12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

3. 変更を保存します。

Google管理ポリシー オンプレミス環境では、管理者は次のように Google管理ポリシーを使用してこの機能を
有効にできます：

1. Google管理ポリシーにサインインします。

2.［端末管理］>［Chrome搭載端末］>［ユーザー設定］の順に移動します。

3. 次の文字列を engine_settingsキーの下の policy.txtファイルに追加します。このような JSONデータ
の例を次に示します：

1  {
2
3 "features": {
4
5 "UrlRedirection": {
6
7 "forceOpenInClient": true
8 }
9

10 }
11
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12 }
13
14 <!--NeedCopy-->

4. 変更を保存します。

仮想チャネル

May 16, 2024

仮想チャネルについて

仮想チャネルは、サーバー側のアプリケーションと通信するクライアント側の仮想ドライバーで構成されます。仮想
チャネルは Citrix Virtual Apps and Desktopsサーバーを使用したリモートコンピューティング環境に不可欠な要
素です。

仮想チャネルは次の用途に使用されます：

• 印刷
• シリアルポートマッピング
• クリップボード
• オーディオ
• マルチメディア
• コントロールチャネル
• EUEM
• USB
• ファイル転送
• モビリティ
• マルチタッチ
• スマートカード
• モバイルデバイス上の Receiver
• Microsoft Teams
• Input Method Editor
• ブラウザーコンテンツリダイレクト
• クライアントドライブマッピング
• 透過的なユーザーインターフェイス
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構成方法

すべての仮想チャネルはデフォルトで有効になっています。特定の仮想チャネルを無効にするには、Google管理ポ
リシーを編集して、以下を含めます：”vc_channel”の下の機能名を選択して、ユーティリティページで［追加］を
クリックします。例：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "vc_channel": {
11
12 "<vc_name1>": false,
13 "<vc_name2>": false,
14 "<vc_name3>": false,
15 "<vc_namen>": false
16 }
17
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26
27 <!--NeedCopy-->

特定の”vc_channel”を有効にするには、機能を選択し、ユーティリティページで［削除］をクリックします。

注：

名前は 1～nの範囲で指定できます。最後の name「n」に trueまたは falseを設定した後は、コンマを使用
することはできません。

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "vc_channel": {
11
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12 "CTXCPM ": false,
13 "CTXCAM ": false,
14 "CTXGUSB": false
15 }
16
17 }
18
19 }
20
21 }
22
23 }
24
25
26 <!--NeedCopy-->

仮想チャネルオプションと説明の一覧：

•“CTXCPM”: PDF印刷です。
•“CTXCCM”：クライアントのシリアルポートのマッピングです。
•“CTXCLIP”：セッションから VDAへ、および VDAからセッションへのクリップボード操作です。
•“CTXCAM”：クライアントオーディオマッピングです。
•“CTXMM”：Citrixマルチメディアリダイレクトです。
•“CTXCTL”：Citrixコントロール仮想チャネルです。
•“CTXEUEM”：EUEM（End User Experience Monitoring：エンドユーザー状況監視）です。
•“CTXGUSB”：USBデバイスをセッションにリダイレクトします。
•“CTXFILE”：ユーザーデバイスとCitrix Virtual Apps andDesktopsセッションおよびCitrix DaaS（Citrix
Virtual Apps and Desktopsサービスの新名称）セッション間での、セキュアなファイル転送機能です。セ
ッションに対してファイルをアップロードおよびダウンロードし、データにシームレスにアクセスできます。

•“CTXMTCH”：マルチタッチは、仮想セッションへのすべてのジェスチャをリモート処理します。アプリは、
サポートするジェスチャに基づいて動作します。

•“CTXSCRD”：スマートカードのサポートです。
•「CTXMOB」：モバイルデバイス上の Receiverの仮想チャネル。
•「CTXMTOP」：Microsoft Teamsの仮想チャネル。
•「CTXIME」：Input Method Editor（IME）。
•「CTXCSB」：ブラウザーコンテンツリダイレクト。
•「CTXCDM」：クライアントドライブマッピング。
•「CTXTUI」：透過的なユーザーインターフェイス。

カスタム仮想チャネル

Chromeの仮想チャネル SDKを使用すると、サードパーティの Chromeアプリでカスタム仮想チャネルを作成で
きます。これらのチャネルは、Citrix Workspaceアプリまたは HDX SDK for Chromeを使用して起動されたアプ
リおよびデスクトップセッションで初期化されます。
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さらに、仮想チャネル SDKを使用すると、サードパーティの Chromeアプリ、アプリおよびデスクトップからデー
タを簡単に書き込み、受信できます。

構成方法

カスタム仮想チャネルを構成するには、Google管理ポリシーを編集して、以下を含めます：

1 {
2
3 "settings": {
4
5 "Value": {
6
7 "settings_version": "1.0",
8 "engine_settings": {
9

10 "customVC": [
11 {
12
13 "appId": "xyz",
14 "streamName": "abc"
15 }
16
17 ]
18 }
19
20 }
21
22 }
23
24 }
25
26
27 <!--NeedCopy-->

CustomVCオプションと説明の一覧：

•“appId”：カスタム仮想チャネルを実装している Chromeアプリの IDです。
•“streamName”：仮想チャネル名です。

トラブルシューティング

May 16, 2024
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ログを収集する方法

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、ユーザーデバイスが生成したログにタイムスタンプを付けます。
Citrix Workspaceアプリは、進行中の仮想デスクトップおよび仮想アプリのセッションのログ収集をサポートしま
す。

エンドユーザーは、トラブルシューティングに役立つログを収集できます。ログはユーザーデバイスとマシンの両方
で生成できます。デスクトップのログとアプリケーションのログを生成できます。

以前は、進行中のセッションで［ログの開始］を選択した後に起動されたセッションのログのみを収集できました。
これによって、［ログの停止］を選択するまで、進行中およびその後のセッションのログが収集されます。

ユーザーデバイスでログ機能を有効にするには

1. ユーザーデバイスで、Citrix Workspaceアプリを起動し、ログインページに移動します。

2. 右下隅にある設定の画像ボタンを選択します。

3.［設定］ダイアログボックスで［ログの開始］を選択します。

［設定］ダイアログボックスに、収集されたログファイルの詳細が一覧で表示されます。

4.［ログの停止］を選択してユーザーデバイス上でのログの収集を終了します。

クライアントログ

注：

• リリース 2207以降、コンソールログはクライアントログの一部になります。

1. Citrix Workspaceアプリのサインイン画面の右下にある設定ボタンをクリックします。
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2.［ログ］の下の［ログの開始］ボタンをクリックして、ログの収集を有効にします。

3.［ログの開始］ボタンが［ログの停止］に変わります。この変更は、ログの収集が有効になっていることを示し
ます。
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［アカウント］ダイアログボックスを閉じます。

4. Citrix Workspaceアプリ仮想デスクトップにサインインして仮想アプリセッションを起動し、問題を再現し
てログを収集します。

問題を再現するために、セッションで作業を続けます。

5. 問題が再現されたら、セッションを閉じます。

6. 設定ボタンをもう一度クリックして、［アカウント］ダイアログボックスを開きます。

7.［ログ］タブをクリックします。

8.［ログ］ダイアログボックスには、キャプチャされたログファイルの一覧が表示されます。
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9. ログファイルの上にマウスを移動すると、右側に小さな矢印が表示されます。

10. 矢印ボタンをクリックして、ログファイルをダウンロードして保存します。

11.［ログファイル］の下に一覧表示されているすべてのログファイルを保存し、管理者または Citrixサポートエ
ンジニアと共有します。

12.［ログの停止］をクリックします。

注：

キオスクモードの場合、ファイルは USBリムーバブルデバイスに保存できます。

コンソールログ

注：

• バージョン 2207以降、コンソールログはクライアントログの一部になります。したがって、クライアン
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トログを収集するだけで十分です。

1. Citrix Workspaceアプリの Google Chromeブラウザーで chrome://inspect/#appsページを開きま
す。

2.［Apps］タブで、Citrix Workspace関連のすべてのウィンドウ（SessionWindow.html、Main.html、お
よびその子ノード）で［inspect］をクリックします。

3. 開かれた開発者ツールウィンドウごとに、［Console］をクリックします。次に、右クリックして［Save as］
オプションを選択し、ログ全体を保存します。
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USBリダイレクトログ

1. ChromeOSの「Web.configの使用」の手順に従い、次の方法で USBのmoreLogsを有効にします：

StoreFrontのweb.configファイルで chromeAppPreferencesにmoreLogs構成値を追加します：
chromeAppPreferences ='{ "moreLogs":{ "usb":true } } '

2. 次に、Google Chromeブラウザーで新しいタブを開き、chrome://device‑logを入力してログを共有し
ます。

ファイル転送ログ

ファイル転送ログは、クライアントおよびサーバーの両方から取得できます。

クライアントからファイル転送ログを取得するには：

1. ブラウザーを起動します。
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2. 次の URLでログ取得を開始します。
<storefronturl>/clients/html5client/src/viewlog.html
ここで、<storefronturl>は、ストアが構成された StoreFrontサーバー FQDNまたは IPアドレスです。

詳しくは、HTML5および Chromeファイル転送に関するブログを参照してください。

Microsoft Teamsの最適化ログ

Microsoft Teamsの最適化は、最新の shimライブラリバージョン 1.8.0.12をサポートします。

使用している現在の shimバージョンを確認するには：

1. Microsoft Teamsアプリケーションを起動し、ユーザーの 1人との通話を開始します。

2. 通話が確立されたら、Microsoft Teamsウィンドウを最大化します。

3. セッション内のスクリーンキーボードを開き、Ctrl + Alt + Shift + 1キーをクリックします。
これで、ダウンロードフォルダーにあるログファイルを表示できます。

4. MSTeams Diagnostics Log <date><time>_vdi partner.txtファイルを開いて、
type_scriptで shimバージョンを検索します。
shimバージョンが 1.8.0.12かを確認します。

5.（オプション）shimのバージョンが 1.8.0.12でない場合は、管理者に連絡して最新バージョンにアップグレ
ードしてください。

キオスクモードのクライアントログ

キオスクモードでログを収集するには：

1. リムーバブル USBデバイスを Chromebookに接続します。

2. ログファイルをダウンロードします。

3. 接続されている USBデバイスにログファイルを保存します。

ログファイルが USBデバイスに転送されます。

ショートカット

• キーボードのショートカット Ctrl+Alt+Shift+1は、仮想デスクトップ内の最適化されたMicrosoft Teams
では機能しない可能性があります。回避策として、スクリーンキーボードを開き、ショートカットを使用しま
す。[RFHTMCRM‑5441]
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構成ユーティリティツール

May 16, 2024

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをカスタマイズするには、4つのオプションがあります：

• configuration.js
• web.config
• default.ica
• Googleポリシー

4つのオプションは、UIベースの構成Webページである構成ユーティリティで使用できます。

ダウンロードページから構成ユーティリティツールをダウンロードします。

構成ユーティリティツールの使用方法

1.［Creat New］をクリックします。

2. Chrome向け Citrix Workspaceアプリを選択し、4つの構成オプションのいずれかを選択します。次に
［Continue］をクリックして続行するか、［Cancel］をクリックしてホームページに戻ります。

configuration.jsの場合

構成を作成するには、以下を実行します。

1. configuration.jsを選択してから［Continue］をクリックして構成するか、［Cancel］をクリックしてホ
ームページに戻ります。
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2. 構成ユーティリティツールで、目的の機能を選択し適切な値を設定します。

3.［Download］をクリックして configuration.jsファイルをダウンロードします。

構成を編集するには、以下を実行します。

1.［Upload existing file］をクリックします。

2. Chrome向け Citrix Workspaceアプリを選択し、configuration.jsを選択します。

3.［Browse］をクリックし、configuration.jsファイルの場所に移動し、ファイルを選択してアップロードし
ます。

4.［Continue］をクリックして構成するか、［Cancel］をクリックしてホームページに戻ります。
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5. 目的の機能を選択し、適切な値を設定します。

6.［Download］をクリックして configuration.jsファイルをダウンロードします。

web.configの場合（StoreFront）

1. web.configを選択してから［Continue］をクリックして構成するか、［Cancel］をクリックしてホーム
ページに戻ります。

2. 目的の機能と適切な値を選択し ［Download］をクリックします（たとえば、menubar: disable、
displayResolution : disableなどを選択）

3. ダイアログボックスのコンテンツをコピーします。
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4. Citrix Receiver for Web サ イ ト の web.config フ ァ イ ル を 開 き ま す。 こ の フ ァ イ ル は 通 常、
C:\inetpub\wwwroot\Citrix\ストア名 Web フォルダーにあります。ここでストア名は、ストア
作成時に指定したストアの名前です。

5. ファイル内の chromeAppPreferencesフィールドを見つけ、ダイアログボックスからコピーした JSON文
字列を使用してその値を設定します。

1 chromeAppPreferences = '{
2
3 "ui":{
4
5 "toolbar":{
6
7 "menubar":false,"displayResolution":false
8 }
9

10 }
11
12 }
13 '
14 <!--NeedCopy-->
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default.icaの場合

1. default.icaを選択してから［Continue］をクリックして構成するか、［Cancel］をクリックしてホーム
ページに戻ります。

2. 目的の機能と適切な値を選択し ［Download］をクリックします（たとえば、menubar > disable や
displayResolution > disableなどを選択）。
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3. ダイアログボックスのコンテンツをコピーします。

4. default.ica ファイルを開きます。Web インターフェイスの顧客の場合、このファイルは通常、
**C:\inetpub\wwwroot\Citrix\<サイト名 >\conf\default.ica**ディレクトリにあります。ここで、<サ
イト名 > はストアの作成時に指定した名前です。StoreFront ユーザーの場合、default.ica ファイルは、
**C:\inetpub\wwwroot\Citrix\\<ストア名 >\App_Data\default.ica**にあります。ここで、<ストア名
>はストアの作成時に指定した名前です。ストア名 >ストア名 >サイト名 >サイト名 >

5. 以下のように、default.icaファイルの最後の行にコンテンツを追加します。
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Googleポリシーの場合

構成を作成する方法

1. Googleポリシーを選択してから［Continue］をクリックして構成するか、［Cancel］をクリックしてホー
ムページに戻ります。

2. 目的の機能と適切な値を選択し、［Download］をクリックします（たとえば、sendPublicIPToCas:
disabledを選択します）
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3.［Download］をクリックすると、policy.txtファイルが作成されます。

構成を編集する方法

機能の制限事項：

編集できるのは、アップロードファイル（policy.txt）にある設定と値のみです。他のポリシーを編集する必
要がある場合は、ポリシーファイルを作成して設定を含めます。詳しくは、「構成を作成する方法」を参照して
ください。

1.［Upload existing file］をクリックします。

2. Chrome向け Citrix Workspaceアプリを選択し、policy.txtを選択します。
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3.［Browse］をクリックし、policy.txtファイルの場所に移動し、ファイルを選択してアップロードします。

4.［Continue］をクリックして編集するか、［Cancel］をクリックしてホームページに戻ります。

5. 適切な値を選択して設定を編集します。

6.［Download］をクリックして、更新された policy.txtファイルをダウンロードします。

認証

June 18, 2024

スマートカード

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、StoreFrontで USBスマートカードリーダーをサポートしていま
す。スマートカードは、以下の目的で利用できます：

• Citrix Workspaceアプリへのスマートカードによるサインイン認証。
• スマートカード対応の公開アプリを使った、ローカルのスマートカードリーダーへのアクセス。
• 文書や電子メールに署名するためのスマートカード。たとえば、ICAセッションで起動される Microsoft
Wordと Outlook。

サポートされているスマートカード（USBスマートカードリーダー付き）には、次のものがあります：

• Personal Identity Verification（PIV）
• Common Access Card（CAC）
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前提条件

• StoreFrontバージョン 3.6以降
• XenDesktop 7.6以降
• XenApp 6.5以降
• Citrix Virtual Apps and Desktops 1808以降
• Citrix Workspaceアプリ 1808以降

重要：

• StoreFront 3.5以前でのスマートカード認証でスマートカード認証を有効にするには、カスタムスクリ
プトが必要です。Citrixサポートに連絡してください。

• サポートされているバージョンの最新情報にアクセスするには、Citrix WorkspaceアプリおよびCitrix
Virtual Apps and Desktopsのライフサイクルマイルストーンを参照してください。

デバイス構成の前提条件

• Google Smart Card Connectorは、デバイスの USBスマートカードリーダーと通信するアプリです。コ
ネクタアプリは、Personal Computer Smart Card（PCSC）Lite APIを Citrix Workspaceアプリを含む
他のアプリに公開します。

• 証明書プロバイダーは、ベンダーによって作成された Smart Card Connectorと通信するミドルウェアアプ
リです。ミドルウェアアプリは、スマートカードリーダーにアクセスし、証明書を読み取り、ChromeOSに
スマートカード証明書を提供します。

ミドルウェアアプリは、PINの入力を使用した署名機能も実装しています。
たとえば、CACKeyです。

詳しくは、「ChromeOSでスマートカードを利用する」を参照してください。

• StoreFrontでスマートカード認証を構成すると、Citrix Workspaceアプリは ChromeOSにスマートカー
ドでのクライアント証明書を提供するように要求します。ChromeOSは、プロバイダーから受け取った証明
書を提示します。PINの入力画面は認証を示します。

Citrix Workspaceアプリには、スマートカード認証で許可されているオペレーティングシステムの承認済み
一覧があります。StoreFront 3.6以降では、ChromeOSも承認されています。StoreFrontの以前のバージ
ョンでは、カスタムスクリプトを使用した ChromeOSでのスマートカード認証を許可できます。カスタムス
クリプトについては、Citrixサポートにお問い合わせください。

• StoreFrontを使用したスマートカード認証ワークフローは、Citrix Workspaceアプリでは制御していませ
ん。ただし、場合によっては、StoreFrontがブラウザーを閉じて Cookieを消去するように要求することが
あります。

すべての Cookieを消去し、ストア URLを再度読み込むには、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ
で再読み込みボタンをクリックします。
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また、ChromeOSデバイスからサインアウトすることで、Cookieをさらに消去することができます。

• アプリセッションまたはデスクトップセッションを起動しようとする場合、Citrix Workspaceアプリはスマ
ートカードリダイレクトを使用しません。代わりに、PC/SC Lite APIのスマートカードコネクタアプリと通
信します。

Windowsサインインに必要な PIN入力画面はセッション内に表示されます。ここでは、証明書プロバイダー
に出番はありません。Citrix Workspaceアプリは、ダブルホップやメールへの署名などのセッション中のア
クティビティを管理します。

スマートカードの制限事項

• スマートカードを ChromeOSデバイスから削除すると、スマートカード証明書はキャッシュされます。この
動作は Google Chromeでの既知の問題です。ChromeOSデバイスを再起動してキャッシュをクリアしま
す。

• ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリが再パッケージ化された場合、管理者は Googleから appIDの
承認を受けてください。そうすることで、スマートカードコネクタアプリケーションがパススルーできること
を確認します。

• 同時にサポートできるスマートカードリーダーは 1つのみです。
• 仮想スマートカードと高速スマートカードはサポートされていません。
• スマートカードは Citrix Workspace（クラウド）ではサポートされていません。

ChromeOSデバイス上でスマートカードのサポートを構成するには

1. スマートカードコネクタアプリケーションをインストールします。ChromeOS デバイスで Personal
Computer Smart Card（PCSC）をサポートするには、スマートカードアプリケーションが必要です。この
アプリケーションは、USBインターフェイスを使用して、スマートカードを読み取ります。このアプリケーシ
ョンは、ChromeのWebサイトからインストールできます。

2. ミドルウェアアプリケーションをインストールします。ミドルウェアアプリケーションは、スマートカード
や他のクライアント証明書と通信するインターフェイスとして必要です。たとえば、Charismathicsまたは
CACKeyなどです：

• Charismathicsスマートカード拡張機能または CACKeyをインストールするには、ChromeのWeb
サイトを参照してください。

• ミドルウェアアプリケーションおよびスマートカード認証について詳しくは、Googleサポートサイ
トを参照してください。

3. 以下を使用したスマートカード認証の構成：

• Citrix Gateway
• StoreFront管理コンソール
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詳しくは、Citrix Gatewayドキュメントの「スマートカード認証の構成」および「認証サービスの構成」を
参照してください。

SAML認証

シングルサインオンを構成するには：

1. SAML認証の IDプロバイダー（IdP）が既に設定されていない場合、サードパーティの IdPをセットアップ
します。たとえば、ADFS 2.0などです。

詳しくは、Knowledge CenterのCTX133919を参照してください。

2. SAML IDプロバイダーを使用して Google Appsでシングルサインオンをセットアップします。これによっ
て、Google Enterpriseアカウントの代わりに Google Appsを使用して、サードパーティの IDを適用でき
るようになります。

詳しくは、Googleサポートのサードパーティの IDプロバイダーを使用した管理対象 Googleアカウントへ
のシングルサインオンの設定を参照してください。

3. SAML IDプロバイダー経由でサインインするように Chromeデバイスを構成します。これによって、ユーザ
ーはサードパーティの IDプロバイダーを使用して Chromeデバイスにサインインできます。

詳しくは、GoogleサポートのChrome搭載デバイスに SAMLシングルサインオンを設定するを参照してく
ださい。

4. SAML IDプロバイダー経由でサインインするように Citrix Gatewayを構成します。これによって、ユーザ
ーはサードパーティの IDプロバイダーを使用して Citrix Gatewayにサインインできます。

詳しくは、「SAML認証の構成」を参照してください。

5. Citrix Virtual Apps and Desktopsでフェデレーション認証を構成して、動的に生成された証明書で Citrix
Virtual Apps and Desktopsにサインインします。ユーザー名とパスワードの組み合わせでサインインせず
に、SAMLサインインプロセス後に実行できます。

詳しくは、「フェデレーション認証サービス」を参照してください。

仮想アプリと仮想デスクトップへの SSOを可能にするために、フェデレーション認証サービス（FAS）を展
開する必要があります。

注：

FAS がない場合は、Active Directory のユーザー名とパスワードの入力を求められます。詳しく
は、「Citrixフェデレーション認証サービスを使用したワークスペースに対するシングルサインオンの有
効化」を参照してください。

6. Chromeデバイス上で、Chromeアプリの SAML SSO拡張機能をインストールして構成します。詳しくは、
GoogleのWebサイトを参照してください。この拡張機能は、SAML Cookieをブラウザーから取得して、
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Citrix Workspaceに提供します。Citrix Workspaceが SAML Cookieを取得できるようにするには、次の
ポリシーを構成する必要があります。

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを再パッケージする場合、appIdを正しく変更する必要があり
ます。また、ドメインを組織の SAML IdPドメインに変更する必要もあります。

1 {
2
3     "whitelist" : {
4
5         "Value" : [
6             {
7
8             "appId" : "haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem",
9             "domain" : "saml.yourcompany.com"

10             }
11
12         ]
13      }
14
15 }
16
17 <!--NeedCopy-->

7. SAMLサインイン用に構成された Citrix Gatewayを使用するように、Citrix Workspaceを構成します。こ
れによって、SAMLサインイン用に構成された Citrix Gatewayを使用できるようになります。ChromeOS
の構成について詳しくは、Knowledge CenterのCTX141844を参照してください。

IDプロバイダーとしてOktaを使用した Citrix Workspaceアプリのシングルサイン
オン

May 16, 2024

Oktaを IDプロバイダー（IDプロバイダー）として使用して、Citrix Workspaceアプリへのシングルサインオン
（SSO）を構成できます。

前提条件

次の前提条件には管理者特権が必要です：

• Citrix Cloud

• Cloud Connector
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注：

Citrix Cloudを初めて使用する場合は、リソースの場所を定義し、コネクタを構成します。実稼働環境
には、少なくとも 2つのクラウドコネクタを展開することをお勧めします。Citrix Cloud Connector
のインストール方法については、「Cloud Connectorのインストール」を参照してください。

• Citrix Workspaceアプリ

• フェデレーション認証サービス（オプション）。詳しくは、「Citrixフェデレーション認証サービスを使用した
ワークスペースに対するシングルサインオンの有効化」を参照してください。

• Citrix DaaS（旧称：Citrix Virtual Apps and Desktopsサービス）

• ADドメイン参加済み VDA、または物理 AD参加済みデバイス

• Oktaテナント

• Okta統合Windows認証（IWA）エージェント

• Okta Verify（Okta Verifyはアプリストアからダウンロードできます）（オプション）

• Active Directory（AD）

SSOの構成方法

Oktaを IDプロバイダーとして使用して Citrix Workspaceアプリの SSOを構成する手順は次のとおりです：

1. Okta ADエージェントのインストール
2. Okta OIDC Webアプリケーション統合の作成
3. Okta OIDC Webアプリケーションの構成
4. Okta APIトークンの作成
5. Citrix Cloudを Okta組織に接続
6. ワークスペースの Okta認証を有効にする
7. Okta多要素認証（MFA）バイパスの構成
8. Okta IWAエージェントのセットアップ
9. IDプロバイダーのルーティング規則の構成

10. Google管理コンソールでの Okta IDプロバイダーの構成
11. SAML SSO Chrome拡張機能を使用した ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの SSOの構成

Okta ADエージェントのインストール

前提条件：

エージェントをインストールする前に、「Active Directory integration prerequisites」リンクに記載されている
前提条件が満たされていることを確認してください。

Okta ADエージェントをインストールするには：
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1. Okta管理ポータルで、［Directory］>［Directory Integrations］をクリックします。
2.［Add Directory］>［Add Active Directory］をクリックします。
3. Agent Architectureおよび Installation Requirementsを含むワークフローに従い、インストール要件を
確認します。

4.［Set Up Active Directory］ボタンをクリックしてから、［Download Agent］をクリックします。
5.「Install the Okta AD agent」に記載されている手順に従って、Okta AD AgentをWindows Serverにイ
ンストールします。

Okta OIDCWebアプリケーション統合の作成

Oktaを IDプロバイダーとして使用するには、ユーザーの資格情報を Citrix Cloudで使用できるように、Okta
OIDC ‑ OpenID ConnectWebアプリケーションを作成する必要があります。このアプリは、サインインシーケン
スを開始し、サインアウトした場合の Citrix Workspace URLへのリダイレクトも処理します。

詳しくは、「Okta OIDC Webアプリケーション統合の作成」を参照してください。

Okta OIDCWebアプリケーションの構成

Okta OIDCアプリを作成したら、Citrix Cloudに必要な設定で構成します。これらの設定は、利用者が Oktaを使
用して Citrix Workspaceにサインインするときの認証のために必要です。

詳しくは、「Okta OIDC Webアプリケーションの構成」リンクを参照してください。

Okta APIトークンの作成

Okta APIトークンの作成方法について詳しくは、「Okta APIトークンの作成」を参照してください。

Citrix CloudをOkta組織に接続

Citrix Cloudに接続する方法について詳しくは、「Citrix Cloudを Okta組織に接続」を参照してください。

ワークスペースのOkta認証を有効にする

Okta認証を有効にする方法について詳しくは、「ワークスペースのOkta認証を有効にする」を参照してください。

Okta多要素認証（MFA）バイパスの構成

ネットワークゾーンを作成して、環境にアクセスするために許可リストに登録する必要がある一連の IPアドレスを
定義します。詳しくは、「Create zones for IP addresses」を参照してください。
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［フェデレーション IDプロバイダーセッション］オプションを必ず無効にしてください。［ワークスペースの構成］>
［カスタマイズ］>［環境設定］で Cloudコンソールに移動し、［フェデレーション IDプロバイダーセッション］を無
効にします。

Okta IWAエージェントのセットアップ

Okta IWAエージェントは、Oktaサービスでデスクトップシングルサインオン（DSSO）を有効にする軽量のインタ
ーネットインフォメーションサービス（IIS）Webエージェントです。

DSSOは、ドメイン参加のコンピューターが Citrix Cloudにアクセスしている場合に使用されます。このドメイン
参加のコンピューターでは、認証のプロンプトは必要ありません。

1. 次の前提条件の一覧が満たされていることを確認してください。

Okta IWAWebエージェントをインストールするための前提条件の一覧については、「Okta IWAWeb agent
installation prerequisites」を参照してください。

2. Okta IWAエージェントをインストールします。

Okta IWA Webエージェントをインストールするには、「Install the Okta IWA Web agent」を参照してく
ださい。

3. Windowsブラウザーを SSO用に構成します。

Windowsブラウザーを SSO用に構成するには、「Configure Windows browsers for SSO」を参照して
ください。

4. Okta IWAWebエージェントをテストします。

Okta IWA Webエージェントをダウンロードしてインストールした後、IWAサーバーがクライアントマシン
から動作しているかどうかを確認します。

Oktaエージェントが正しく構成されている場合は、UserPrincipalNameと SecurityIdentifierに関連
する詳細が表示されます。
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確認方法について詳しくは、「Test the Okta IWAWeb agent」を参照してください。

IDプロバイダーのルーティング規則の構成

IDプロバイダーのルーティング規則を構成するには、「IDプロバイダーのルーティング規則の構成」を参照してくだ
さい。

注：

［IDプロバイダー］フィールドで、必ず［OnPremDSSO］を選択してください。

Google管理コンソールでのOkta IDプロバイダーの構成

1. セキュリティアサーションマークアップランゲージ（SAML）アプリケーションを作成するには、「Create
SAML app integrations」を参照してください。

［Single sign‑on URL］フィールドと［Audience URI（SP Entity ID）］フィールドに必ず URLを入力
してください。例：https://admin.google.com。

注：

Google管理コンソールで SAMLプロファイルを作成した後、サンプル URLの変更が必要になる場合
があります。詳細については、次の手順を参照してください。

2. Google管理コンソールでサードパーティの IDプロバイダーを使用して SAMLを構成します。

組織の SSOプロファイルを作成してユーザーを割り当てるには、「Create a SAML SSO profile」に記載さ
れている手順に従います。

SAMLプロファイルの Oktaサインイン、サインアウト、発行者、およびその他の IDプロバイダー情報を取
得するには、「SAML IDプロバイダーの追加」に記載されている手順に従います。

3. SAMLプロファイルを構成するには、「How to Configure SAML 2.0 for Google Workspace link」をご
覧ください。

4. Google SAMLプロファイルの詳細を使用して OKTAで SAMLプロファイルを構成し、プロファイルを同期
します：

a)［セキュリティ］>［認証］>［組織向けのサードパーティの SSOプロファイル］>［サードパーティの
SSOプロファイル］に移動して、SAMLプロファイルを開きます。

b) Oktaダッシュボードページ（IDプロバイダー）で、Google（サービスプロバイダー）SAMLプロファ
イルの詳細を追加します。

•［シングルサインオン URL］>［ACS URL］に移動し、［これを宛先 URLおよびターゲット URL
に使用する］オプションを選択します。
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•［Audience URI（SP Entity ID）］>［Entity ID］に移動します。

IDプロバイダーと SP（サービスプロバイダー）SAMLプロファイルが同期されると、管理対象ユーザ
ーのサインインページが Chromebookの Oktaサインインページに表示されます。

5. OKTA SAMLアプリケーションにユーザーを割り当てます。

ユーザーを割り当てる方法について詳しくは、「Assign an app integration to a user」を参照してくださ
い。

検証チェックポイント

• ユーザーが Chromebookでエンタープライズ Googleアカウントを追加すると、Okta資格情報を使用して
サインインできるようになります。

• Chromebookにサインインした後、ユーザーは Google Chromeブラウザーを開いて Citrix Workspace
URLを入力できる必要があります。

• ユーザーは Citrix Workspaceアプリの UIを表示できる必要があります。ユーザーは、資格情報を要求され
ずに仮想アプリとデスクトップに移動できる必要があります。

注：

SSOが失敗した場合は、「Google管理コンソールでの Okta IDプロバイダーの構成」の手順を修正してくだ
さい。

SAML SSO Chrome拡張機能を使用した ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの SSOの構成

SAML拡張機能を使用して SSOを構成するには、次の手順を実行します：

1. Chromeデバイス上で、Chromeアプリの SAML SSO拡張機能をインストールして構成します。

拡張機能をインストールするには、SAML SSO for Chrome Appsをクリックします。

2. この拡張機能は、SAML Cookieをブラウザーから取得して、ChromeOS向け Citrix Workspaceに提供し
ます。

3. Citrix Workspaceが SAML Cookieを取得できるようにするには、次のポリシーを構成します。ドメインを
会社の Okta IDプロバイダードメインに置き換えます。

1 {
2
3 "whitelist" : {
4
5 "Value" : [
6 {
7
8 "appId" : "haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem",
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9 "domain" : "<domain.okta.com>"
10 }
11
12 ]
13 }
14
15 }
16
17 <!--NeedCopy-->

注：

ChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリを再パッケージする場合は、haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem
を再パッケージされた AppIDに置き換えます。

4. FASを展開して、仮想アプリとデスクトップへの SSOを実現します。

仮想アプリと仮想デスクトップへの SSOを可能にするには、フェデレーション認証サービス（FAS）を展開
するか、Citrix Workspaceアプリを構成します。

注：

• FASがない場合は、Active Directoryのユーザー名とパスワードの入力を求められます。詳しく
は、「Citrixフェデレーション認証サービスを使用したワークスペースに対するシングルサインオ
ンの有効化」を参照してください。

IDプロバイダーとしてMicrosoft Azureを使用した Citrix Workspaceアプリのシ
ングルサインオン

May 16, 2024

ChromeOSデバイスの Security Assertion Markup Language（SAML）シングルサインオン（SSO）を構成で
きます。Microsoft Entra ID（旧称 Azure Active Directory）を SAML IDプロバイダーとして使用し、Google
Adminをサービスプロバイダー（SP）として使用します。

この機能は、管理対象ユーザーに対してのみ設定できます。ユースケースとして、Azure上に作成されたローカ
ル Active Directory（AD）に Citrix VM を追加しました。Azure 上にオンプレミスの AD ベースの VM があり、
Microsoft Entra IDユーザーがいる場合は、この記事の説明に従ってください。

前提条件

次の前提条件には管理者特権が必要です：
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• Active Directory（AD）

環境でアクティブなドメインコントローラーをインストールして構成します。詳しくは、「サーバーマネージ
ャーを使用して AD DSをインストールする」を参照してください。サーバーマネージャーを使用して Active
Directoryドメインサービスをインストールするには、手順 1～19を実行します。

• 証明機関（CA）

CAをインストールします。詳しくは、「証明機関をインストールします」を参照してください。

証明機関は、次のいずれかのマシンにインストールして構成できます：

– 新しい専用マシン
– 既存の CAマシン
– Citrix Cloud Connectorへのこの証明機関コンポーネントのインストール
– Active Directoryマシン

• Citrix Cloudおよび Citrix Cloud Connector

Citrix Cloudを初めて使用する場合は、リソースの場所を定義し、コネクタを構成します。実稼働環境には、
少なくとも 2つの Cloud Connectorを展開することをお勧めします。Citrix Cloud Connectorのインス
トール方法については、「Cloud Connectorのインストール」を参照してください。

• Azure Portalのグローバル管理者アカウント

Microsoft Entra IDのグローバル管理者である必要があります。この権限は、Entra IDを IDプロバイダー
として使用するように Citrix Cloudを構成するのに役立ちます。接続して Entra IDを使用するときに Citrix
Cloudが要求する権限について詳しくは、「Citrix Cloud用の Azure Active Directoryの権限」を参照して
ください。

• フェデレーション認証サービス（オプション）。

詳しくは、「Citrixフェデレーション認証サービスを使用したワークスペースに対するシングルサインオンの
有効化」を参照してください。

• Google管理コンソールのグローバル管理者アカウント

• Citrix Workspaceアプリ

開始

開始するには、次の手順を実行します：

• インストールされているソフトウェアまたは役割を構成する前に、すべてのマシンをドメインに参加させます。

• それぞれのマシンに Citrix Cloud Connectorソフトウェアをインストールしますが、まだ何も設定しないで
ください。

• それぞれのマシンに Citrix FASをインストールしますが、まだ何も構成しないでください。
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Azure ADを IDプロバイダーとして使用するように Citrix Cloudを構成する方法

注：

すべての前提条件を満たしていることを確認してください。

1. Entra IDを Citrix Cloudに接続するには、「Azure Active Directoryを Citrix Cloudに接続する」を参照
してください。

2. 管理者を Entra IDから Citrix Cloudに追加するには、「Azure ADから Citrix Cloudに管理者を追加する」
を参照してください。

3. Entra IDを使用して Citrix Cloudにサインインするには、「Azure ADを使用して Citrix Cloudにサインイ
ンする」を参照してください。

4. 高度な Entra ID機能を有効にするには、「高度な Azure AD機能を有効にする」を参照してください。

5. 更新されたアプリの Entra IDに再接続するには、「アプリのアップデートに対応するため Azure ADに再接続
する」を参照してください。

6. Entra IDに再接続するには、「アプリのアップデートに対応するため Azure ADに再接続する」を参照してく
ださい。

7. Entra ID Connectとアカウントを同期するには、「アカウントを同期する」を参照してください。

オンプレミスの ADアカウントを Entra IDと同期することをお勧めします。

注：

Citrix Workspace構成でフェデレーション IDプロバイダーセッションのログインプロンプトを無効に
します。

Azure PortalでMicrosoft Azureと ChromeOSの間に SSOとユーザープロビジョニングをセット
アップ

Microsoft Entra IDテナントと Google for ChromeOSの間で SSOのプロビジョニングを設定すると、エンドユ
ーザーは ChromeOSデバイスの Googleサインイン画面ではなく、Azure認証ページにサインインできるように
なります。

詳しくは、次のトピックを参照してください：
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• Googleの記事「Microsoft Azureと ChromeOS間の SSOおよびユーザープロビジョニングを設定する」。

および

• Microsoftチュートリアル「チュートリアル：Microsoft Entra SSOとGoogle Cloud/G Suite Connector
by Microsoftの統合」。

Azure Portalで SSOを設定するには、以下の手順を実行します：

1. Microsoft Entra IDポータルでエンタープライズアプリケーションを作成します。詳しくは、Googleの記
事「Microsoft Azureと ChromeOS間の SSOおよびユーザープロビジョニングを設定する」で手順 1を参
照してください。

1. 手順 1で作成したエンタープライズアプリケーションに 1人または複数のユーザーを割り当てます。詳しく
は、Googleの記事「Microsoft Azureと ChromeOS間の SSOおよびユーザープロビジョニングを設定す
る」で手順 2を参照してください。

2. SAMLを使用して SSOを設定します。詳しくは、Googleの記事「Microsoft Azureと ChromeOS間の
SSOおよびユーザープロビジョニングを設定する」で手順 3を参照してください。
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注：

Google管理ポリシーで SAMLポリシーを作成した後、基本 SAML構成を変更することをお勧めしま
す。

SAMLベースのシングルサインオン用に Azure Portalで URLを設定すると、アプリケーションの表示は次
のようになります。
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検証チェックポイント

ストア URLを入力すると、Azure IDプロバイダーのサインインページが表示されます。表示されなかった場
合は、「Azure PortalでMicrosoft Azureと ChromeOSの間に SSOとユーザープロビジョニングをセット
アップする」の手順を再度確認してください。

Google管理コンソールで SAML SSOプロファイルを構成する

• ドメインとユーザーを追加し、OUを作成します。詳しくは、「A complete guide toGoogleOrganizational
Units」を参照してください。

• ID プロバイダーとして Microsoft Entra ID を使用して SAML SSO プロファイルを作成します。詳しく
は、「Configuring SAML single sign‑on (SSO) for Azure AD Users」を参照してください。

検証チェックポイント

Chromebookを使用する場合は、Azure認証情報を使用して Citrix Workspaceアプリにサインインできる
必要があります。ブラウザーにストア URLを入力する場合は、サインインできる必要があります。

SAML SSO Chrome拡張機能を使用した ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの SSOの構成

SAML拡張機能を使用して SSOを構成するには、次の手順を実行します：

1. Chromeデバイス上で、Chromeアプリの SAML SSO拡張機能をインストールして構成します。

拡張機能をインストールするには、SAML SSO for Chrome Appsをクリックします。

2. この拡張機能は、SAML Cookieをブラウザーから取得して、ChromeOS向け Citrix Workspaceに提供し
ます。

3. Citrix Workspaceアプリが SAML Cookieを取得できるようにするには、次のポリシーを構成します。以下
は JSONデータです：

1 {
2
3 "allowlist": {
4
5 "Value": [
6 {
7
8 "appId": "haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem",
9 "domain": "login.microsoftonline.com"

10 }
11
12 ]
13 }
14
15 }
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16
17 <!--NeedCopy-->

検証チェックポイント

Azure IDプロバイダーストアと SSO拡張機能を使用して Citrix Workspaceアプリを起動する場合、Citrix
Workspaceアプリへのサインインが成功する必要があります。

FASを展開して仮想アプリとデスクトップへの SSOを可能にする

仮想アプリと仮想デスクトップへの SSOを可能にするために、フェデレーション認証サービス（FAS）を展開できま
す。

注：

FASがない場合は、Active Directoryのユーザー名とパスワードの入力を求められます。詳しくは、「Citrix
フェデレーション認証サービスを使用したワークスペースに対するシングルサインオンの有効化」を参照して
ください。

SDKおよび API

May 16, 2024

HDX SDK

ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでは、サードパーティ製 Chromeアプリをロックおよびロック解除し
たり、以下のセッションから切断したりできる Chrome API（実験的な API）を導入しました：

• Citrix Virtual Apps and Desktops
• Citrix DaaS（旧称 Citrix Virtual Apps and Desktopsサービス）セッション

この APIによって、埋め込みモードおよびキオスクモードの両方で ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリを
起動できます。埋め込みモードで起動されたセッションは、キオスクモードで起動されたセッションと同様に機能し
ます。

SDKについて詳しくは、HDX SDK for Citrix Workspace app for ChromeIOSを参照してください。

HDX SDKの例については、Citrixダウンロードページを参照してください。
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Citrix仮想チャネル SDK

Citrix仮想チャネルソフトウェア開発キット（SDK）は、ICAプロトコルを使用する追加の仮想チャネルのための、
サーバー側アプリケーションやクライアント側ドライバーの作成をサポートします。

サーバー側仮想チャネルアプリケーションは、Citrix Virtual Appsまたは Citrix Virtual Apps and Desktopsサ
ーバー上にあります。このバージョンの SDKは、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリ用の新しい仮想チャ
ネルの作成をサポートします。他のクライアントプラットフォーム用の仮想ドライバーの作成については、Citrixに
お問い合わせください。

仮想チャネル SDKには、以下のものが用意されています。

• Citrix Server API SDK（WFAPI SDK）の仮想チャネルとともに使用して、新しい仮想チャネルを容易に作成
できるインターフェイス。

• プログラミングテクニックの実例となるいくつかの仮想チャネルサンプルプログラムの、実際に機能するソー
スコード。

• 仮想チャネル SDKでは、WFAPI SDKで仮想チャネルのサーバー側を作成する必要があります。

仮想チャネル（VC）SDK について詳しくは、Citrix Virtual Channel SDK for Citrix Workspace app for
ChromeOS.を参照してください。

仮想チャネル SDKの機能強化

2305リリース以降、ChromeOS向けCitrixWorkspaceアプリは、仮想チャネルSDKのWindowsManagement
APIをサポートします。Web APIを使用すると、IT管理者は対話型アプリケーションを作成し、エンドユーザー向
けにカスタマイズできます。

サードパーティ Chromeアプリで APIを使用する手順

1. 最新バージョンの ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリをインストールします。詳しくは、Citrixダウ
ンロードページを参照してください。

2. ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのポリシーファイルを追加して、サードパーティの Chromeア
プリを許可リストに追加します。Chromeの管理設定を使用して、ポリシーを追加します。

詳しくは、Googleサポートの組織部門単位での Chromeアプリの管理を参照してください。

以下は、サードパーティの Chrome アプリを許可リストに追加する場合の、サンプルのpolicy.txt
JSONデータです：

1 {
2
3       "settings": {
4
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5              "Value": {
6
7              "settings_version": "1.0",
8              "store_settings": {
9

10              "externalApps": [“ <3rdParty_App1_ExtnID>” ,“ <3
rdParty_App2_ExtnID>” ]

11                                 }
12
13                        }
14
15                 }
16
17 }
18
19 <!--NeedCopy-->

注：

<3rdParty_App1_ExtnID>は、externalAppsの名前の例として使用され、ChromeOS向け
Citrix Workspaceアプリにメッセージを送信できます。chrome://extensionsサイトから appidを
取得します。

3. 以下の手順に従って、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリでアプリケーションまたはデスクトップセ
ッションを起動します：

• workspaceappIDを取得します。

var workspaceappID = "haiffjcadagjlijoggckpgfnoeiflnem ";

注：

この例で、workspaceappIDは ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリのストアバージョンで
す。ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリの再パッケージされたバージョンを使用する場合、適
切なworkspaceappIDを使用してください。

• ICAデータを INIから JSON形式に変換します。

注：

通常、ICAファイルは INIファイルとして StoreFrontから取得されます。以下のヘルパー機能で ICA
INIファイルを JSONに変換します。

1 //Helper function to convert ica in INI format to JSON
2 function convertICA_INI_TO_JSON(data){
3
4 var keyVals = {
5 }
6 ;
7 if (data) {
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8
9 var dataArr;

10 if(data.indexOf('\r')==-1){
11
12 dataArr = data.split('\n');
13 }
14 else{
15
16 dataArr = data.split('\r\n');
17 }
18
19 for (var i = 0; i < dataArr.length; i++) {
20
21 var nameValue = dataArr[i].split('=', 2);
22 if (nameValue.length === 2) {
23
24 keyVals[nameValue[0]] = nameValue[1];
25 }
26
27 // This is required as LaunchReference contains '=' as well. The

above split('=',2) will not provide
28 // the complete LaunchReference. Ideally, something like the

following should be used generically as well
29 // because there can be other variables that use the '='

character as part of the value.
30 if (nameValue[0] === "LaunchReference") {
31
32 var index = dataArr[i].indexOf('=');
33 var value = dataArr[i].substr(index + 1);
34 keyVals[nameValue[0]] = value;
35 }
36
37 }
38
39 console.log(keyVals);//to remove
40 return keyVals;
41 }
42
43 return null;
44 }
45
46
47 <!--NeedCopy-->

• サードパーティの Chromeアプリから ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリに ICAメッセージを送信
します。

1 var icaFileJson = {
2 ... }
3 ; // ICA file passed as JSON key value pairs.
4 var message = {
5
6 "method" : "launchSession",
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7 "icaData" : icaJSON
8 }
9 ;

10 chrome.runtime.sendMessage(workspaceappID, message,
11 function(launchStatus) {
12
13 if (launchStatus.success) {
14
15 // handle success.
16 console.log("Session launch was attempted successfully");
17 }
18 else {
19
20 // handle errors.
21 console.log("error during session launch: ", launchStatus.message

);
22 }
23
24 }
25 );
26
27 <!--NeedCopy-->

sendMesage APIコマンドについて詳しくは、以下のリンクを参照してください：

https://developer.chrome.com/extensions/runtime#event‑onMessageExternal

https://developer.chrome.com/extensions/runtime#method‑sendMessage

SDKのManifest V3サポート

2305リリース以降、ChromeOS向け Citrix Workspaceアプリは、manifest version 3を含む Chrome拡張機
能を使用する HDX SDKをサポートします。

詳しくは、開発者ガイドドキュメントの「Citrix Workspace app for ChromeOS HDX SDK」を参照してくださ
い。

廃止

May 16, 2024

この記事の告知は、段階的に廃止されるプラットフォーム、Citrix製品、機能について前もってお知らせするための
ものです。これらの告知を基にして、お客様は適宜ビジネス上の決定を下すことができます。

Citrixではお客様の使用状況とフィードバックをチェックして、各プラットフォーム、Citrix製品、機能を撤廃する
かどうかを判断しています。お知らせする内容は以降のリリースで変わることがあり、廃止される機能がすべて含ま
れるわけではありません。
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廃止となったアイテムはすぐには削除されません。このリリースでは引き続きサポートされますが、今後削除される
予定です。

アイテム 廃止が発表されたリリース 削除されたリリース 代替手段

現時点ではありません ‑ ‑ ‑
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